
　

オホーツク海地域の取組
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北海道羅臼高等学校の海洋教育
１ 年間計画
科目名 海洋生物（知床学・水産教室） 単位数 ２ 学年 ３ 履修形態 選択

使用教科書 知床学（副読本・中高生版） 使用副教材 オホーツクのさかな、教科通信等

科目の目標 １ 羅臼の海洋環境に関心を持ち、海洋生物について総合的に学ぶ。

２ 根室海峡に生息する生物の資源としての有用性や持続可能な利用のあり方について

理解する。

３ 知床半島の魅力と独自性を自分の言葉で語り、発信できるようにする。

学習内容 １ 野外活動

○年間１６回の特設授業として「水産教室」を予定している。これを踏まえて、羅臼

町の水産業の現状を体験的に理解する。

○町の「水産教室」として実施する施設見学、実習、講義などの特設授業と組み合わ

せ、１年間をとおして海について総合的に学習する。

２ 校内での授業

○根室海峡や北方領土周辺海域の地理的な特徴や生物相全般への理解を深め、この海

域の環境保全のあるべき姿について考える。

○時間割を柔軟に対応させることで、午前中すべてを使った実習、終日にわたる実習、

さらに宿泊をともなう実習などを実施する。

３ 技術の習得

○ロープワーク等の実践的技術、スクーバダイビングのライセンス取得をする。

○潜水士（年４回の国家試験）へ挑戦する。（希望者）

資格等 １ 取得できる資格

○スクーバダイビングのライセンス（C カード）（全員）
○潜水士（希望者）

年４回（恵庭３、釧路１）の国家試験を受験し合格する必要あり。

２ 費用等

○スクーバダイビングのライセンスは、全額羅臼町より支援される。

○潜水士は、事前講習と受験料が半額羅臼町より支援され、受験にかかる費用は各自

負担とする。

支援等 水産教室で扱う内容等については、高校・漁協・町教委の担当者が協議しながら企画

運営をおこなう。

評価の方法 次の４項目を総合的に判断しておこなう。

①報告書またはレポートの提出状況とその内容、②野外実習での活動状況、③各単元内

容の理解、④年２回の期末考査の成績

評 価 の 観 点 観点 関心・意欲・態度 判断・表現（科学的な） 技能（実習等） 知識・理解

および 評価 ・授業に対する姿勢 ・年２回の期末考査 ・実習等の取り組み ・年２回の期末考査

評価基準の 対象 ・レポート等の提出 ・レポート等の内容 ・レポートの取り組み ・レポート等の内容

ルーブリック ・結果のまとめ、考察 ・結果のまとめ、考察 ・結果のまとめ、考察 ・発表活動での説明

Ｓ 授業から論理的に自 科学的な見方や考え 正しい理解に基づい 基本的な原理・法

然を考えることがで 方を活用しながら論理 た正確な技術を身に付 則および知識に加

き、自ら進んで学びを 的に考察し、人にわか けており、それを多の え、発展的な概念や

深めることができる。 りやすく表現すること 者へ伝えることができ 法則も正しく理解し

ができる。 る。 ている。

Ａ 論理的に自然を考え 科学的な見方や考え 正確な技術を身に付 基本的な原理・法

ることに強い関心を持 方を身に付け、論理的 けており、それを確実 則および知識などを

ち、意欲的に授業に参 に考察し、自らの考え に実行できる。 正しく理解してい

加することができる。 を表現できる。 る。

Ｂ 与えられた課題等に 科学的な見方や考え 正しい技術の習得の 基本的な原理・法

取り組む中で論理的な 方を身に付け、論理的 必要性を理解し、身に 則および知識などの

思考に関心を持つこと に考察することができ 付ける努力をしてい 概要は理解してい

ができる。 る。 る。 る。

Ｃ 自然を論理的に思考 自らの考えを自然科 技術の理解が弱く、 基本的な原理・法

する重要性が認識でき 学的な見方や考え方用 正確性に欠けるところ 則および知識などの

ず、課題等の取り組み いて論理的にまとめる がある。 を理解していない。

が甘い。 ことができない。

成績不振要注意者の基準 実習等の出席が常でなく、評価点が３０点未満の者

○海洋生物で扱う ●水産教室で扱う
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単元名 主 な 学 習 内 容

前 オリエンテーション ○海洋生物の学習をはじめるにあたって

期 根室海峡の環境 ○海水の塩分濃度

○水質についての基礎知識

●講演「羅臼の漁業」（水産教室開級式）

根室海峡の生物 ○海洋生物の分類

●ロープワークを身につける①②③

海洋資源の利用 ○海洋生物の食物連鎖①

●ダイビング実習（講習）①②③④

●講義 羅臼の水産加工

●施設見学「水産課工場」

○海洋生物の食物連鎖②

●講義「海洋深層水」

●施設見学「海洋深層水工場」

●実習「水産加工」

●施設見学「ウニ種苗センター」

●ダイビング実習（実技）①②③④⑤

○鯨類・海獣類

根室海峡の鯨類と世界の鯨類

○無脊椎動物の生物学①

○海鳥類

海鳥類をめぐる食物連鎖

●講義「根室海峡の海鳥」

●施設見学「市場・加工場・販売店舗」

後 ●実習「ブランド化・マーケッティング」

期 ●実習「販売」

海洋資源の保全 ○漁業の歴史

●サケマス増殖事業

●スクーバダイビング実習（11 月頃まで）
●実習 郷土料理

○無脊椎動物の生物学②

●実習 海難防止講習

○コンブについて

コンブの種類、生産

漁業の未来 ○漁業と持続可能な自然資源利用

○持続可能な自然資源とは

●実習「サケの人工授精」

○プレゼンテーション学習

○水産資源の持続可能な利用と知床半島の環境保全

○羅臼漁業の未来

○付加価値を付けた水産業

深層水、エコツーリズム

●講演「羅臼漁業の将来像」（水産教室閉級式）
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科目名 公民・現代社会 単位数 ２ 学年 ２ 履修形態 必修

使用教科書 東京書籍『現代社会』 使用副教材 浜島書店『最新図説現社』

科目の目標 人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会

についての理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公

正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き方について考察する力の基礎

を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

学習内容 １ 現代社会における諸問題として、地球環境・科学技術の発達・情報化の進展

について学習していきます。

２ 来たるべき１８歳選挙権に備え、政治の分野に深く切れ込んでいきます。

３ 現代社会における諸問題について、ディスカッションやレポートにまとめる

ことを通じて、自分なりの解決策を探求していきましょう。

学習の注意点 ノートの提出や課題を実施しますので、しっかりノートをとる習慣と予習･復

習する姿勢を身につけておきましょう。

評 評価の観点 評価の観点の趣旨

価 a 関心・意欲・態度 ・現代社会が抱える課題やものごとに関心を持ち、積極的に考え、

関わろうとしているか。

b 思考・判断・表現 ・現代社会で起きているものごとや課題をどのように とらえ、自

分の考えを持つか。

c 技能 ・グラフなどの資料やメディアを活用して現代社会の動きを理解し

他者に伝えられるか。

d 知識・理解 ・授業を通して現代社会のあり方や動きを知識として理解している

か。

成績不振要注意者の基準 評価点が３０点未満の者

月 単元（題材） 学習内容 評価の観点 単元（題材）の 評価方法

a b c d 評価規準

４ 私たちの生きる社会 ･地球環境と資源・ ◎ ○ △ ◎ ･現代社会の諸課題に 以下を総合的に判断

エネルギ 関 心を持ち，意欲的に して行う。

ー 追 究し，自己の生き ①定期考査の成績

５ ･科学技術の発達と生 方と 関連させながら ②課題の提出状況と

命 考察し ようとしてい その内容

･情報化の進展と生活 る。 ③小テストの成績

･現代社会の特質 ④質疑応答の内容、

６ ・現代社会における 姿勢、態度

青年 ⑤学習状況の観察

･自己形成と社会との

７ つながり

･進路と生きがいの創

造

８ ･哲学と人間・宗教と

人間・近代科学の

考 え 方

９ ･人間の尊厳・人間性

の回復を求めて

･日本の伝統思想の考

10 え方

･外来思想の受容と日

本人の自覚

日本国憲法と民主政治 ･年中行事と通過儀礼 ◎ ○ △ ◎

11 ･民主政治の成立 ･現代の民主政治に関

･基本的人権の成立 す る関心を高め，それ

･世界の政治体制 を 意欲的に追究し，

･日本国憲法と３つの 民主 社会における人

12 原理 間とし ての在り方生

･基本的人権の保障 き方を考 察している。

･新しい憲法と人権保
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障の進展

１ ･平和主義と安全保障

･国会と立法

･内閣と行政

･裁判所と司法

２ ･地方自治と政治参加

国際社会と人類の課題 ･選挙のしくみと課題 ◎ ○ △ ◎

･国際社会の成り立ち ･国際社会における政

･国際紛争を避けるし 治 や経済などの諸課

３ くみ 題に 関する関心を高

･国際連合の現状と め，そ れを意欲的に

課 追究し， 国際社会の

題 在り方につ いて考察し

･東西対立とその後の ている。

世界

･核兵器と軍縮への取

り組み
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科目名 野外観察（知床学） 単位数 ２ 学年 ２ 履修形態 選択

使用教科書 知床学（副読本・中高生版） 使用副教材 知床国立公園パークガイド、

教科通信等

科目の目標 １ 野外における自然観察の基礎的な方法を習得する。

２ フィールドワークをとおして得られた地学的・生物学的な事象について、観察デー

タから科学的に読み解く力を身に付ける。

３ 地元の自然・社会生活の中に課題を見いだし、発展的に解決するための提言や発信

することができる人材を育成する。

学習内容 １ 野外実習の技術的要素

フィールドワークのための準備（行動、計画、服装、地図の活用、機材調達等）

２ 実験操作的要素

様々な観察・実験のための器具や装置の取り扱い、水質調査の方法、モデルの作成

３ プレゼンテーション的要素

調査結果等を整理し考察した内容の発表（報告書・レポート作成、プレゼン）

評価の方法 定期考査は実施せず、次の４項目を総合的に判断しておこなう。

①報告書またはレポートの提出状況とその内容、②野外実習での活動状況、③各単元内

容の理解、④実習内容を考察するための議論（質疑応答の内容、姿勢、態度）の様子

評 価 の 観 点 観点 関心・意欲・態度 判断・表現（科学的な）技能（実験・観察等） 知識・理解

および 評価 ・授業に対する姿勢 ・レポート等の内容 ・実験操作、観察手法 ・レポート等の内容

評価基準の 対象 ・レポート等の提出 ・結果のまとめ、考察 ・レポートの取り組み ・発表活動での説明

ルーブリック ・結果のまとめ、考察 ・議論での表現等 ・結果のまとめ、考察

Ｓ 授業から論理的に自 科学的な見方や考え 正しい理解に基づい 基本的な原理・法

然を考えることがで 方を活用しながら論理 た正確な技術を身に付 則および知識に加

き、自ら進んで学びを 的に考察し、人にわか けており、それを多の え、発展的な概念や

深めることができる。 りやすく表現すること 者へ伝えることができ 法則も正しく理解し

ができる。 る。 ている。

Ａ 論理的に自然を考え 科学的な見方や考え 正確な技術を身に付 基本的な原理・法

ることに強い関心を持 方を身に付け、論理的 けており、それを確実 則および知識などを

ち、意欲的に授業に参 に考察し、自らの考え に実行できる。 正しく理解してい

加することができる。 を表現できる。 る。

Ｂ 与えられた課題等に 科学的な見方や考え 正しい技術の習得の 基本的な原理・法

取り組む中で論理的な 方を身に付け、論理的 必要性を理解し、身に 則および知識などの

思考に関心を持つこと に考察することができ 付 ける努 力をし てい 概要は理解してい

ができる。 る。 る。 る。

Ｃ 自然を論理的に思考 自らの考えを自然科 技術の理解が弱く、 基本的な原理・法

する重要性が認識でき 学的な見方や考え方用 正確性に欠けるところ 則および知識などの

ず、課題等の取り組み いて論理的にまとめる がある。 を理解していない。

が甘い。 ことができない。

成績不振要注意者の基準 フィールドワークの出席が常でなく、評価点が３０点未満の者

単元名 主 な 学 習 内 容

前 オリエンテーション ○野外観察の学習をはじめるにあたって

期 自然観察の基礎 ○生物の分類Ⅰ

○観察方法（図鑑、フィールドノート・双眼鏡・単眼鏡の使い方）

○生息調査法（標識再捕法、ラインセンサス等）

自然観察の方法 ○ＭｙＴｒｅｅの決定と観察目標の設定

○早春の林床で晴植物の観察（植物のスケッチ等）

○鳥類の観察（ラインセンサス等）

○海藻類の光合成色素観察

○コンブに依存する生物の調査

後 ○生物の分類Ⅱ

期 ○生物標本の作製

課題研究 ○地域の自然に関する課題研究をチームで実施

研究成果の発表 ○研究発表
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２ 学習指導案
オホーツク海域 北海道羅臼高等学校 第３学年 科目「総合的な探究の時間」学習指導案 No.１

＜単元の指導と評価の計画＞

単元名 中高一貫生態系学習

単元の目標 ・斜里町岩尾別台地を訪問し、知床半島の歴史と自然を総合的に理解することがで

きる。

・生態系の成り立ちを知り、そのバランスが保たれる仕組みと重要性を理解するこ

とが できる。

・人間の活動が生態系に与える影響を知り、人類または個人が取り組めることを考

え説 明できる。

評価の観点 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準 環境問題の原因や人間活 生態系を構成する環 生態系とは何か、その構

動の影響を正しく理解す 境と生物の関わりや、 成要素やその中に見られる

る。 生物同士のつながりに 関係について科学的に知ろ

ついて説明できる。 うとする。

生態系に与える人間活動

の影響について自ら調べよ

うとする。

次程 学習内容と問い 評価の観点 評価方法

知 思 主

第１次 ・生態系を構成する非生物的環境と生物のかかわりや生物間 [主]ワークシ

(１時間扱) の関わりや生物間の関係について考え、特に生物どうしの ○ ート、行動観

つながりについて説明できる。 察

第２次 学習内容：斜里町岩尾別台地を訪問し、知床半島の歴史と自 [知]自然観察

(６時間扱) 然を総合的に理解する。 ○ ○ ○ による生物観

【本時】 【問い】斜里町岩尾別台地の生態系にはどのような特徴が 察

あるのだろうか。 [思]フォール

・斜里町岩尾別台地の自然の特徴をワークシートにまとめ、 ドワークでの

生態系の役割について考察する。 発言、意見交

換

[主]ワークシ

ートによる考

察

＜１単位時間（第２次）の指導と評価の計画＞

１ 本時の目標

斜里町岩尾別台地を訪問し、知床半島の歴史と自然を総合的に考察する。

２ 本時の展開（７時間予定の２～７時間目）

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 前時の復習 ・斜里町岩尾別台地の自然とその特徴につ ・生徒が本時の学習活動に

いて復習する。 必要な知識を身に付けて

いるか確認する。

展開 説明 ・斜里町岩尾別台地の生態系学習自然とそ

の特徴について復習する。

【問い】斜里町岩尾別台地の生態系にはどのような特徴が

あるのだろうか。

斜里町岩尾別台 ・グループに分かれ、斜里町岩尾別台地の自 ・自然観察、フィールド

地における自然 然観察を行う。 ワークにおいて、生物を

の役割について ・自分が発見した生物とその役割、級友が 傷つけない、自然環境を

フィールドワー 発見した生物とその役割について意見を 乱さないように配慮す

ク 出し合い、生物同士のつながりについて る。
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考察する。

・斜里町岩尾別台地の生態系を保全するた

めに大切なことについて考察する。

まとめ 本時のまとめ ・斜里町岩尾別台地の生態系の特徴について

まとめる。

幼小中高一貫教育「知床学」生態系学習Ⅲ（野外巡検）ワークシート

斜里町岩尾別台地の生態系学習

北海道羅臼高等学校 ３年 番 氏名

自分が発見した生物 ：生物の役割 級友が発見した生物 ：生物の役割

斜里町岩尾別台地の生態系を保全するために大切なこと（人間としての役割、在来種の保護など）
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オホーツク海域 北海道羅臼高等学校 第２学年 科目「総合的な探究の時間」学習指導案 No.２

＜単元の指導と評価の計画＞

単元名 中高一貫クマ学習

単元の目標 ・ヒグマと人間とが共存する知床半島の歴史と自然を総合的に理解することができ

る。

・ヒグマの生態を知り、ヒグマの特性について理解することができる。

・環境客によるヒグマへのエサやりがヒグマの生態の変化に与える影響を知り、エ

サや りを停止するために取り組めることを考えることができる。

評価の観点 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準 環境変化の原因や人間活 ヒグマの生態を構成 ヒグマ本来の生態とは何

動の影響を正しく理解す する環境と生態の変化 か、科学的に知ろうとする。

る。 や個体の変化のつなが ヒグマの生態と人間生活

りについて説明できる。 の共存について自ら調べよ

うとする。

次程 学習内容と問い 評価の観点 評価方法

知 思 主

第１次 ・インターネットを用いてヒグマによる人的被害について調 [知]インター

(１時間扱) べ、調べたことをまとめる。 ○ ○ ネット、ワー

・ヒグマと人間が共存するために、ヒグマの生態的特徴につ クシート

いて、専門家への質問をまとめる。

第２次 （知床財団職員より） [知]ヒグマの

(4時間扱) 学習内容：ヒグマの生態の特徴、ヒグマの生態の変化、ヒグ ○ ○ ○ 生態の特性に

【本時】 マの個体的特徴について総合的に理解する。 ついての考察

【問い】ヒグマと人間とが共存するために気を付けなくて [思]質問、回

は 答、発言によ

ならないことは何があるのだろうか。 る意見交換

・ヒグマの特徴、ヒグマの個体的特徴をワークシートにまと [主]ワークシ

め、 ヒグマと人間とが共存する社会について考察する。 ートによる考

察

＜１単位時間（第２次）の指導と評価の計画＞

１ 本時の目標

ヒグマと人間とが共存する知床半島の歴史と自然を総合的に理解することができる。

２ 本時の展開（５時間予定の２～５時間目）

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 前時の復習 ・ヒグマと人間との共存の問題点について ・生徒が本時の学習活動に

復 習する。 必要な知識を身に付けて

いるか確認する

展開 説明 （知床財団職員より）

【問い】ヒグマと人間とが共存するために気をつけなくて

は ・グループワークにおい

ならないことは何があるのだろうか。 て、 ヒグマと人間とが共

・グループに分かれて協議する。 存す る社会、自然環境た

・グループで協議した内容を発表する。 めの 方法について考察し

・ヒグマの生態の特徴、ヒグマの生態の変 発表 する。

化、 ヒグマの個体の特徴について総合的

に理解 する。

まとめ 本時のまとめ ・ヒグマと人間とが共存する社会について、

各グループワークから発表された内容を踏

ま え、自分の考えをまとめる。
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幼小中高一貫教育「知床学」クマ学習ワークシート

北海道羅臼高等学校 ２年 番 氏名

インターネットで調べた、ヒグマによる人的被害にはどのようなものがあるのか

知床財団の方へ、ヒグマの生態や個体の特色についての質問事項をまとめる。

ヒグマと人間とが共存するために必要なこと、環境保全のための取り組みとは何か
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オホーツク海域 北海道羅臼高等学校 第１学年 科目「総合的な探究の時間」学習指導案 No.３

＜単元の指導と評価の計画＞

単元名 巡視船乗船

単元の目標 ・地域の基幹産業である漁業と海上保安業務の関係を理解することができる。

・海上保安署職員からの説明を通して、職業ついての理解を深めることができる。

・海上におけるルールについて理解することができる。

評価の観点 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準 海上保安の業務や漁業と 水産業を安全に行う 海上保安の業務と水産業

の関係について正しく理解 ために、海上保安との との関係について知ろうと

する。 つながりにを説明でき する。

る。 海上でのルールと船舶の

関係について疑問を抱き、

解決しようとする。

次程 学習内容と問い 評価の観点 評価方法

知 思 主

第１次 ・海上保安署職員の説明を聞いて、海上におけるルールを理 [知]ワークシ

(１時間扱) 解する。 ○ ○ ート

・水産業の安全が保たれるためには、海上保安署の役割が必

要であることを理解する。

第２次 （海上保安署職員より） [知]海上巡視

(3時間扱) 学習内容：海上保安巡視船に乗船し、海上保安業務について ○ ○ ○ 船についての

【本時】 広く理解する。 考察

【問い】海上保安を保つためにはどのようなルールがある [思]質問、回

のだろうか。 答、発言によ

・海上保安業務についてワークシートにまとめ、海上保安巡 る意見交換

視船と漁船との関係について考察する。 [主]ワークシ

ートによる考

察

＜１単位時間（第２次）の指導と評価の計画＞

１ 本時の目標

地域の基幹産業である漁業と密接に関係する海上保安業務について理解できる。

２ 本時の展開（４時間予定の１～４時間目）

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 前時の復習 ・海上保安書職場の説明を通して海上保安 ・生徒が本時の学習活動に

所 の業務と役割について理解する。 必要な知識を身に付けて

いるか確認する

展開 説明 （海上保安署職員より）

【問い】海上保安所巡視船にはどのような役割があるのだ

ろ

うか。 ・乗船体験において、海上

海上保安所巡視 ・海上保安所巡視船に乗船し、海上保安船 保安所職員との意見交換

船への乗船体験 の装備についてまとめる。 が積極的に行われるよう

・漁業と海上保安との関係性について理解 に配慮する。

したことをまとめる。

まとめ 本時のまとめ ・海上保安業務は、海上における漁船の往来

や、水産業の安全が保たれるために必要

な業務であることについて理解する。
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海上保安所体験 巡視船乗船 ワークシート

北海道羅臼高等学校 １年 番 氏名

海上保安所の役割、業務にはどのようなものがあるのか

海上保安船の装備についてまとめる。

漁業と海上保安との関係性について理解したことをまとめる
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【

　
知

識
伝

達
・

体
験

　
→

　
安

全
管

理
　

→
　

調
査

方
法

・
実

習
　

→
　

共
存

環
境

の
優

越
性

　
】

・
ク

マ
学

習

・
生

態
系

学
習

Ⅲ
知

・
水

産
業

に
関

す
る

講
演

会
（

基
礎

）
・

水
産

業
に

関
す

る
講

演
会

（
発

展
）

自
然

　
⇒

　
産

業
　

⇒
　

観
光

の
サ

イ
ク

ル
で

実
施

学 習 内 容

・
身

近
な

動
植

物
に

関
心

を
持

　
つ

・
身

近
な

自
然

の
す

ば
ら

し
さ

　
を

感
じ

る

・
身

近
な

自
然

や
動

物
を

知
る

・
地

域
の

自
然

を
知

る

・
知

床
に

棲
息

す
る

　
動

物
な

ど
自

然
環

　
境

を
知

る
・

自
然

郷
土

学
習

①
　

⇒
生

き
物

・
地

域
学

習
・

羅
臼

湖
登

山

・
羅

臼
町

の
漁

業
　

の
理

解
を

深
め

る

・
自

然
郷

土
学

習
②

　
⇒

自
然

環
境

　
　

歴
史

・
伝

統
芸

能
し

れ
と

　
こ

い
ぶ

き
樽

を
体

　
験

し
、

理
解

を
深

　
め

る
・

こ
ん

ぶ
・

サ
ケ

漁
　

業
の

理
解

を
深

め
　

る
　

・
地

域
学

習

・
ク

マ
学

習
Ⅰ

ク
マ

・
生

態
系

学
習

Ⅰ
水

・
ク

マ
学

習
Ⅱ

ク
マ

・
生

態
系

学
習

Ⅱ
ワ

・
ク

マ
学

習
Ⅲ

ク
マ

※
自

然
保

護
　

観
光

ガ
イ

ド
　

野
外

活
動

ガ
イ

ド
　

を
通

し
て

発
信

能
　

力
を

高
め

る

※
野

生
動

植
物

　
地

質
、

気
象

　
に

つ
い

て
知

る

※
野

生
動

植
物

研
究

　
野

外
視

察
　

ア
ウ

ト
ド

ア
体

験
　

を
通

し
て

理
解

を
　

深
め

る

・
知

床
（

羅
臼

）
に

　
つ

い
て

深
く

知
る

・
未

来
の

知
床

（
羅

　
臼

）
に

つ
い

て
考

　
え

る

自
然

に
関

す
る

知
識

を
実

体
験

で
活

用
す

る
自

然
や

産
業

の
あ

り
方

を
考

察
し

、
提

言
す

る

学 　 年 　 別 　 実 　 践 　 課 　 題

・
身

近
な

動
植

物
に

関
心

を
　

持
つ

・
身

近
な

自
然

の
す

ば
ら

し
　

さ
を

感
じ

る
・

春
を

探
そ

う
　

感
じ

よ
う

・
春

か
ら

夏
遊

び
・

夏
秋

を
探

そ
う

・
秋

か
ら

冬
に

向
か

っ
て

・
冬

遊
び

、
知

床
の

冬

・
地

域
の

よ
さ

や
自

然
の

す
ば

ら
し

　
さ

に
気

づ
き

、
愛

着
を

持
つ

・
地

域
の

良
さ

や
尊

さ
に

気
づ

く
・

ま
と

め
や

発
信

を
通

し
て

将
来

の
　

夢
や

希
望

を
持

つ

・
羅

臼
の

自
然

、
生

活
、

文
化

な
ど

　
に

関
心

を
も

つ
。

・
地

域
の

良
さ

や
尊

さ
に

気
づ

く
・

ま
と

め
や

発
信

を
通

し
て

将
来

の
　

夢
や

希
望

を
持

つ

・
郷

土
芸

能
の

体
験

な
ど

を
通

し
　

て
、

地
域

に
誇

り
と

愛
着

を
も

　
ち

、
地

域
の

文
化

を
守

る
と

と
　

も
に

、
新

し
い

生
活

や
文

化
を

　
創

造
し

て
い

く
。

・
地

域
の

良
さ

や
尊

さ
に

気
づ

く
・

ま
と

め
や

発
信

を
通

し
て

将
来

　
の

夢
や

希
望

を
持

つ

○
春

の
生

き
物

探
し

○
生

き
物

を
か

っ
て

み
よ

う
○

町
た

ん
け

ん
に

で
か

け
よ

う
○

知
西

別
川

に
上

る
サ

ケ
観

察
○

山
ブ

ド
ウ

コ
ク

ワ
を

探
そ

う
○

水
を

凍
ら

せ
よ

う
○

動
物

の
足

跡
さ

が
し

・
自

然
を

大
切

に
し

た
り

、
安

全
で

　
適

切
な

行
動

が
で

き
る

態
度

の
育

　
成

・
テ

ー
マ

設
定

主
体

的
追

求
　

課
題

解
決

力
の

育
成

・
地

域
に

誇
り

と
愛

着
を

も
ち

進
ん

　
で

環
境

に
関

わ
ろ

う
と

す
る

態
度

　
の

育
成

・
テ

ー
マ

設
定

主
体

的
追

求
課

題
解

　
決

力
の

育
成

自
然

や
ふ

る
さ

と
に

興
味

･関
心

を
持

つ
関

心
を

高
め

、
知

識
を

習
得

す
る

気
候

や
風

土
を

理
解

す
る

自
然

や
産

業
の

知
識

を
整

理
し

、
更

に
深

め
る

世
界

に
お

け
る

知
床

の
位

置
づ

け
を

知
り

、
自

然
と

人
間

と
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

え
る

企
画

力
･
創

造
力

･
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
能

力
の

育
成

・
問

題
点

を
探

り
、

環
境

保
全

や
改

　
善

の
方

法
、

よ
り

良
い

町
づ

く
り

　
の

た
め

に
出

来
る

事
を

考
え

実
践

　
し

よ
う

と
す

る
態

度
の

育
成

・
テ

ー
マ

設
定

主
体

的
追

求
課

題
解

　
決

力
の

育
成

安
全

管
理

･
基

本
的

自
己

管
理

意
識

の
育

成
取

材
や

資
料

の
収

集
、

分
析

能
力

の
育

成
情

報
処

理
能

力
の

育
成

（
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
・

ﾚ
ﾎﾟ

ｰﾄ
等

）

課
題

を
設

定
す

る
能

力
の

育
成

行
動

力
、

危
機

管
理

能
力

の
育

成

「
 
知

床
学

 
(
海

洋
教

育
）

」
　

 
＜

令
和

２
年

度
＞

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

羅
臼

町
立

羅
臼

小
学

校

学
び

の
ス

パ
イ

ラ
ル

イ
メ

ー
ジ

In
 N

a
tu

re
【

知
床

】
　

(自
然

【
知

床
】

の
中

で
体

験
、

感
じ

る
）

A
b
o
u

t 
N

a
tu

re
【

知
床

】
（

自
然

に
つ

い
て

多
く

を
知

る
）

F
o
r 

N
a
tu

re
【

知
床

】
（

自
然

の
た

め
に

行
動

す
る

態
度

を
身

に
つ

け
た

人
間

に
な

る
）

In
 知

床
A

b
o
u

t 
知

床
F
o
r 

知
床

学
　

年

Ｅ
Ｓ

Ｄ
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
に

認
定

さ
れ

、
Ｅ

Ｓ
Ｄ

（
E

d
u

c
a
ti
o
n

 f
o
r 

S
u

s
ta

in
a
b

le
 D

e
v
e
lo

p
m

e
n

t)
を

推
進

し
て

い
ま

す
　

　
　

　
　

　
　

【
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
意

味
：

持
続

可
能

な
発

展
の

た
め

の
教

育
】

学
び

の
主

体
性

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
→

　
→

　
→

　
　

　
知

識
伝

達
や

体
験

か
ら

　
　

→
　

→
　

→
　

→
　

→
　

→
　

　
自

ら
考

え
行

動
す

る
学

習
活

動
へ

　
　

　
→

　
→

　
→
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Ｒ３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時数

70

３年　総合的な学習の時間　／　海洋教育

☆海洋教育　５２時間　　＋　　総合　　１８時間　　　＝　　７０時間

羅臼の生き物を探ろう
羅臼の生き物を伝えよう

・海以外の生き物（２１時間）

・どんな生き物がいるだろう

・クマ学習（２）

・まとめよう

防災学習

（８時間）

・新聞スリッパをつくろう

～防災グッズを知ろう～

北方領土の生き

物

（１０時間）

羅臼の生き物を伝えよう

・海の生き物 （２３時間）

・どんな生き物がいるだろう

・まとめよう

・発表会

羅臼の生き物をつ

たえよう

・ワシ（８時間）

・どんな生き物が

いるだろう

・ワシ学習（２）

・まとめよう

・どんな生き物がいるだろ

う

目標

３年生　海洋教育の概要

☆　羅臼の生き物を探ろう

　羅臼の自然や動物のことについて調べる活動・探究的活動を通して，地域の自然の豊かさを学ぶとともに，地域を大切に
しようとする気持ちを抱いたり，羅臼の魅力を発信したりしようとする気持ちを育む。

○羅臼の魅力を調べる中で，知床の自然と自分たちの暮らしとの関係性にすいて理解することができる。【知識・技能】
○世界自然遺産知床の海や山について体験的・探究的活動を通し，画集したことや発見したことを自分の思いを取り入れ
表現することができる。【思考・判断・表現】
○羅臼で働く人々の仕事の様子や世界遺産知床の自然を知り，自分たちにできることを考え，広めようとする。【主体的に
取り組む態度】
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Ｒ３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時数

70

４年　総合的な学習の時間　／　海洋教育

☆海洋教育　３１時間　　＋　　総合　　３９時間　　　＝　　７０時間

羅臼の福祉を探ろう体験してみよう（３時間）

・アイマスク ・車いす

・高齢者 ・手話

羅臼の福祉施設

福寿園訪問

（２２時間）

・どんな福祉施設があるだろう

・どんな人がいるんだろう

・どんなことをするとよいだろう

・計画を立てよう

・福寿園へ行って、楽しませよう

（訪問）

防災学習

（４時間）

・防災に関係

する車を知ろう

北方領土

（１０時間）

・元島民への質問を考

えよう

・元島民の話を聞こう

羅臼漁業を探ろう
羅臼の漁業をくわしく調べよう

（２８時間）

・羅臼で獲れる魚をしらべよう

・漁獲高（魚別・年別）
・調べてたことをもとに表そう

・まとめよう

ユネスコスクール

（３時間） ・発表を聞いて羅臼を知る

目標

４年生　海洋教育の概要

☆　羅臼の漁業を探ろう

　羅臼の自然や動物のことについて調べる活動・探究的活動を通して，地域の自然の豊かさを学ぶとともに，地域を大切に
しようとする気持ちを抱いたり，羅臼の魅力を発信したりしようとする気持ちを育む。

○羅臼の魅力を調べる中で，知床の自然と自分たちの暮らしとの関係性にすいて理解することができる。【知識・技能】
○世界自然遺産知床の海や山について体験的・探究的活動を通し，画集したことや発見したことを自分の思いを取り入れ
表現することができる。【思考・判断・表現】
○羅臼で働く人々の仕事の様子や世界遺産知床の自然を知り，自分たちにできることを考え，広めようとする。【主体的に
取り組む態度】
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Ｒ３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時数

70

５年　総合的な学習の時間　／　海洋教育

☆海洋教育　４３時間　　＋　　総合　　２７時間　　　＝　　７０時間

羅臼の産業を探ろう

羅臼の産業（羅臼昆布学習）（４１時間）
・どんな産業があ

るのだろう

（２時間）

幼児と触れ合おう

（１１時間）

（２０時間）

・どんなことを探ろう

・調査，体験

・市場，倉庫見学

・昆布図鑑作成

・発表しよう

羅臼の伝統芸能

（１４時間）

・知床いぶき樽

宿泊学習

・幼稚園の子どもの様子を知ろう（幼

稚園の先生に来てもらう）

・園児が楽しめる計画を立てよう

・幼稚園訪問

サケフレーク作り

・さけって？

・サケフレーク作り

（漁協）

・感想 （４時間）

・ネイパル厚岸

・郷土資料館見

学

・まとめよう

・発表しよう

（１２時間）

北方領土のくら

し（２時間）

・人々のくらし

ユネスコスクール

（３時間）

・こんぶ図鑑を発表しよう

・発表を聞いて羅臼を知る

・クマ学習（２）

目標

５年生　海洋教育の概要

☆　羅臼の産業を探ろう

　羅臼の産業について調べる活動・探究的活動を通して，地域の産業を学ぶとともに，地域を大切にしようとする気持ちを抱
いたり，羅臼の魅力を発信したりしようとする気持ちを育む。

○自分たちの地域と自然のつながりを理解し，未来の羅臼町の町づくりについて提案するための課題を見出すことができ
る。【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○調べたこと
や考えたことを発表物にまとめ，相手に分かりやすく発表したり聞いたりすることを通して町づくりについて考えることができ
る。【思考・判断・表現】
○自分が羅臼町の発展にどのように関わっていきていくのかについて考え，実践することができる。【主体的に取り組む態
度】
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Ｒ３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 時数

70

６年　総合的な学習の時間　・　海洋教育

☆海洋教育　４９時間　　＋　　総合　　２１時間　　　＝　　７０時間

羅臼の将来を考えよう

羅臼の仕事を知ろう

（２３時間）

・羅臼の仕事

・仕事調べ

・ゲストティーチャー

・ＰＣで、本で調べる

修学旅行

（６時間）

羅臼に合う仕事を考えよう

・羅臼のよさや課題を話し合お

う

自分の将来を考え

よう
（１３時間）

・自分のこと

・やりたいこと

・まとめよう

北方領土

（２時間）

・社会科と連携

・戦後、未解決の問題

・近くの仕事を知ろう

・仕事内容を調べよう

ユネスコスクール

（３時間）

・昨年との違いを感じる

・発表を聞いて羅臼を知る

目標

６年生　海洋教育の概要

☆　羅臼の将来・自分の将来

　羅臼の将来について調べる活動・探究的活動を通して，羅臼のよさや課題を学ぶとともに，地域を大切にしようとする気持
ちを抱いたり，羅臼の魅力を発信したりしようとする気持ちを育む。

○自分たちの地域と自然のつながりを理解し，未来の羅臼町の町づくりについて提案するための課題を見出すことができ
る。【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○調べたこと
や考えたことを発表物にまとめ，相手に分かりやすく発表したり聞いたりすることを通して町づくりについて考えることができ
る。【思考・判断・表現】
○自分が羅臼町の発展にどのように関わっていきていくのかについて考え，実践することができる。【主体的に取り組む態
度】
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羅臼小学校　３年生

指導時間　21時間

◎羅臼にどんな生き物がいるか考
えよう

◎羅臼にどんな生き物がいるか調
べよう

◎調べたことをまとめよう

◎調べたことを伝えよう

・羅臼に生息している生き物を思い出す。
・なぜ羅臼には，珍しい生き物が多いのか。
【知・理】羅臼にいる動物と生き物がいる理由につい
て知ることができる。

・興味をもった動物の詳しい生態について，調べる。
【思・判・表】自分に必要な情報を考え，とらえている。

・調べたことをまとめる。
【思・判・表】羅臼の生き物について調べたことや自分
が感じたことについてまとめている。

・調べたことをわかりやすく伝える。
【学・人】まとめたことをわかりやすく伝えるように取り
組んでいる。

留意事項
・全21時間中にハチ（２時間）・クマ（２時間）学習を含む。

○羅臼にいる生き物について，さまざまな方法で調べることができる。

○羅臼にいる生き物についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の
思いを入れながら，表現することができる。

○羅臼にいる動物たちを守るために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができる。

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評価

小単元名

他教科とのつながり

・

主な活動
※指導上の留意点
☆外部連携

※本，インターネットを使い，
調べる。
☆ビジターセンターに協力を
お願いする。

羅臼にいる生き物について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の豊かさを学ぶとともに，地
域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持ちを育
む。

単元の目標

知識・理解

（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第3学年 単元名　　羅臼の生き物をつたえよう　〈海以外の生き物〉
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（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第3学年 単元名　　羅臼の生き物をつたえよう　〈海の生き物〉 指導時数　２３時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　□防災

評価

知識・理解 羅臼にいる生き物について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
羅臼にいる生き物についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の
思いを入れながら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度 羅臼にいる動物たちを守るために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができる。

・羅臼に生息している生き物を思い出す。

・興味をもった動物の詳しい生態について，グループに分かれ調べる。

・調べたことをポスターにまとめる。

・絵や写真を使いながら，調べたことを友達にわかりやすく伝える。

単元の目標
羅臼にいる生き物について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の豊かさを学ぶとともに，
地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持ちを
育む。

学習内容 主な活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

◎羅臼にどんな生き物が
　　いるか考えよう

◎羅臼にどんな生き物が
　　いるか調べよう

◎調べたことをまとめよう

◎調べたことを伝えよう

事前の準備

留意事項

協力機関等

○ビジターセンター，図書室
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羅臼小学校　３年生

留意事項
○実際に目にすることのできるオオワシやオジロワシを取り上げる。

協力機関等
○ビジターセンター，図書室

・羅臼に生息している生き物を思い出す。

・興味をもった動物の詳しい生態について，グループに分かれ調べる。

・調べたことをポスターにまとめる。

・絵や写真を使いながら，調べたことを友達にわかりやすく伝える。

事前の準備

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

◎羅臼にどんな生き物が
　　いるか考えよう

◎羅臼にどんな生き物が
　　いるか調べよう

◎調べたことをまとめよう

◎調べたことを伝えよう

単元の目標
羅臼にいる生き物（ワシ）について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の豊かさを学ぶと
ともに，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気
持ちを育む。

学習内容 児童の活動

評価

知識・理解 羅臼にいる生き物（ワシ）について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
羅臼にいる生き物（ワシ）についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを
自分の思いを入れながら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度
羅臼にいる動物たち（ワシ）を守るために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができ

る。

（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第3学年 単元名　　羅臼の生き物をつたえよう　〈ワシ学習〉 指導時数　８時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　□防災
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思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第4学年 単元名　　　羅臼の漁業をくわしく調べよう 指導時数　３１時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　□防災

評価

知識・理解 羅臼の漁業について，さまざまな方法で調べることができる

羅臼の漁業についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の思いを
入れながら，表現することができる。

羅臼の水産業を守るために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができる。

・羅臼の漁業について知っていることを話し合う。

・羅臼の漁業について調べる。
・漁師の方や，漁協の方の話を聞く。

・調べたことをグループに分かれ，まとめる。

・絵や写真を使いながら，調べたことを友達にわかりやすく伝える。

単元の目標
羅臼の漁業について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の自然の豊かさを学ぶととも
に，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持
ちを育む。

学習内容 児童の活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

◎羅臼の漁業について
　　知っていることを話し合
おう

◎羅臼の漁業について
　　調べよう

◎調べたことをまとめよう

◎調べたことを伝えよう

事前の準備

留意事項
・羅臼の漁業を詳しく調べよう（３１時間）には，ユネスコスクールの発表会参加（３時間）を含む

協力機関等
○郷土資料館，ルサフィールド，観光協会，漁師，羅臼漁業協同組合
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解
決
す
る
力

学
び
方

考
え
方

態
度

自
己
の

生
き
方

主体的に学習に取り組む態度

指導時数 １４時間単元名　「産業を知ろう①」 〈宿泊学習〉　　

単元の目標

羅臼の産業について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の自然の豊かさを学ぶととも
に，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持
ちを育む。
 
 
 

■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　

羅臼の産業について，さまざまな方法で調べることができる

羅臼の産業についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の思いを
入れながら，表現することができる。
羅臼の産業をこれからも続けていくために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができ
る。

第5学年

分　野

評価

事前の準備

留意事項

協力機関等

○施設との連絡調整，下見，施設・設備の把握
○バスの手配

○バス酔いする子の把握・対応（酔い止め等）

○厚岸少年自然の家，厚岸海事記念館

・羅臼の産業について知る。
・宿泊学習の全体像を理解する。
・活動内容に合った係を決定する。

・係やグループ，班単位での活動や話し合いをする。
・活動を進めるための準備，作業手順などの連絡調整を自分たちで進める。

・各係やグループ，班で自分たちの取り組みについて振り返り，まとめる。

（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

評価の観点

児童の活動

・オリエンテーション③
・宿泊学習の事前学習③

・宿泊学習当日（メグミルク
工場・サーモンパーク見学）
⑤　　　　（行事５，総合５）

・宿泊学習の事後学習・まと
め③

学習内容

知識・理解

思考・判断・表現
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（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第5学年 単元名　「産業を知ろう②」〈サケフレーク作り〉 指導時数　４時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　

評価

知識・理解 羅臼の産業について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
羅臼の産業についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の思いを
入れながら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度
羅臼の産業をこれからも続けていくために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができ
る。

・漁師の方から，羅臼町の定置網漁などのことについて学ぶ。
・サケフレーク作りを体験する。

・漁師の方から，羅臼町の定置網漁などのことについて学ぶ。
・サケフレーク作りを体験する。

・学んだことをまとめる。
・お世話になった方々にお礼の手紙を書く。

単元の目標
羅臼の産業について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の自然の豊かさを学ぶととも
に，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持
ちを育む。

学習内容 児童の活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

・サケについて知る①

・サケフレーク作り（漁協青
年部）②

・まとめよう①

事前の準備 ○漁協青年部との連絡調整

留意事項 ○各自バンダナ，エプロンを準備する。

協力機関等 ○漁協青年部
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（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第5学年 単元名　「産業を知ろう③」〈羅臼昆布学習〉 指導時数　２３時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　

評価

知識・理解 羅臼の産業について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
羅臼の産業についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の思いを
入れながら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度
羅臼の産業をこれからも続けていくために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができ
る。

・羅臼昆布学習の全体像を理解する。

・漁師の方から羅臼昆布について話を聞いたり，実際に羅臼昆布を食べさせても
らったりする。

・漁師の方から教えてもらったことや，自分で調べて分かったことを分かりやすくま
とめる。

・自分たちでまとめたものをユネスコスクールで発表する。

単元の目標

羅臼昆布を切り口として，羅臼の産業について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の自
然の豊かさを学ぶとともに，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考
え実践しようとする気持ちを育む。
 
 
 

学習内容 児童の活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

・羅臼昆布事前学習①

・漁師の話を聞く②

・まとめ⑩

・ユネスコスクールで発表③

事前の準備
○漁師との連絡調整
○漁協との連絡調整

留意事項
・昆布学習（２１時間）には，ユネスコスクールの発表（３時間）を含む。
○ユネスコスクールでの発表

協力機関等
○漁師　井田さん
○羅臼漁業協同組合
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（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第3学年 羅臼の生き物をつたえよう　〈ヒグマ学習〉 指導時数　２時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　

評価

知識・理解 羅臼にいる生き物（ヒグマ）について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
羅臼にいる生き物（ヒグマ）についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したこと
を自分の思いを入れながら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度
羅臼にいる動物たち（ヒグマ）を守るために，自分ができることを考え，実行したり，広めることができ
る。

単元の目標

ヒグマを切り口として，羅臼の自然について，体験的・探究的活動を通して，地域の海や山の自然
の豊かさを学ぶとともに，地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え
実践しようとする気持ちを育む。
 
 
 

学習内容 児童の活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

・知床財団によるヒグマ学習
②

・羅臼町に生息するヒグマの生態と問題点について学んだり，もし出会ってしまっ
たらどうすればいいのかなどを学んだりする。

事前の準備 ○知床財団との連絡調整

留意事項
○ユネスコスクールで発表の場合もある。
・羅臼の生き物を伝えよう（海以外の生き物）の中に時数を含める。（全２１時間）

協力機関等 ○知床財団
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協力機関等 ○スポーツクラブ「らいず」　　　○羅臼消防署　　　○羅臼幼稚園　　　○らうすリンクル

事前の準備 ○講師依頼（依頼文と礼状）

留意事項 ○意図的に保護者が働いている場所等を選んだ。

羅臼にどのような仕事があるかを考える。単元の見通しをもつ。

羅臼の仕事の中で，詳しく調べてみたい仕事を選ぶ。

スポーツかかわる仕事、子どもにかかわる仕事、人を助ける仕事、観光にかかわ
る仕事について話を聞く。

これまでの学習や講師から聞いた話をまとめる。

発表の練習をする。
発表会をする。（参観日）

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

発表②

羅臼での仕事を考えよう①

詳しく知りたい仕事を考える
②

色々な仕事についてお話を
聞こう⑨

まとめ⑨

単元の目標

様々な職業について，体験的・探究的活動を通して，仕事や地域の実情を学ぶとともに，地域を大
切にしようとする気持ちを持ったり，将来にむけて自分たちにできることを考え実践しようとする気持
ちを育む。
 
 
 

学習内容 児童の活動

評価

知識・理解 職業について，さまざまな方法で調べることができる

思考・判断・表現
職業についての体験的・探究的な活動を通じて，学習したことや発見したことを自分の思いを入れな
がら，表現することができる。

主体的に学習に取り組む態度 将来に向けて，自分ができることを考え，実行したり，広めることができる。

（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第6学年 単元名　　羅臼での仕事を知ろう
 指導時数２３時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　
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（　　総合的な学習の時間　・　海洋教育　　）プログラムシート

第6学年 単元名　　夢に向かって様々な職業を調べよう。 指導時数２６時間

分　野 ■ふるさと　　　　　　　　　　□ボランティア　　　　　　　　　　

ねらい

問題を解決する力 お話や体験を通して，自己の課題を深め，解決する。

学び方・考え方 課題解決のために必要な情報を集める。

自己の生き方 自分の生活を振り返り，将来の夢や希望をもつ。

世の中にどのような職業があるのかを考える。
自分が将来つきたい職業を選択する。

自分が将来つきたい職業について調べる。

調べたことをまとめる。
まとめたものを総合的な学習ファイルにまとめる。

単元の目標

羅臼で見られる職業について，体験的・探究的活動を通して，地域の豊かさについて学ぶとともに，
地域を大切にしようとする気持ちを持ったり，自分たちにできることを考え実践しようとする気持ちを
育む。
 
 
 

学習内容 児童の活動

学
習
内
容
・
学
習
の
進
め
方

オリエンテーション②

調べ学習⑩

まとめ⑪

事前の準備 ○インターネットページの検索　　○本などを図書室から探す

留意事項
○インターネット検索の場合は基本的には全員同じHPを利用することとする。
・ユネスコスクールの発表会（３時間）を含む。

協力機関等
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【
８
月
ご
ろ
 
国
語
 
し
ら
せ
た
い
こ
と
書
こ
う
】
２
ｈ

 

・
は
る
・
な
つ
の
生
き
物
や
遊
ん
だ
遊
び
を
「
知
ら
せ
た
い
こ
と
」
と
し
て
文
章
を
書
く

活
動
。

 
※
書
く
学
習
は
基
本
的
に
国
語
科
で
指
導
す
る
。
こ
の
２
時
間
は
、
自
然
の
中
で
遊
ん

だ
り
、
交
流
し
た
り
す
る
時
間
に
す
る
と
よ
い
。

 
・
友
だ
ち
に
伝
え
る
や
前
期
の
ふ
り
か
え
り
と
し
て
、
両
親
に
伝
え
る
作
文
に
す
る
な

ど
学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る
と
よ
い
。

 

【
１
０
・
１
１
月
ご
ろ
 
生
活
科

 
き
せ
つ
と
な
か
よ
し
 
あ
き
 
ふ
ゆ
】
１
１
ｈ

 

・
秋
の
校
庭
や
公
園
へ
出
か
け
、
野
原
や
公
園
で
遊
ぶ
。

 

・
冬
の
校
庭
や
公
園
へ
出
か
け
、
野
原
や
公
園
で
遊
ぶ
。

 

→
秋
と
冬
の
様
子
の
違
い
な
ど
に
気
づ
く
。
小
さ
な
生
き
物
や
植
物
の
違
い
な
ど

 

・
秋
の
生
き
物
や
植
物
、
秋
の
実
り
を
感
じ
関
心
を
も
つ

 

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
裏
山
・
運
動
公
園
な
ど
で
行
く
と
良
い
。

 

〇
R
元
年
度
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
郷
土
資
料
館
。

 

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
裏
山
・
運
動
公
園
な
ど
で
行
く
と
良
い
。

 

〇
R
元
年
度
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
郷
土
資
料
館
。

 

〇
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど

 

〇
春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
，
自
然
遊
び
の
楽
し
さ
や
，
自
然
の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，

 

生
活
上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
。（

知
・
技
）。

 

〇
春
や
秋
の
特
徴
や
違
い
を
見
付
け
，
そ
れ
ら
を
使
っ
て
遊
ぶ
方
法
を
考
え
た
り
，
遊
び
を
楽
し
く
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。（

思
・
判
・
表
）

 

〇
生
き
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
探
し
た
り
，
諸
感
覚
を
使
っ
て
遊
び
を
創
り
出
し
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）

 

【
１
０
月
ご
ろ
 
国
語
 
見
つ
け
た
よ

 
い
き
も
の
の
ひ
み
つ
 
か
ら
３
ｈ
移
動
】
３
ｈ
 

 

【
１
０
月
ご
ろ
 
図
工
 
か
ざ
っ
て
 
な
に
い
れ
よ
う
】
２
ｈ

 

※
秋
の
実
り
を
図
工
の
材
料
と
し
て
活
用
す
る
。

 

※
学
校
の
周
り
の
生
き
物
の
ひ
み
つ
を
探
り
、
国
語
の
学
習
で
ま
と
め
る
。

 

【
５
月
ご
ろ
 
生
活
 
き
せ
つ
と
 
な
か
よ
し
 
は
る

 
な
つ
 
】
８
ｈ

 

【
７
・
８
月
ご
ろ
 
生
活
 
な
か
よ
く
な
ろ
う
ね

 
小
さ
な
 
と
も
だ
ち
】
２
ｈ

 

【
８
月
ご
ろ
 
国
語
 
し
ら
せ
た
い
こ
と
書
こ
う
】
２
ｈ

 

・
春
の
校
庭
や
公
園
へ
出
か
け
、
野
原
や
公
園
で
遊
ぶ
。

 

・
夏
の
校
庭
や
公
園
へ
出
か
け
、
野
原
や
公
園
で
遊
ぶ
。

 

→
春
と
夏
の
様
子
の
違
い
な
ど
に
気
づ
く
。
小
さ
な
生
き
物
や
植
物
の
違
い
な
ど

 

・
生
き
物
を
見
つ
け
、
飼
育
す
る
活
動
を
通
し
て
、
飼
育
方
法
や
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ

る
活
動
。

 

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
裏
山
・
運
動
公
園
な
ど
で
行
く
と
良
い
。

 

〇
R
元
年
度
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
郷
土
資
料
館
。

 

国
語

:「
知
ら
せ
た
い
こ
と
」

 
国
語

:見
つ
け
た
よ
 
い
き
も
の
の
ひ
み
つ

 
図
工

:か
ざ
っ
て

 
な
に
い
れ
よ
う

 
な
ど

 

き
せ
つ
と
い
き
も
の
と
な
か
よ
し

 
１
２
ｈ
 

～
は
る
・
な
つ
の
い
き
も
の
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
！

 

き
せ
つ
と
い
き
も
の
と
な
か
よ
し

 
１
６
ｈ
 

～
あ
き
・
ふ
ゆ
の
い
き
も
の
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
！
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大
単
元
１
 
 
き
せ
つ
と
い
き
も
の
と
な
か
よ
し
１
～
は
る
・
な
つ
の
い
き
も
の
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
！

 
１
２
時
間

 

 
大
単
元
「
き
せ
つ
と
い
き
も
の
と
な
か
よ
し
１
～
は
る
・
な
つ
の
い
き
も
の
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
！
」
で
は
、
生
活
科
を
軸
に
学
習
を
進
め
て
い
く
。
羅
臼
の
自
然
豊
か
な
環
境
に
触
れ
、
そ
の
特

徴
を
生
か
し
た
遊
び
か
ら
学
習
が
始
ま
る
よ
う
に
幼
稚
園
で
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ど
し
て
指
導
し
て
い
く
。

 

 
ま
た
、
学
習
の
ゴ
ー
ル
は
国
語
科
「
し
ら
せ
た
い
こ
と
を
か
こ
う
」
の
学
習
に
つ
な
げ
、
自
分
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
学
ん
だ
こ
と
を
知
ら
せ
る
文
章
を
書
く
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

 

単
元

 

（
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
） 

目
標

 

き
せ
つ
と

 な
か
よ
し

 

は
る

 な
つ
 

（
主
た
る
内
容
５

,内
容
４
，
６
，
８
，
９
）
 

指
導
時
期
：
５
～
７

 
指
導
時
数
：

12
時
間
 

教
科
書
 
：
上
巻
ｐ

.4
6～

6
1 

春
や
夏
の
自
然
を
諸
感
覚
を
使
っ
て
観
察
し
た
り
，
自
然
物
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
春
や
夏
の
特
徴
や
違
い
を
見
付
け
，
そ
れ
ら
を
使
っ
て
遊
ぶ
方
法

を
考
え
た
り
，
遊
び
を
楽
し
く
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
自
然
や
生
活
の
様
子
の
変
化
や
，
自
然
の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な

技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
，
季
節
を
取
り
入
れ
て
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

単
元
の
観
点
別
評
価
規
準

 

知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
や
，
自
然
遊
び
の
楽
し
さ
や
，
自
然
の
面
白

さ
や
不
思
議
さ
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活

上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
。

 

春
や
秋
の
特
徴
や
違
い
を
見
付
け
，
そ
れ

ら
を
使
っ
て
遊
ぶ
方
法
を
考
え
た
り
，
遊

び
を
楽
し
く
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。

 

生
き
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
探
し
た
り
，
諸
感
覚
を
使
っ
て
遊
び
を
創
り
出
し
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
 

時
 

数
 

頁
 

小
単
元

 
目
標

 
学
習
活
動

 

1
 

4
6～ 4
7 

き
せ
つ
と

 な
か
よ
し
 

は
る

 な
つ
 

（
と
び
ら
）
 

野
原
や
公
園
で
遊
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

し
，
春
や
夏
の
季
節
の
特
徴
を
生
か
し
て

楽
し
め
る
遊
び
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

 

〇
春
か
ら
夏
の
遊
び
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。

 

○
野
原
や
公
園
の
様
子
を
思
い
出
し
て
，
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
予
想
し
，
生
活
の
中
で
変
化
し
た
こ
と
な
ど
を
考
え

る
。
 

○
み
ん
な
で
し
て
み
た
い
季
節
の
特
徴
を
生
か
し
た
遊
び
を
話
し
合
い
，
活
動
へ
の
見
通
し
を
立
て
る
。
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2
 

4
8～ 4
9 

の
は
ら
で

 あ
そ
ぼ
う
 

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
野
原
や
公
園
に

行
き
，
諸
感
覚
を
使
っ
て
春
を
感
じ
な
が

ら
生
き
も
の
を
探
し
た
り
，
そ
れ
ら
と
関

わ
っ
て
友
達
と
仲
よ
く
遊
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
野
原
や
公
園
ま
で
の
安
全
な
行
き
方
や
，
き
ま
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
友
達
と
一
緒
に
生
き
も
の
や
樹
木
，
草
花
な
ど
と
ふ
れ
合
っ
て
遊
ん
だ
り
，
出
会
っ
た
人
た
ち
と
関
わ
っ
た
り
し
な
が
ら

楽
し
く
遊
ぶ
。

 

○
諸
感
覚
を
使
っ
て
自
然
物
に
は
た
ら
き
か
け
な
が
ら
春
を
感
じ
た
り
，
自
然
の
様
子
に
気
付
い
た
り
す
る
。

 

○
見
つ
け
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
友
達
に
伝
え
る
。

 

〇
管
理
事
務
所
や
避
難
場
所
，
防
火
水
槽
な
ど
人
々
を
災
害
な
ど
か
ら
守
る
施
設
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

 

4
 

5
4～ 5
5 

な
つ
を

 か
ん
じ
よ
う
 

雨
の
日
と
晴
れ
の
日
の
違
い
に
気
付
き
，

土
や
砂
，
水
を
使
っ
て
遊
び
を
工
夫
し

て
，
友
達
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

○
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
い
か
，
話
し
合
い
，
遊
び
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
，
必
要
な
道
具
な
ど
を
準
備
す
る
。

 

〇
雨
の
日
の
生
き
も
の
や
花
の
様
子
を
観
察
し
た
り
，
諸
感
覚
を
は
た
ら
か
せ
な
が
ら
雨
の
中
を
散
歩
し
て
気
付
い
た
こ
と

を
表
現
す
る
。

 

○
晴
れ
た
日
に
水
遊
び
や
砂
遊
び
を
し
て
楽
し
む
。

 

○
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
，
発
見
し
た
こ
と
な
ど
を
絵
や
文
な
ど
で
表
現
し
た
り
，
発
表
し
た
り
す
る
。

 

1
 

5
6～ 5
7 

な
に
を

 か
ん
じ
た
か
な
 

身
近
な
自
然
で
く
り
返
し
遊
ん
だ
活
動
を

振
り
返
っ
て
，
季
節
に
よ
っ
て
生
き
も
の

や
植
物
な
ど
の
様
子
が
違
う
こ
と
や
，
そ

の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
に
気
付
い
た
り
，

友
達
と
一
緒
に
遊
び
を
創
り
出
す
楽
し
さ

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
見
つ
け
た
こ
と
や
わ
か
っ
た
こ
と
を
，
エ
ア
や
文
な
ど
で
表
現
し
て
，
友
達
と
伝
え
合
う
。

 

○
友
達
と
の
伝
え
合
い
を
通
し
て
，
季
節
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
。

 

■
「
わ
た
し
の
み
つ
け
た
な
つ
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く
は
し
ご
」
を
使
っ
て
活
動
を
振
り
返
る
。

 

★
家
の
人
と
一
緒
に
野
原
に
行
き
，
活
動
し
た
こ
と
や
見
つ
け
た
生
き
も
の
を
伝
え
る
。
 

  

単
元

 

（
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
） 

目
標

 

な
か
よ
く

 な
ろ
う
ね

 

小
さ
な

 と
も
だ
ち

 

（
主
な
る
内
容
７

 
内
容
８
）
 

 指
導
時
期
：
９
月

 

指
導
時
数
：

10
時
間
 

教
科
書
 
：
上
巻
ｐ

.6
2～

7
1 

動
物
や
虫
な
ど
の
生
き
も
の
を
育
て
る
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の
様
子
に
関
心
を
持
っ
て
飼
育
す
る
生
き
も
の
の
世

話
や
す
み
か
を
考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
生
き
も
の
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
，
生
活
上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
て
，
親
し
み
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

単
元
の
観
点
別
評
価
規
準
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知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

生
き
も
の
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付

け
て
い
る
。
 

飼
育
す
る
生
き
も
の
の
世
話
や
す
み
か
を
考
え
た
り
調
べ

た
り
し
て
，
世
話
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

生
き
も
の
に
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
，
飼
育
し
て
い
る
生
き
も
の
に
親
し
み
を
も

ち
，
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

時
 

数
 

頁
 

小
単
元

 
目
標

 
学
習
活
動

 

1
 

6
2～ 6
3 

な
か
よ
く

 な
ろ
う
ね
 
生
活
科
で
指
導
 

小
さ
な

 と
も
だ
ち
 

（
と
び
ら
）
 

学
校
で
見
つ
け
た
生
き
も
の
た
ち
を
思
い
出
し
，
飼
育
へ

の
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
学
校
で
見
つ
け
た
生
き
も
の
た
ち
を
思
い
出
す
。

 

○
学
校
の
生
き
も
の
の
様
子
や
飼
っ
た
こ
と
が
あ
る
生
き
も
の
に
つ
い
て
話
，
生
き

も
の
に
興
味
を
も
つ
。

 

○
生
き
も
の
に
会
え
る
場
所
を
話
し
合
う
。

 

2
 

6
4～ 6
5 

生
き
も
の
を

 さ
が
そ
う
 
 

校
庭
な
ど
の
生
き
も
の
を
探
し
，
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
，

飼
育
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
校
庭
な
ど
の
生
き
も
の
を
探
し
す
。

 

○
生
き
も
の
と
遊
ぶ
と
き
に
，
気
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
生
き
も
の
の
命
を
感
じ
取
り
優
し
く
接
す
る
。

 

○
学
校
に
い
た
生
き
も
の
に
つ
い
て
話
し
，
触
れ
合
い
を
振
り
返
る
。

 

4
 

6
6～ 6
7 

じ
ぶ
ん
た
ち
で
 
 

そ
だ
て
よ
う
 

生
活
科
で
指
導
 

よ
り
よ
い
世
話
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
生
き
も
の
の
世
話

を
す
る
と
と
も
に
，
生
き
も
の
た
ち
が
自
分
と
同
じ
よ
う

に
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
大
切
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
生
き
も
の
を
飼
育
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
自
分
た
ち
で
育
て
る
覚
悟
を
も

つ
。
 

○
飼
育
し
て
い
る
生
き
も
の
の
す
み
か
や
餌
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
用
意
す
る
。

 

○
生
き
も
の
と
触
れ
合
っ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
表
現
す
る
。

 

○
可
能
な
ら
ば
，
獣
医
師
の
指
導
を
受
け
る
。

 

3
 

6
8～ 6
9 

な
に
を

 か
ん
じ
た
か
な
 

生
活
科
で
指
導
 

生
き
も
の
に
触
れ
合
っ
た
り
，
世
話
を
し
た
り
し
た
こ
と

を
振
り
返
り
，
世
話
で
工
夫
し
た
こ
と
，
感
じ
た
こ
と
，

気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

○
世
話
を
通
し
て
自
分
が
感
じ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
話
し
合
う
。

 

○
生
き
も
の
と
の
関
わ
り
や
，
生
き
も
の
の
様
子
を
自
分
の
考
え
た
方
法
で
表
す
。

 

○
伝
え
る
相
手
や
伝
え
方
を
考
え
，
練
習
を
す
る
。

 

○
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
，
世
話
を
任
せ
て
く
れ
た
人
に
報
告
を
す
る
。

 

■
「
わ
た
し
の
そ
だ
て
た
生
き
も
の
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く
は
し
ご
」
を
使
っ
て

活
動
を
振
り
返
る
。

 

★
家
の
人
に
，
自
分
が
学
校
で
飼
育
し
た
生
き
も
の
を
紹
介
す
る
。
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資 料
 

7
0 

生
き
も
の
の

  

そ
だ
て
か
た

 ず
か
ん
 

す
み
か
や
餌
な
ど
を
，
適
宜
，
参
考
に
す
る
。

 

も し も
 

7
1 

生
き
も
の
の

 こ
と
ば
が
 わ

か
る

 マ
イ
ク
が

 あ
っ

た
ら
。
 

飼
育
を
し
た
経
験
を
も
と
に
，
生
き
も
の
に
心
を
寄
せ
て
，
生
き
も
の
の
意
気
持
ち
を
想
像
す
る
。

 

※
 
国
語
「
し
ら
せ
た
い
こ
と
を
か
こ
う
」
２
ｈ

 

・
文
章
の
書
き
方
は
国
語
の
学
習
で
行
う
。
２
時
間
は
海
洋
学
で
気
づ
い
た
こ
と
や
学
校
で
出
会
っ
た
い
き
も
の
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
、
出
会
っ
た
り
す
る
時
間
と
す
る
。

 

・
評
価
基
準
や
学
習
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
指
導
計
画
を
参
照
。

 

   大
単
元
２
 
 
き
せ
つ
と
い
き
の
も
と
な
か
よ
し
２
～
あ
き
・
ふ
ゆ
の
い
き
も
の
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
！

 
 
１
９
時
間

 

 
生
活
科
「
き
せ
つ
と
な
か
よ
し
 
あ
き
・
ふ
ゆ
」
の
学
習
活
動
か
ら
学
習
を
進
め
る
。
あ
き
の
学
習
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
自
然
物
を
使
っ
た
造
形
活
動
「
か
ざ
っ
て

 
な
に
 
い
れ
よ
う
」
と
関
連

付
け
て
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
後
も
秋
の
自
然
物
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
幼
稚
園
で
学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入
れ
て
学
習
が
進
め
ら
れ
る
と
よ
い
。

 

 

単
元

 

（
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
） 

目
標

 

き
せ
つ
と

 な
か
よ
し

 

あ
き
 

（
主
た
る
内
容
５

,６
 内

容
４

,８
）
 

指
導
時
期
：

10
～

11
月
 

指
導
時
数
：

14
時
間
 

教
科
書
 
：
上
巻
ｐ

.7
2～

9
1 

秋
の
自
然
を
諸
感
覚
を
使
っ
て
観
察
し
た
り
，
自
然
物
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
，
遊
び
の
楽
し
さ
を
身
近
な
人
と
伝
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
秋
の
特
徴

や
，
春
や
夏
と
の
違
い
を
見
付
け
，
そ
れ
ら
を
使
っ
て
遊
ぶ
方
法
を
考
え
た
り
，
遊
び
を
楽
し
く
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
秋
の
自
然
遊
び
の
楽
し
さ

や
，
自
然
の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

単
元
の
観
点
別
評
価
規
準

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

春
や
夏
の
自
然
遊
び
の
楽
し
さ
や
，
自
然
の
面
白
さ
や

不
思
議
さ
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
技

能
や
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
。

 

秋
の
特
徴
や
，
春
や
夏
と
の
違
い
を
見
付
け
，
そ
れ
ら
を

使
っ
て
遊
ぶ
方
法
を
考
え
た
り
，
遊
び
を
楽
し
く
工
夫
し

た
り
し
て
い
る
。
 

自
然
物
を
使
っ
て
遊
ぶ
も
の
を
作
っ
た
り
，
友
達
と
遊
ん
だ
り
，
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え
合
っ
た
り

し
て
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
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時
 

数
 

頁
 

小
単
元

 
目
標

 
学
習
活
動

 

1
 

7
2～ 7
3 

き
せ
つ
と

 な
か
よ
し
 

あ
き
 

(
と
び
ら
) 

秋
の
野
原
や
公
園
の
変
化
に
関
心
を
も
ち
，
秋
に
で
き
る

遊
び
に
つ
い
て
期
待
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

○
生
活
の
中
で
見
つ
け
た
秋
を
発
表
す
る
。

 

○
秋
の
野
原
や
公
園
は
，
夏
と
比
べ
て
，
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
予
想
を
す
る
。

 

○
み
ん
な
で
し
て
み
た
い
秋
の
活
動
を
話
し
合
い
，
活
動
へ
の
見
通
し
を
立
て
る
。

 

2
 

7
4～ 7
5 

あ
き
を
 

見
つ
け
に
 
い
こ
う
 

野
原
や
公
園
で
秋
の
自
然
を
観
察
し
た
り
，
木
の
実
や
落
ち

葉
を
集
め
た
り
，
自
然
を
利
用
し
て
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
を

通
し
て
，
夏
の
頃
と
様
子
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
秋
の
自

然
の
様
子
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
秋
の
野
原
や
公
園
に
行
く
計
画
を
立
て
る
。

 

○
野
原
や
公
園
に
出
か
け
，
春
や
夏
に
虫
を
見
つ
け
た
場
所
で
虫
や
虫
の
す
み
か
を
探
す
。

 

○
秋
の
草
花
や
樹
木
な
ど
を
観
察
し
，
季
節
の
変
化
に
気
付
く
。

 

○
気
付
い
た
こ
と
や
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
絵
や
文
な
ど
で
表
現
す
る
。

 

２
 

4
0～

4
1  

か
ざ
っ
て

 
な
に

 
い
れ
よ
う

 

図
工
の
単
元
か
ら
移
行
 

箱
や
袋
の
形
や
色
，
箱
や
袋
に
入
れ
た
い
も
の
か
ら
つ
く
り

た
い
箱
や
袋
を
考
え
，
い
ろ
い
ろ
な
形
や
色
な
ど
を
捉
え
な

が
ら
，
飾
り
方
を
考
え
，
楽
し
み
な
が
ら
表
し
方
を
工
夫
し

て
表
す
。
 

 

○
何
を
入
れ
た
い
か
，
ど
の
よ
う
な
飾
り
を
付
け
る
と
よ
い
か
考
え
な
が
ら
，
楽
し
い
入
れ
物
を
思

い
浮
か
べ
る
。
 

○
思
い
に
合
う
形
や
色
，
材
料
を
考
え
な
が
ら
，
飾
り
方
を
工
夫
し
て
表
す
。

 

○
友
人
と
作
品
を
見
合
い
，
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
取
る
。

 

1
 

7
6～ 7
9 

草
の

 み
 

木
の

 み
 

ど
ん
ぐ
り
 

お
ち
ば
 

秋
を
探
し
た
り
，
遊
ん
だ
り
し
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，

採
取
し
た
木
の
実
や
落
ち
葉
な
ど
を
友
達
と
見
せ
合
っ
た

り
，
拾
っ
た
と
き
の
思
い
や
気
付
い
た
こ
と
を
絵
や
文
な
ど

で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
秋
の
公
園
や
野
原
で
し
て
き
た
体
験
や
集
め
た
木
の
実
や
木
の
葉
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
合
う
。

 

○
活
動
し
た
こ
と
の
楽
し
さ
や
，
見
つ
け
た
秋
の
こ
と
な
ど
を
，
カ
ー
ド
に
絵
や
文
な
ど
で
表
現
す

る
。
 

○
次
の
時
間
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
か
見
通
し
を
も
つ
。

 

1
 

8
0～ 8
1 

な
に
を

 か
ん
じ
た
か
な
 

秋
と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
振
り
返
り
，
見
つ
け

た
木
の
実
や
木
の
葉
，
楽
し
か
っ
た
活
動
な
ど
に
つ
い
て
友

達
と
紹
介
し
合
っ
た
り
伝
え
合
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
，
更

に
秋
を
楽
し
む
た
め
に
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

〇
前
時
に
カ
ー
ド
に
描
い
た
内
容
に
つ
い
て
，
友
達
に
紹
介
し
た
り
伝
え
合
っ
た
り
す
る
。

 

〇
友
達
と
伝
え
合
い
を
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
感
想
を
発
表
す
る
。

 

〇
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
の
か
を
考
え
る
。

 

〇
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
か
を
発
表
し
，
ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
う
。
話
し
合
っ

た
こ
と
を
も
と
に
，
今
後
何
を
し
て
い
く
か
を
ク
ラ
ス
全
体
で
決
め
る
。

 

■
「
わ
た
し
の
も
っ
と
〇
〇
し
た
い
な
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く
は
し
ご
」
を
使
っ
て
活
動
を
振
り

返
る
。
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1
 

8
2～ 8
3 

た
か
ら
も
の
で
 

あ
そ
ぼ
う
 

集
め
た
木
の
実
や
葉
の
形
や
色
な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
て

ど
ん
な
遊
び
が
で
き
る
か
考
え
た
り
，
簡
単
な
遊
び
を
み
ん

な
で
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

〇
集
め
た
木
の
実
や
葉
に
つ
い
て
，
友
達
と
伝
え
合
う
。

 

〇
集
め
た
木
の
実
や
葉
で
，
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
か
を
考
え
る
。

 

〇
集
め
た
木
の
実
や
葉
の
特
性
を
生
か
し
て
，
簡
単
な
遊
び
を
楽
し
む
。

 

〇
素
材
遊
び
を
し
た
感
想
や
気
付
い
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

 

3
 

8
4～ 8
5 

お
も
ち
ゃ
を
 

つ
く
っ
て
 

あ
そ
ぼ
う
 

木
の
実
や
葉
を
利
用
し
，
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
遊
び
や
遊

び
に
使
う
も
の
を
工
夫
し
て
作
り
，
そ
の
お
も
し
ろ
さ
や
自

然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

○
作
り
た
い
も
の
を
考
え
，
活
動
へ
の
見
通
し
を
も
つ
。

 

○
自
分
が
作
り
た
い
お
も
ち
ゃ
を
工
夫
し
な
が
ら
作
っ
た
り
改
良
し
た
り
し
な
が
ら
遊
ぶ
。

 

○
作
っ
た
も
の
で
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
，
遊
び
方
を
工
夫
し
て
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

 

○
活
動
を
振
り
返
り
，
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
絵
や
文
な
ど
で
表
現
す
る
。

 

資 料
 

8
6 

つ
く
り
か
た
 

秋
の
自
然
物
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
を
，
適
宜
，
参
考
に
す
る
。

 

2
 

8
7 

た
の
し
さ
を
 

つ
た
え
よ
う
 

木
の
葉
や
木
の
実
を
使
っ
て
遊
ん
だ
楽
し
さ
を
身
近
な

人
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
，
す
す
ん
で
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

○
「
あ
き
の
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
」
の
計
画
を
立
て
る
。

 

○
「
あ
き
の
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
」
に
招
待
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
作
っ
た
り
準
備
し
た
り
す

る
。
 

〇
遊
び
方
や
ル
ー
ル
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
り
，
試
し
に
遊
ん
で
み
た
り
し
て
工
夫
す
る
。

 

〇
ポ
ス
タ
ー
や
招
待
状
を
作
っ
て
渡
す
。

 

■
「
よ
う
こ
そ
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
へ
」
を
書
き
，
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
。

 

2
 

8
8～ 8
9 

み
ん
な
で
 

た
の
し
も
う
 

園
児
な
ど
を
「
あ
き
の
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
」
に
招
待
し
て
，

一
緒
に
楽
し
む
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
園
児
を
出
迎
え
，
挨
拶
を
し
た
り
，
「
あ
き
の
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
」
コ
ー
ナ
ー
や
ル
ー
ル
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
り
す
る
。

 

○
「
あ
き
の
た
か
ら
も
の
ラ
ン
ド
」
を
園
児
と
一
緒
に
楽
し
む
。

 

〇
園
児
を
見
送
り
，
片
づ
け
を
す
る
。

 

〇
活
動
を
振
り
返
り
，
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
，
絵
や
文
な
ど
で
表
現
す
る
。

 

■
「
ど
ん
な
あ
そ
び
を
し
た
か
か
こ
う
」
を
書
き
，
活
動
を
振
り
返
る
。

 

1
 

9
0～ 9
1 

な
に
を

 か
ん
じ
た
か
な
 

単
元
全
体
を
振
り
返
り
，
秋
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
充
足

感
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
お
も
ち
ゃ
作
り
で
工
夫
を
し
た
こ

と
や
園
児
と
の
交
流
で
で
き
た
こ
と
を
伝
え
合
う
こ
と
を

通
し
て
，
自
分
の
成
長
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

〇
こ
れ
ま
で
記
入
し
た
カ
ー
ド
や
，
ノ
ー
ト
，
写
真
な
ど
を
見
て
活
動
を
振
り
返
る
。

 

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
，
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
カ
ー
ド
な
ど
に
記
入
す
る
。 

〇
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
，
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
友
達
と
伝
え
合
う
。

 

〇
友
達
と
伝
え
合
い
を
し
て
感
じ
た
こ
と
や
，
気
付
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

 

■
「
わ
た
し
の
見
つ
け
た
あ
き
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く
は
し
ご
」
を
使
っ
て
活
動
を
振
り
返
る
。 

★
家
の
人
に
，
お
も
ち
ゃ
の
工
夫
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
，
一
緒
に
遊
ぶ
。
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単
元

 

（
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
） 

目
標

 

き
せ
つ
と

 な
か
よ
し

 

ふ
ゆ
 

（
主
た
る
内
容
５

,６
 内

容
４

,８
）
 

指
導
時
期
：
１
～
２
月

 

指
導
時
数
：

12
時
間
 

教
科
書
 
：
上
巻
ｐ

.1
04
～

11
7 

冬
の
自
然
を
諸
感
覚
を
使
っ
て
観
察
し
た
り
，
自
然
現
象
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
冬
の
特
徴
や
春
や
夏
，
秋
と
の
違
い
を
見
付
け
，
そ

れ
ら
を
使
っ
て
遊
ぶ
方
法
を
考
え
た
り
，
遊
び
を
楽
し
く
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
冬
の
自
然
遊
び
の
楽
し
さ
や
，
自
然
の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
，

季
節
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
技
能
や
習
慣
を
身
に
付
け
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

単
元
の
観
点
別
評
価
規
準

 

知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

冬
の
自
然
遊
び
の
楽
し
さ
や
，
自
然
の
面
白
さ
や
不
思
議
さ
，

季
節
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
技
能
や

習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
。

 

冬
の
自
然
を
生
か
し
た
遊
び
を
考
え
た
り
，
遊
び
を

楽
し
く
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。
 

冬
の
自
然
を
生
か
し
た
遊
び
を
し
た
り
，
遊
ぶ
も
の
を
つ
く
っ
た
り
し
て
，
遊
び
や
生
活
を
楽
し
く

創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

時
 

数
 

頁
 

小
単
元

 
目
標

 
学
習
活
動

 

1
 

1
0
4

～ 1
0
5 

ふ
ゆ
と
 

と
も
だ
ち
に
 
な
ろ
う
 

（
と
び
ら
）
 

冬
の
野
原
や
公
園
の
様
子
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
か
関
心
を
も
ち
，
冬
に
で
き
る
遊
び
に
つ
い
て
期

待
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
身
近
な
地
域
の
様
子
や
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
で
，
季
節
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
を
発
表
す
る
。

 

○
冬
の
野
原
や
公
園
の
様
子
の
変
化
を
予
想
す
る
。

 

○
冬
の
野
原
や
公
園
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
り
遊
ん
だ
り
し
た
い
か
，
見
通
し
を
も
つ
。

 

2
 

1
0
6

～ 1
0
7 

ふ
ゆ
を
 

見
つ
け
に
 
い
こ
う
 

冬
の
野
原
や
公
園
で
，
冬
の
生
き
も
の
を
探
し
た

り
，
冬
の
自
然
現
象
を
生
か
し
て
楽
し
く
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
冬
の
野
原
や
公
園
に
行
く
計
画
を
立
て
る
。

 

○
冬
の
野
原
や
公
園
に
出
か
け
，
楽
し
く
遊
ん
だ
り
，
出
会
っ
た
人
と
関
わ
っ
た
り
す
る
。

 

○
諸
感
覚
を
使
い
，
秋
の
様
子
と
比
較
し
な
が
ら
植
物
や
生
き
も
の
の
様
子
を
調
べ
た
り
，
氷
や
風

な
ど
に
触
れ
た
り
し
て
楽
し
む
。

 

○
気
付
い
た
こ
と
や
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
絵
や
文
な
ど
で
表
現
す
る
。

 

2
 

1
0
8

～
 

1
0
9 

ふ
ゆ
の

 生
き
も
の
 

生
き
も
の
の
様
子
を
観
察
し
た
り
調
べ
た
り
し
て
，

生
き
も
の
の
冬
の
過
ご
し
方
に
関
心
を
も
て
る
よ
う

に
す
る
。
 

○
植
物
の
様
子
を
観
察
す
る
。

 

○
生
き
も
の
の
様
子
を
観
察
す
る
。
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4
 

1
1
0

～
 

1
1
1 

き
た
か
ぜ
と
 
あ
そ
ぼ
う
 

風
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
た
り
，
昔
か
ら
伝
わ
る

遊
び
を
し
た
り
，
遊
び
に
使
う
も
の
を
作
っ
た
り
し

て
，
み
ん
な
で
冬
の
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

○
風
を
捕
ま
え
た
り
，
風
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
て
，
風
と
遊
ぶ
。

 

○
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
お
も
ち
ゃ
を
作
り
，
楽
し
く
遊
ぶ
。

 

2
 

1
1
2

～ 1
1
3 

ゆ
き
や

 こ
お
り
で
 

あ
そ
ぼ
う
 

雪
や
氷
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
て
，
み
ん
な
で
楽

し
み
，
そ
の
面
白
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
寒
い
日
に
雪
や
氷
を
使
っ
た
遊
び
を
工
夫
し
て
遊
ん
だ
り
，
自
分
で
氷
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し

む
。
 

○
雪
や
氷
を
使
っ
た
遊
び
の
お
も
し
ろ
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
つ
い
て
友
達
に
伝
え
合
う
。

 

●
氷
が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
考
え
た
り
，
日
な
た
と
日
陰
の
違
い
を
比
べ
た
り
す
る
。

 

1
 

1
1
4

～ 1
1
5 

な
に
を
 
か
ん
じ
た
か
な
 

冬
の
特
徴
を
生
か
し
た
遊
び
を
通
し
て
気
付
い
た
こ

と
を
，
カ
ー
ド
な
ど
に
ま
と
め
，
友
達
と
伝
え
合
う

こ
と
を
通
し
て
，
冬
の
特
徴
を
つ
か
み
，
自
然
の
面

白
さ
や
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
自
分
た
ち
の
遊
び
や

生
活
を
よ
り
楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

○
気
付
い
た
こ
と
を
絵
や
文
に
し
て
カ
ー
ド
な
ど
に
書
く
。

 

○
わ
か
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

 

■
「
わ
た
し
の
見
つ
け
た
ふ
ゆ
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く
は
し
ご
」
を
使
っ
て
活
動
を
振
り
返
る
。

 

★
冬
の
野
原
で
し
た
こ
と
を
，
家
の
人
に
伝
え
る
。

 

資 料
 

1
1
6

～ 1
1
7 

の
は
ら
の

 カ
レ
ン
ダ
ー
 

生
き
も
の
の

1
年
間
の
様
子
を
参
考
に
す
る
。

 

※
国
語
「
見
つ
け
た
よ
 
い
き
も
の
の
ひ
み
つ
」
全
９
時
間
の
単
元

 
か
ら
３
時
間
を
海
洋
学
に
移
行

 

 
※
時
数
は
海
洋
学
で
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
向
く
時
間
に
あ
て
、
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
国
語
の
時
間
に
ま
と
め
る
な
ど
す
る
。
ま
た
は
、
こ
の
３
時
間
で
、
調
べ
学
習
に
す
る
な
ど
児
童

の
実
態
に
合
わ
せ
活
用
す
る
。
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Ｒ
２
年

 
資
料

 
 
２
年
生

 
知
床
学

(海
洋
教
育

)の
概
要

 

１
．
２

年
生
の
目
標
 

     ２
．

構
成

と
教
科
と
の
関
連
 

           
 

    

 

     

【
８
月
ご
ろ
 
生
活
科
 
生
き
物
の
こ
と
を
つ
た
え
あ
お
う
】
３
ｈ

 

 
 
 
 
 
 
生
活
科
 
生
き
も
の
を
か
っ
て
み
よ
う
】
３
ｈ

 

 ・
川
や
海
，
郷
土
資
料
館
な
ど
の
見
学

 

（
R
元
年
度
は
，
郷
土
資
料
館
で
コ
ケ
作
り
の
体
験
。）

 

 

【
９
月
こ
ろ
 
国
語
科
 
町
の
「
す
て
き
」
を
つ
た
え
ま
す
】
３
ｈ

 

【
９
・
１
０
月
ご
ろ
 
国
語
科
 
さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
】
３
ｈ

 

 ・
秋
の
川
へ
出
か
け
、
さ
け
の
様
子
を
観
察
す
る
。

 

・
５
月
に
さ
け
の
稚
魚
放
流
を
振
り
返
る
。

 

→
放
流
し
た
さ
け
と
秋
に
川
へ
の
ぼ
っ
て
く
る
さ
け
の
違
い
な
ど
に
気
づ
く
。

 

 【
１
１
月
こ
ろ
 
国
語
科
 
さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
】
５
ｈ

 

・
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
見
学
。（

標
津
町
サ
ー
モ
ン
科
学
館
）

 

 

生
き
も
の
を
育
て
る
活
動
を
通
し
て
，
こ
れ
ま
で
飼
育
し
た
経
験
を
生
か
し
て
，
生
き
も
の
を
大
切
に
育
て
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
た
り
，
飼
い
方
や
育
て
方
な
ど
の
情
報
を
本
や
図

鑑
な
ど
で
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
生
き
も
の
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
成
長
し
，
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
習
慣
や
技
能
を
身
に
付
け
，
生
き
も
の
へ
の
親

し
み
を
も
ち
，
そ
れ
ら
の
生
命
を
大
切
に
感
じ
な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

【
５
月
ご
ろ
 
生
活
科
 
な
に
を
か
ん
じ
た
か
な
】
２
ｈ

 

【
５
月
ご
ろ
 
生
活
科
 
め
ざ
せ
生
き
も
の
は
か
せ
】
１
ｈ

 

【
５
月
ご
ろ
 
生
活
科
 
生
き
も
の
を
つ
か
ま
え
よ
う
】
２
ｈ

 

【
５
月
ご
ろ
 
生
活
科
 
生
き
も
の
を
か
っ
て
み
よ
う
】
３
ｈ

 

・
春
の
校
庭
や
公
園
へ
出
か
け
，
身
の
回
り
で
見
つ
け
た
生
き
物
を
つ
か
ま
え
た
り
，

 

観
察
し
た
り
す
る
活
動
。

 

・
生
き
物
を
見
つ
け
、
飼
育
す
る
活
動
を
通
し
て
、
飼
育
方
法
や
生
き
物
に
つ
い
て

 

調
べ
る
活
動
。

 

・
身
の
回
り
の
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
，「

生
き
物
ク
イ
ズ
」
に
し
て
，

 

 
友
達
と
し
ょ
う
か
い
し
あ
う
。

 

め
ざ
せ
 
ら
う
す
生
き
も
の
は
か
せ

 
２
０
ｈ
 

さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で

 
１
８
ｈ
 

 【
５
月
ご
ろ
 
国
語
科
 
「
か
ん
さ
つ
発
見
カ
ー
ド
を
書
こ
う
】
７
ｈ

 

・
稚
魚
放
流
式
に
参
加
し
，
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
思
い
を
つ
た
え
る
。

 

国
語

:「
生
き
も
の
ク
イ
ズ
を
作
ろ
う
」
６
ｈ
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大
単
元
１
 
め
ざ
せ
 
ら
う
す
生
き
も
の
は
か
せ
」
 
８
時
間

 

 
大
単
元
「
め
ざ
せ
 
ら
う
す
生
き
も
の
は
か
せ
」
で
は
、
生
活
科
を
軸
に
学
習
を
進
め
て
い
く
。
羅
臼
の
自
然
豊
か
な
環
境
に
触
れ
、
身
の
回
り
の
生
き
も
の
に
目
を
向
け
学
習
が
始
ま
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
く
。

 

 
ま
た
、
学
習
の
ゴ
ー
ル
は
国
語
科
「
生
き
も
の
ク
イ
ズ
を
つ
く
ろ
う
」
の
学
習
に
つ
な
げ
、
自
分
た
ち
が
身
の
回
り
の
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
，「

生
き
物
ク
イ
ズ
」
に
し
て
，

 

 
友
達
と
し
ょ
う
か
い
し
あ
う
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

 

単
元

 

（
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
） 

目
標

 

め
ざ
せ
 
生
き
も
の
は
か
せ

 

（
主
た
る
７
 

内
容
８
）
 

 指
導
月
 
：
６
～
７
月

 

配
当
時
数
：

10
時
間
 

教
科
書
 
：
下
巻

p
.4
6～

5
7 

生
き
も
の
を
育
て
る
活
動
を
通
し
て
，
こ
れ
ま
で
飼
育
し
た
経
験
を
生
か
し
て
，
生
き
も
の
を
大
切
に
育
て
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
た

り
，
飼
い
方
や
育
て
方
な
ど
の
情
報
を
本
や
図
鑑
な
ど
で
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
，
生
き
も
の
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
成
長
し
，
生
命
を

も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
習
慣
や
技
能
を
身
に
付
け
，
生
き
も
の
へ
の
親
し
み
を
も
ち
，
そ
れ
ら
の
生
命
を
大
切
に
感
じ

な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

単
元
の
観
点
別
評
価
規
準

 

知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

生
き
も
の
た
ち
も
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
成
長
し
，
生
命
を
も

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
活
上
必
要
な
習
慣
や
技
能
を
身
に

付
け
て
い
る
。

 

生
き
も
の
た
ち
が
す
ん
で
い
た
環
境
か
ら
，
飼
育
環
境
や
世
話
の
仕
方
を

考
え
，
生
き
も
の
の
生
態
や
形
態
を
自
分
な
り
の
表
現
方
法
で
表
現
し
て

い
る
。
 

飼
育
し
て
い
る
生
き
も
の
の
生
息
環
境
や
生
態
・
成
長
の
様
子

な
ど
に
関
心
を
も
っ
て
関
わ
り
，
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

 

時
 

数
 

頁
 

小
単
元

 
目
標

 
学
習
活
動

 

1
 

4
6～ 4
7 

め
ざ
せ
 

生
き
も
の
は
か
せ
 

（
と
び
ら
）
 

自
然
の
中
に
い
る
生
き
も
の
に
つ
い
て
自
分
の
経
験
を
話
し
合
い
，
生
き

も
の
を
飼
う
こ
と
に
対
す
る
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
家
で
飼
っ
て
い
る
生
き
も
の
を
発
表
す
る
。

 

○
こ
れ
ま
で
に
自
然
の
中
で
見
つ
け
た
生
き
も
の
や
，
飼
っ
た

こ
と
の
あ
る
生
き
も
の
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
学
校
の
近
く
の
自
然
の
中
に
ど
ん
な
生
き
も
の
を
見
つ
け
た

こ
と
が
あ
る
か
を
発
表
す
る
。

 

○
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
生
き
も
の
を
見
つ
け
た
い
か
，
ど

ん
な
生
き
も
の
を
飼
い
た
い
か
を
話
し
合
う
。
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2
 

4
8～ 4
9 

生
き
も
の
を
 

つ
か
ま
え
よ
う
 

生
き
も
の
を
探
し
に
行
き
，
生
き
も
の
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
，
自
分

の
飼
い
た
い
生
き
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
生
き
も
の
探
し
に
行
く
場
所
や
準
備
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
安
全
に
気
を
つ
け
て
生
き
も
の
探
し
に
出
か
け
る
。

 

○
友
達
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
生
き
も
の
を
探
し
た
り
，
捕
ま

え
た
り
す
る
。

 

○
捕
ま
え
た
生
き
も
の
を
持
ち
帰
る
。

 

3
 

5
0～ 5
1 

生
き
も
の
を
 

か
っ
て

 み
よ
う
 

生
き
も
の
の
す
み
か
を
作
り
世
話
を
し
て
い
く
こ
と
で
，
そ
の
生
き
も
の

の
形
態
や
生
態
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
，
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
，
生
き
も
の
の
命
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
生
き
も
の
の
す
み
か
や
え
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
飼
い
方
に
つ
い
て
，
生
き
も
の
に
詳
し
い
人
に
聞
い
た
り
，

図
鑑
や
本
を
見
た
り
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
す
る
。

 

○
生
き
も
の
に
合
っ
た
す
み
か
や
餌
を
準
備
す
る
。

 

○
す
み
か
を
整
え
て
育
て
る
。

 

○
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
や
驚
い
た
こ
と
を
カ
ー
ド
に
記
録
す

る
。

 

●
生
き
も
の
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
を
比
較
す
る
。

 

3
 

5
2～ 5
3 

生
き
も
の
の

 こ
と
を
 

つ
た
え
合
お
う
 

自
分
の
飼
っ
て
い
る
生
き
も
の
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
紹
介
し
た
り
，
友

達
の
発
表
も
関
心
を
も
っ
て
聞
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
自
分
の
飼
っ
て
い
る
生
き
も
の
を
紹
介
し
合
う
こ
と
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

 

○
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 

○
ク
イ
ズ
や
発
表
・
新
聞
・
身
体
表
現
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
発
表
す
る
。

 

○
活
動
を
振
り
返
り
，
発
表
会
の
感
想
を
伝
え
た
り
，
生
活
科

ノ
ー
ト
に
記
録
し
た
り
す
る
。

 

1
 

5
4～ 5
5 

何
を

 か
ん
じ
た
か
な
 

生
き
物
の
成
長
の
様
子
や
生
き
物
へ
の
親
し
み
や
愛
着
，
世
話
を
し
て
き

た
自
分
の
よ
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

○
生
き
物
を
育
て
て
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
，
自
分
自
身

の
成
長
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

○
飼
っ
た
後
は
生
き
も
の
を
ど
う
す
る
の
か
を
話
し
合
う
。

 

■
「
わ
た
し
の
そ
だ
て
た
生
き
も
の
」
を
書
き
，
「
ま
ん
ぞ
く

は
し
ご
」
を
使
っ
て
活
動
を
振
り
返
る
。

 

★
発
表
の
た
め
に
作
っ
た
作
品
を
も
と
に
，
生
き
も
の
の
秘
密

に
つ
い
て
家
族
に
教
え
る
。
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資 料
 

5
6～ 5
7 

生
き
も
の
の
 

そ
だ
て
方
図
か
ん
 

生
き
も
の
の
飼
育
環
境
や
餌
を
，
適
宜
，
参
考
に
す
る
。

 

資 料
 

5
8～ 5
9 

夏
を

 楽
し
む
 

く
ふ
う
は

 ど
こ
 

春
の
ま
ち
の
様
子
と
比
較
し
て
，
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
自
然
や
生
活
の
様
子
に
，
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
考
え
た
り
，
自
分
た
ち

の
ま
ち
の
夏
の
行
事
を
思
い
起
こ
し
た
り
す
る
。

 

 ※
 
国
語
「
生
き
も
の
ク
イ
ズ
を
つ
く
ろ
う
」
６
ｈ

 

・
文
章
の
書
き
方
は
国
語
の
学
習
で
行
う
。

 

・
評
価
基
準
や
学
習
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
指
導
計
画
を
参
照
。

 

   大
単
元
２
 
 
「
さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
」
 
１
８
時
間

 

 
国
語
科
「
町
の
す
て
き
を
 
つ
た
え
ま
す
」「

さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
」
の
学
習
活
動
か
ら
進
め
る
。

5
月
ご
ろ
に
行
う
「
さ
け
稚
魚
放
流
式
」
を
導
入
と
し
，「

サ
ー
モ
ン
科
学
館
」
の
見
学
を

学
習
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
関
連
付
け
て
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
後
も
ふ
る
さ
と
給
食
な
ど
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
よ
い
。

 

※
国
語
「
町
の
す
て
き
を
つ
た
え
ま
す
」
全
１
１
時
間
の
単
元
か
ら

3
時
間
，「

さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
」
全
１
２
時
間
の
単
元
か
ら
４
時
間
を
海
洋
学
に
移
行

 

 
 

・
評
価
基
準
や
学
習
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
指
導
計
画
を
参
照
。
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Ｒ
２
年

 
資
料

 
 

3
年
生

 
知
床
学

(海
洋
教
育

)の
概
要

 

１
．
3
年
生
の
目
標
 

    ２
．

構
成

と
教
科
と
の
関
連
 

          
 

    

 

       

5
～

7
月
 
【
発
見
！
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と

 
１
】

 

【
発
見
！
羅
臼
の
自
然
】
６
ｈ

 
 羅
臼
（
知
床
）
の
自
然
に
つ
い
て
調
べ
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
。 

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
を
見
学
す
る
（
知
床
財
団
と
の
連
携
） 

・
ク
マ
学
習
を
行
う

 
・
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
ま
と
め
方
を
知
る

 
・
幼
稚
園
と
の
交
流
学
習

 
 
例
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

 
 

 
 
ク
マ
の
食
べ
物
ク
イ
ズ

 
 

 
 
「
あ
さ
は
ゆ
き
」
の
確
認

 

８
～
９
月
【
発
見
！
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と

 
２
】
８
ｈ

 
 
 
『
発
見
！
羅
臼
の
く
ら
し
』

 
羅
臼
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
着
目
し
、
自
分
た
ち
の
く
ら
し
と
の
か
か
わ
り
を
考
え

る
。

 
・
ふ
る
さ
と
給
食
の
食
材
か
ら
羅
臼
の
漁
業
に
目
を
向
け
る

 
・
水
産
加
工
場
を
見
学
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

 
・
見
学
カ
ー
ド
を
も
と
に
、
報
告
文
を
書
く

 

１
２
月
【
発
見
！
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と

 
２
】
６
ｈ

 
『
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
（
海
洋
教
育
報
告
会
）』

 
 報
告
会
を
通
し
、
羅
臼
の
魅
力
に
つ
い
て
改
め
て
気
づ
い
た
り
、
来
年
度
の
見

通
し
を
も
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 社
会

:わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
と
市

 
 
 
わ
た
し
た
ち
の
市
の
あ
ゆ
み

 

〇
羅
臼
の
魅
力
を
改
め
て
調
べ
る
中
で
、
知
床
の
自
然
と
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
・
技
）。

 

〇
世
界
遺
産
知
床
の
海
や
山
に
つ
い
て
体
験
的
・
探
究
的
活
動
を
通
し
，
学
習
し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
自
分
の
思
い
を
取
り
入
れ
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（

思
・
判
・
表
）

 

〇
羅
臼
で
働
く
人
々
の
仕
事
の
様
子
や
世
界
遺
産
知
床
の
自
然
を
知
り
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
広
め
よ
う
す
る
。（

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）

 

〇
学
ん
だ
こ
と
を
…

 

9
月
【
発
見
！
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と

 
２
】
６
ｈ

 
社
会
「
工
場
で
は
た
ら
く
人
と
仕
事
 
か
ら
移
行
８
ｈ

 
3
年
生
の
社
会
科
で
は
「
働
く
人
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
を
学
習
す
る
。
社
会
科
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
い
く
つ
か
の
社
会

科
見
学
を
こ
の
単
元
の
時
数
で
見
学
へ
行
く
。

 

・
食
品
を
扱
う
仕
事
を
調
べ
よ
う

 

・
魚
介
類
を
採
っ
た
り
育
て
た
り
す
る
仕
事
を
し
ら
べ
よ
う

 

・
加
工
場
の
仕
事
を
調
べ
よ
う
（
マ
ル
ナ
カ
冷
蔵
）

 
・
調
べ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

 

７
月
【
発
見
！
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と
１
】

 

【
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
】
５
ｈ

 

事
前
学
習
：
４
年
生
と
合
同
で
出
前
授
業

 

こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
の
ポ
ス
タ
ー
作
り
 
な
ど

 

実
際
に
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、
コ
ン
ブ
漁
体
験
や
、
様
々

な
体
験
活
動
を
通
し
、
こ
ん
ぶ
漁
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

外
部
講
師
：
ケ
ミ
カ
ル
代
表
 
芦
﨑
さ
ん

 

 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
の
打
ち
合
わ
せ
も
芦
﨑
さ
ん

 

国
語

:取
材
し
て
伝
え
よ
う

 
社
会

:工
場
で
は
た
ら
く
人
と
仕
事

 
な
ど

 

国
語

:取
材
し
て
知
ら
せ
よ
う

 
社
会

:工
場
で
は
た
ら
く
人
と
仕
事

 
な
ど
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３
．「

発
見
！
羅
臼
の
自
然
」（

５
～
７
月
）

 
学
習
活
動
と
評
価
【
６
ｈ
】

 

（
１
）
 単

元
に
つ
い
て

 

・
羅
臼
町
（
知
床
）
の
自
然
に
関
心
を
も
ち
，
知
床
に
棲
息
す
る
動
植
物
な
ど
，
自
然
環
境
に
つ
い
て
知
る
。

 

・
理
科
で
習
得
し
た
観
察
技
法
や
国
語
科
で
学
ん
だ
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
の
伝
え
方
な
ど
の
方
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
，
相
手
意
識
を
も
ち
な
が
ら
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
，
詳
し

く
記
録
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
２
）
 単

元
の
目
標

 

・
羅
臼
町
（
知
床
）
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
，
体
験
的
・
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
，
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
ま
と
め
，
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
抱
い
た
り
，
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
た
り
す
る
気
持
ち
を
育
む
。

 

 （
３
）
 評

価
基
準

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

〇
ク
マ
も
動
物
た
ち
も
人
も
同
じ
環
境
に
暮
ら
し
，
ク
マ
と
出

会
っ
た
と
き
の
対
処
法
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。

 

〇
体
験
的
・
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
，
学
習
し
た
こ
と
や

発
見
し
た
こ
と
を
自
分
の
思
い
を
取
り
入
れ
な
が
ら
，
表

現
し
よ
う
と
す
る
。

 

〇
羅
臼
（
知
床
）
の
自
然
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
思
い
，

そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境
等
に
つ
い
て
知
り
，
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
，
広
め
よ
う
と
す
る
。

 

 （
４
）
 活

動
計
画

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
 

ク
マ
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

 

・
ク
マ
の
え
さ
や
「
あ
さ
は
ゆ
き
」
の
合
言
葉
な
ど
，
対
処
法
を
知
る
。

 

・
知
床
財
団
の
方
と
の
連
携
を
図
り
，
ヒ
グ
マ
に
会
っ
た
時
に
絶
対
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
。

 

【
知
識
・
技
能
】】

ク
マ
の
え
さ
や
対
処
法
に
つ
い
て
，
自
分
の
生
活
と
結
び
つ
け
て
知
ろ
う

と
す
る
。

 

２
～
３

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
を
見
学
し
よ
う

 

・
様
々
な
動
植
物
（
ク
マ
・
外
来
種
な
ど
）
に
つ
い
て
知
る
。

 

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
見
学
を
通
し
て
，
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し
て
」「

そ
う
な
ん
だ
」「

こ

れ
か
ら
は
」
と
い
う
考
え
を
大
切
に
し
，
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

【
知
識
・
技
能
】
発
見
し
た
こ
と
や
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
見
学
カ
ー
ド
に
記
録
し
て
い
る
。 

４
～
５

 
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う

 

・
見
学
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
。

 

・
発
見
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
，
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
，
表
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】
羅
臼
（
知
床
）
の
動
植
物
に
つ
い
て
，
日
常
生
活
と
結
び
つ
け
な

が
ら
考
え
，
表
現
し
て
い
る
。
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６
 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
よ
う

 

・
お
互
い
の
発
表
を
聞
き
あ
う
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
】

 

・
羅
臼
（
知
床
）
の
動
植
物
と
の
関
り
に
つ
い
て
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
，
伝

え
た
り
広
め
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

 

 ４
．「

こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
」
学
習
活
動
と
評
価
【
６
ｈ
】

 

（
１
）
単
元
に
つ
い
て

 

・
羅
臼
町
の
水
産
資
源
と
し
て
，
こ
ん
ぶ
に
関
心
を
も
ち
，
海
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
感
じ
る
。

 

・
町
の
行
事
「
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
，
こ
ん
ぶ
漁
体
験
な
ど
を
通
し
て
こ
ん
ぶ
漁
の
仕
事
に
つ
い
て
知
り
，
羅
臼
の
海
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
。

 

 

（
２
）
 単

元
の
目
標

 

・
羅
臼
町
の
こ
ん
ぶ
に
つ
い
て
，
体
験
的
・
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
，
地
域
の
海
の
豊
か
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
，
環
境
等
の
問
題
も
知
る
こ
と
で
，
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

を
抱
い
た
り
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
た
り
す
る
気
持
ち
を
育
む
。

 

 

（
３
）
 評

価
基
準

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

〇
こ
ん
ぶ
漁
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
の
話
や
，
体
験
を

通
し
て
，
海
と
の
つ
な
が
り
が
自
分
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

〇
こ
ん
ぶ
漁
の
体
験
的
・
探
究
的
な
活
動
を
通
し
て
，
学
習

し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
自
分
の
思
い
を
取
り
入
れ

な
が
ら
，
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

〇
川
や
海
の
環
境
を
守
る
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

か
ら
行
動
し
，
広
め
よ
う
と
す
る
。

 

 

（
４
）
 活

動
計
画

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
 

 

こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

 

・
外
部
講
師
芦
﨑
さ
ん
に
来
校
し
て
頂
き
、
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
の

 

事
前
学
習
を
行
う
。

 

・
外
部
講
師
の
話
を
聞
き
，
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
参
加
に
向
け
て
見
通
し
や
期
待
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
】

 

・
漁
師
の
方
や
実
行
委
員
の
方
の
思
い
な
ど
，
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
た
り
，
伝
え
た
り
広
め
た
り

し
よ
う
と
す
る
。

 

２
 

ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
！

 

・
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
を
紹
介
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
。

 

・
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
，
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

【
知
識
・
技
能
】
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
の
内
容
や
自
分
が
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
に
書
い
て

い
る
。
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３
～
５

 
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
よ
う
！

 

・
実
際
に
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
，
こ
ん
ぶ
漁
体
験
や
ポ
ス
タ
ー

 

配
布
な
ど
，
様
々
な
体
験
活
動
を
行
う
。

 

・
体
験
し
な
が
ら
，「

な
ぜ
」「

ど
う
し
て
」「

そ
う
な
ん
だ
」「

こ
れ
か
ら
は
」
と
い
う
考
え
を
大
切

に
し
，
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

【
知
識
・
技
能
】
体
験
活
動
を
通
し
て
，
こ
ん
ぶ
漁
の
仕
事
方
法
を
理
解
し
，
こ
ん
ぶ
の
生
産
に
向

け
て
工
夫
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

 

６
 

新
聞
を
作
ろ
う
！

 

・
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を

 

新
聞
に
書
い
て
ま
と
め
る
。

 

・
学
習
し
た
こ
と
を
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
，
ま
た
自
分
の
考
え
な
ど
も
入
れ
な
が
ら
書
け

る
よ
う
に
す
る
。

 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
の
体
験
活
動
を
通
し
て
，
発
見
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
，
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
，
表
現
し
て
い
る
。

 

 ５
．「

発
見
 
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と
２
 
発
見
！
羅
臼
の
く
ら
し
①
」【

６
ｈ
】
学
習
活
動
と
評
価

 

社
会
の
単
元
か
ら
移
行

 

大
単
元

２
 

は
た
ら

く
人
と

わ
た

し
た
ち

の
く

ら
し
 

配
当

時
間

 
2
0
時

間
 

 
教

科
書

 
３

 

P
4
2
～

8
9
 

目
 

 
標
 

●
地
域
の
消
費
生
活
と
産
業
の
様
子
に
つ
い
て
，
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
活
動
，
地
図
帳
や
各
種
の
具
体
的
資
料
を
通
し
て
，
必
要
な
情
報
を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る

よ
う
に
す
る
。

 

●
地
域
の
消
費
生
活
と
産
業
の
様
子
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
考
え
る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
考
え
た
こ
と
や
選
択
・
判
断

し
た
こ
と
を
表
現
す
る
力
を
養
う
。

 

●
地
域
の
消
費
生
活
と
産
業
の
様
子
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
学
習
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
学
習
し
た
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
思
考
や
理
解

を
通
し
て
，
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
。
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評
価

規
準
 

大
単

元
名
：
２

 
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
 
【
配
当
１
時

間
】
 

【
態
】
＝
主

体
的
に

学
習
に

取
り
組

む
態
度

，【
知

技
】
＝

知
識
・

技
能

，【
思
判
表
】

＝
思
考

・
判
断

・
表

現
 

（
発
）
＝
発

言
・
発

表
，
（
行
）

=行
動
観
察

，（
ノ

）
＝
ノ

ー
ト
・

作
品

，（
テ
）

=テ
ス

ト
 

 目
 

 
標
 

     

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
販
売
の
仕
事
は
，
消
費
者
の
多
様
な
願
い
を
踏
ま
え
売
り
上
げ
を
高
め

る
よ
う
，
工
夫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
生
産
の
仕
事
は
，
地
域
の
人
々
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
見
学
・
調
査
し
た
り
地
図
な
ど
の
資
料
で
調
べ
た
り
し
て
，
白
地
図
な

ど
に
ま
と
め
て
い
る
。

 

・
消
費
者
の
願
い
，
販
売
の
仕
方
，
他
地
域
や
外
国
と
の
関
わ
り
な
ど

に
着
目
し
て
，
販
売
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
の
様
子
を
捉
え
，

そ
れ
ら
の
仕
事
に
見
ら
れ
る
工
夫
を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
。

 

・
仕
事
の
種
類
や
産
地
の
分
布
，
仕
事
の
工
程
な
ど
に
着
目
し
て
，
生

産
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
の
様
子
を
捉
え
，
地
域
の
人
々
の
生

活
と
の
関
連
を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
。

 

・
地
域
に
見
ら
れ
る
販
売
や
生
産
の
仕
事
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
問

題
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

小
単
元

２
 

〈
せ
ん

た
く
〉

工
場

で
は
た

ら
く

人
と
仕

事
 

配
当

時
間

 
8
時

間
 

教
科

書
 
３

 

P
6
4
～

7
7
 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
生
産
の
仕
事
の
種
類
や
工
場
が
あ
る
場
所
の
分
布
，

仕
事
の
工
程
な
ど
に
つ
い
て
見
学
・
調
査
し
た
り
地
図

な
ど
で
調
べ
た
り
し
て
，
必
要
な
情
報
を
集
め
，
読
み

取
り
，
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
の
様
子
を

理
解
し
て
い
る
。

 

・
調
べ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
，
生
産
の
仕
事
は
，

地
域
の
人
々
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
生
産
の
仕
事
の
種
類
や
工
場
が
あ
る
場
所
の
分
布
，
仕
事
の
工
程
な
ど
に
着
目
し

て
，
問
い
を
見
い
だ
し
，
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
の
様
子
に
つ
い
て
考

え
表
現
し
て
い
る
。

 

・
生
産
の
仕
事
の
種
類
や
工
場
が
あ
る
場
所
の
分
布
，
仕
事
の
工
程
な
ど
と
地
い
き

の
く
ら
し
を
比
較
・
関
連
付
け
た
り
，
わ
か
っ
た
こ
と
を
総
合
す
る
な
ど
し
て
地
域

の
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
考
え
た
り
，
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
社
会
へ
の
関
わ

り
方
を
選
択
・
判
断
し
た
り
し
て
，
適
切
に
表
現
し
て
い
る
。

 

・
地
域
に
見
ら
れ
る
生
産
の
仕
事
に
つ
い
て
，
予
想
や
学
習
計
画
を
立
て
た

り
，
見
直
し
た
り
し
て
，
主
体
的
に
学
習
問
題
を
追
究
し
，
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
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 ６
．「

発
見
 
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と
２
」【

８
ｈ
】
学
習
活
動
と
評
価

 

 3
年
生
の
社
会
科
で
は
「
働
く
人
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
を
学
習
す
る
。
教
科
書
で
は
横
浜
市
で
の
学
習
を
モ
デ
ル
に
展
開
さ
れ
る
が
、
学
び
方
ひ
と
通
り
学
習
す
る
と
実
際
に
羅
臼
の
町

に
出
て
学
習
す
る
に
は
時
数
的
な
制
約
が
あ
る
。
そ
こ
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
こ
れ
を
設
定
し
、
教
科
で
学
習
し
た
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
関
す
る
様
々
な
事
象
に
対

し
て
主
体
的
か
か
わ
り
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

 

 学
習
の
流
れ
の
例

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
 

 

ふ
る
さ
と
給
食
の
食
材
か
ら
羅
臼
の
漁
業
に
目
を
向
け
よ
う

 
・「

工
場
で
働
く
人
と
仕
事
」
で
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
，
ふ
る
さ
と
給
食
の
食
材
は
，
ど
こ
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
る
の
か
，
ど
ん
な
魚
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
調
べ
る
活
動
。

 

２
 

加
工
場
の
仕
事
を
調
べ
よ
う

 
・
教
科
書
の
「
農
業
の
仕
事
」
を
モ
デ
ル
に
羅
臼
町
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
様
子
を
調
べ
る
活
動

 

・
種
苗
栽
培
の
施
設
を
見
学
し
、
育
て
る
仕
事
が
あ
る
事
を
理
解
す
る
。

 

・
国
語
｢イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
｣と

の
関
連

 

３
～
５

 
水
産
加
工
場
を
見
学
し
，
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ
う

 
・
販
売
先
に
着
目
し
、
羅
臼
と
他
地
域
と
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
調
べ
る
。

 

６
 

調
べ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

 
・
新
聞
を
作
っ
て
伝
え
よ
う

 

・
国
語
｢町

の
行
事
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
｣と

の
関
連

 

(1
)「

ふ
る
さ
と
給
食
」
の
食
材
か
ら
生
産
に
関
わ
る
仕
事
を
調
べ
る
活
動
を
展
開
す
る
。
教
科
書
の
調
べ
方
を
も
と
に
｢
魚
や
貝
な
ど
を
採
っ
た
り
育
て
た
り
す
る
仕
事
｣を

調
べ
、
地
元
の
漁
業

の
漁
業
に
携
わ
る
人
々
の
様
子
や
思
い
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

 

(2
) 
校
区
に
た
く
さ
ん
あ
る
加
工
場
に
着
目
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
や
教
科
書
の
シ
ウ
マ
イ
工
場
の
様
子
と
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
流
通
か
ら
羅
臼
と
他
地
域
の
つ
な
が
り
に
も
着
目
し
て
調
べ
る
。 

 
(3
～

5
)加

工
場
の
見
学
に
行
き
，
羅
臼
町
で
と
れ
た
魚
が
ど
の
よ
う
に
し
て
売
ら
れ
て
い
く
の
か
理
解
を
深
め
る
。

 

 
(６

)学
習
し
て
き
た
中
で
、
印
象
に
残
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
発
表
す
る
。
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｢加

工
場
の
仕
事
を
調
べ
よ
う
｣ 

活
動
の
評
価
規
準

 

※
「
工
場
で
働
く
人
と
仕
事
」

を
も
と
に
加
工
場
を
調
べ
る
。
ふ
る
さ
と
給
食
を
入
り
口
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
見
学
も
あ
る
の

で
そ
れ
ら
と
の
関
連
を
持
た
せ
る
。

 

 
 
 
 
（
発
）
＝
発
言
・
発
表

，（
行
）
＝
行
動
観
察

，（
ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品

，（
テ
）
＝
テ
ス
ト
 

ペ
ー
ジ
 

本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/
評
価
方
法

 

ふ
る

さ
と

給
食

の

あ
の
食
材

 

P
7
0～

7
1 

【
配
時

1】
 

ふ
る
さ
と
給
食
の
食
材
や

製
品
か
ら
気
づ
い
た
こ
と

を
も
と
に
，
加
工
品
づ
く

り
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ

と
や

調
べ

方
を

話
し

合

い
，
工
場
見
学
の
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

○
自
分
た
ち
の
町
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
加
工
品
に
興
味
を
も

ち
，
加
工
場
の
仕
事
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
調
べ
方
や
調
べ

る
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
，
工
場
見
学
の
計
画
を
立
て
る
。
 

◆
自
分
た
ち
の
町
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
を
知
り
，
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

か
調
べ
る
方
法
と
し
て
工
場
見
学
に
行
く
こ
と
。

 

①
自
分
た
ち
の
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
を
観
察
し

て
，
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

 

②
工
場
見
学
に
向
け
て
，
調
べ
て
く
る
こ
と
や
調
べ
方
を

考
え
る
。
 

③
給
食
セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
、
工
場
見
学
の

計
画
を
立
て
，
学
習
問
題
を
つ
く
る
。

 

【
関
】
羅
臼
で
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
に
興
味
・

関
心
を
も
ち
，
そ
れ
に
つ
い
て
意
欲
的
に
調
べ
よ
う

と
し
て
い
る
。（

行
）

 

【
思
】
工
場
の
仕
事
に
は
，
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ

る
の
か
と
い
う
学
習
問
題
を
考
え
，
表
現
し
て
い

る
。（

発
）（

ノ
）

 

加
工

場
を

た
ず

ね

て
 

P
7
2～

7
3 

【
配
時

3】
 

加
工
場
を
見
学
し
て
，
中

の
様
子
や
加
工
品
作
り
の

工
程
，
働
く
人
の
役
割
に

つ
い
て
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
生
産
工
程
の
様
子
を
，
観
察
し
た
り
聞
き
取
っ
た
り
す
る
。
 

◆
加
工
場
で
は
で
は
，
い
ろ
い
ろ
な
機
械
を
使
っ
た
り
，
働
く

人
が
工
夫
を
し
た
り
し
な
が
ら
１
日
に
た
く
さ
ん
の
し
ゅ
う

ま
い
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
。

 

①
前
時
に
決
め
た
｢
調
べ
て
く
る
こ
と
｣
を
も
と
に
，
工
場

で
は
加
工
品
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
る
か
，
見
学
し

て
調
べ
る
。
 

②
観
察
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
，
工
場
で
働
く

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
調
べ
る
。
 

③
加
工
品
づ
く
り
の
作
業
工
程
を
確
か
め
る
。

 

【
技
】
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
た
観
点
に
も
と
づ
い

て
見
学
し
た
り
，
話
を
聞
き
取
っ
た
り
し
て
い
る
。

（
行
）（

ノ
）

 

工
場

見
学

か
ら

も

ど
っ
て

 

P
7
4～

7
5 

【
配
時

1】
 

工
場
を
見
学
し
た
時
に
メ

モ
し
た
内
容
を
ノ
ー
ト
に

ま
と
め
，
わ
か
っ
た
こ
と
，

さ
ら
に
調
べ
た
い
こ
と
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

○
工
場
を
見
学
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
し
，
そ
こ
で
わ
か

っ
た
こ
と
を
も
と
に
も
っ
と
調
べ
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
。

 

◆
実
際
に
見
学
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
と
も
に
，

そ
こ
か
ら
出
さ
れ
た
新
た
な
疑
問
や
，
実
際
に
は
見
学
で
き
な

か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
疑
問
を
も
て
る
こ
と
。

 

①
見
学
し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
わ
か
っ
た
こ
と
を
，
見
学

メ
モ
を
も
と
に
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
。

 

②
カ
ー
ド
に
書
い
た
こ
と
を
黒
板
に
ま
と
め
な
が
ら
，
わ

か
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

 

③
話
し
合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
，
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
，
さ
ら
に
調
べ
て
み
た
い
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

 

【
技
】
見
学
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
観
点
に
沿
っ
て
出

し
合
い
，
そ
れ
ら
を
分
類
し
た
り
，
比
較
し
た
り
、

関
連
づ
け
た
り
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
。
（
行
）

（
ノ
）
 

原
料

は
ど

こ
か

ら
，

製
品

は
ど

こ

へ
 

P
8
0～

8
1 

【
配
時

2】
 

加
工
品
の
原
料
が
運
ば
れ

て
く
る
地
域
や
，
製
品
の

配
送
先
や
配
送
方
法
を
調

べ
て
，
自
分
た
ち
の
市
と

国
内
外
の
他
地
域
と
の
つ

な
が
り
や
工
場
の
立
地
の

工
夫
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
加
工
品
の
原
料
が
運
ば
れ
て
く
る
地
域
や
製
品
の
配
送
先
，

輸
送
の
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
調
べ
，
気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と

め
る
。
 

◆
加
工
品
の
原
料
が
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
運
ば

れ
て
き
た
り
，
早
く
届
け
る
工
夫
を
し
な
が
ら
製
品
が
国
内
の

各
地
に
配
送
さ
れ
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
。

 

①
加
工
品
の
原
料
は
，
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
の
か
調

べ
，
地
図
に
表
す
。
 

②
製
品
は
ど
こ
へ
，
ど
の
よ
う
に
し
て
運
ば
れ
て
い
る
の

か
，
工
場
の
人
の
話
や
地
図
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
調
べ

る
。
 

③
加
工
品
づ
く
り
と
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
，
出
荷
の

際
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

【
技
】
加
工
品
の
原
料
が
運
ば
れ
て
く
る
地
域
や
配

送
先
，
工
場
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
地
図
や
資
料
か

ら
読
み
取
っ
た
り
，
地
図
に
表
し
た
り
し
て
い
る
。

（
発
）（

ノ
）
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地
い

き
と

と
も

に

歩
む
も
の
づ
く
り

 

P
8
2～

8
3 

【
配
時

1】
 

工
場
で
の
環
境
へ
の
配
慮

や
，
加
工
品
づ
く
り
の
歴

史
を
調
べ
る
こ
と
で
，
も

の
づ
く
り
の
工
夫
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

○
加
工
品
づ
く
り
は
，
ど
の
よ
う
に
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
の

か
工
場
の
人
の
話
か
ら
調
べ
，
工
場
と
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
話
し
合
い
，
加
工
品
づ
く
り
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

 

◆
工
場
の
人
た
ち
は
，
環
境
へ
の
配
慮
や
ま
ち
の
歴
史
を
大
切

に
し
て
，
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
。
 

①
工
場
に
お
け
る
環
境
や
資
源
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
調
べ

る
。
 

②
加
工
品
づ
く
り
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
，
地
域
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

③
「
ま
と
め
る
」
を
参
考
に
，
調
べ
て
き
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
 

【
思
】
加
工
品
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

を
，
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
ま
と
め
て
い
る
。（

ノ
）

（
テ
）
 

〈
深
め
る
〉
 

ち
ら

し
を

つ
く

っ

て
，

仕
事

の
く

ふ

う
を

伝
え

よ
う

P
8
4～

8
5 

【
配
時

1】
 

販
売
と
生
産
の
仕
事
を
調

べ
て
き
て
わ
か
っ
た
こ
と

や
，
考
え
た
こ
と
な
ど
を

も
と
に
，
仕
事
の
工
夫
を

伝
え
る
ち
ら
し
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

○
販
売
と
生
産
の
仕
事
に
つ
い
て
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と
を

振
り
返
り
な
が
ら
，
そ
れ
ら
を
総
合
さ
せ
た
ち
ら
し
に
ま
と
め

る
。
 

◆
販
売
と
生
産
の
仕
事
の
工
夫
を
他
者
に
対
し
て
伝
え
る
た

め
に
，
見
出
し
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
話
し
合
い
な
が
ら
考

え
，
ち
ら
し
を
作
成
す
る
こ
と
。

 

①
商
店
や
工
場
（
農
家
）
の
仕
事
の
学
習
を
振
り
返
り
，
そ

れ
ら
を
宣
伝
す
る
ち
ら
し
を
つ
く
る
に
は
，
ど
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
を
話
し
合
う
。

 

②
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
工
夫
や
，
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
，

自
分
の
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
表
現
す
る
。

 

③
ま
と
め
た
ち
ら
し
を
も
と
に
発
表
し
，
感
想
を
話
し
合

う
。
 

【
思
】
店
や
工
場
，
農
家
の
仕
事
は
自
分
た
ち
と
か

か
わ
り
が
あ
り
，
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

る
こ
と
を
考
え
，
ち
ら
し
や
ノ
ー
ト
に
表
現
し
て
い

る
。（

ノ
）

 

   小
単

元
名
：

２
 
工

場
で

は
た

ら
く

人
と

仕
事

 
【

配
当

８
時
間

】
 

※
「
工
場
で
は
た
ら
く
人
と
仕

事
」
ま
た
は
「
農
家
の
仕
事
」
を
選
択
し
て
学
習

 

【
態
】
＝
主

体
的
に

学
習
に

取
り
組

む
態
度

，【
知

技
】
＝

知
識
・

技
能

，【
思
判
表
】

＝
思
考

・
判
断

・
表

現
 

（
発
）
＝
発

言
・
発

表
，
（
行
）

=行
動
観
察

，（
ノ

）
＝
ノ

ー
ト
・

作
品

，（
テ
）

=テ
ス

ト
 

ペ
ー
ジ
 

本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/
評
価
方
法

 

ま
ち

で
人

気
の

し
ゅ
う
ま
い

 

p
.
64
～

65
 

【
配
時

1】
 

地
元
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
し
ゅ
う

ま
い
に
関
心
を
抱
き
，
し
ゅ
う
ま

い
の
製
造
や
消
費
に
つ
い
て
疑
問

を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
自
分
た
ち
の
市
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
し
ゅ
う
ま
い
に
関

心
（
興
味
）
を
も
ち
，
販
売
店
の
店
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
り
，
疑
問
点
を
質
問
し
た
り
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
自
分
た
ち
の
市
の
名
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
工
場
で
つ

く
ら
れ
た
り
，
多
く
の
人
に
消
費
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ

と
。

 
 
 
 
 
 

①
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
弁
当
と
し
ゅ
う
ま
い
販
売
店

の
弁
当
を
比
べ
る
。
 

②
し
ゅ
う
ま
い
販
売
店
の
店
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
，
わ

か
っ
た
こ
と
を
カ
ー
ド
に
書
く
。
 

③
自
分
た
ち
の
市
で
し
ゅ
う
ま
い
が
ど
れ
く
ら
い
消
費
さ

れ
て
い
る
か
調
べ
，
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

 

【
知
技

】
市
の
名
物
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
製
造
す

る
工
場
と
は
ど
の
よ
う
な
所
か
を
考
え
，
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
質
問
し
て
い
る
。（

行
）（

発
）

 

159



学
習
問
題
を
つ

く
り
，
学
習
の

見
通
し
を
立
て

よ
う
 

p
.
66
～

67
 

【
配
時

1】
 

   

市
内
の
工
場
分
布
に
着
目
し
，
し

ゅ
う
ま
い
工
場
の
位
置
や
店
員

の
話
を
も
と
に
学
習
問
題
を
つ

く
り
，
学
習
の
見
通
し
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

     

○
市
内
の
主
な
工
場
の
分
布
を
調
べ
，
学
習
問
題
を
つ
く

り
，
工
場
の
仕
事
を
調
べ
る
学
習
の
見
通
し
を
立
て
る
。
 

◆
市
内
の
主
な
工
場
分
布
を
も
と
に
学
習
問
題
を
つ
く

り
，
そ
れ
に
つ
い
て
予
想
し
な
が
ら
学
習
計
画
を
考
え
る

こ
と
。

 

     

①
市
内
の
主
な
工
場
の
分
布
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

②
工
場
の
位
置
や
店
員
の
話
を
も
と
に
，
学
習
問
題
を

つ
く
る
。
 

③
学
習
問
題
に
つ
い
て
予
想
し
，
学
習
の
見
通
し
を
立

て
る
。
 

    

【
思
判
表
】
市
内
の
主
な
工
場
の
分
布
を
読
み
取

り
，
し
ゅ
う
ま
い
工
場
に
関
わ
る
疑
問
か
ら
学
習

問
題
を
つ
く
り
，
表
現
し
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）
 

【
態
】
工
場
を
調
べ
る
学
習
問
題
に
つ
い
て
予
想

し
，
学
習
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。（

発
）（

ノ
） 

      

工
場

を
た

ず
ね

て
 

p
.
68
～

69
 

【
配
時

2】
 

 

し
ゅ
う
ま
い
工
場
を
見
学
し
て
，

し
ゅ
う
ま
い
づ
く
り
の
工
程
や
働

く
人
の
仕
事
に
つ
い
て
，
捉
え
る
。 

 

○
工
場
を
見
学
し
て
，
し
ゅ
う
ま
い
の
製
造
工
程
を
調

べ
，
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◆
工
場
で
は
機
械
に
よ
る
流
れ
作
業
に
よ
っ
て
，
多
く
の

し
ゅ
う
ま
い
を
製
造
し
て
い
る
こ
と
。

 

①
工
場
を
見
学
し
，
し
ゅ
う
ま
い
の
製
造
工
程
を
観
察
す

る
。
 

②
工
場
の
人
の
説
明
を
聞
き
，
メ
モ
を
取
る
。

 

③
し
ゅ
う
ま
い
の
製
造
工
程
や
作
業
に
つ
い
て
た
し
か
め

る
。
 

【
知
技

】
し
ゅ
う
ま
い
の
製
造
工
程
や
，
そ
こ
で

働
く
人
の
仕
事
を
理
解
し
て
い
る
。（

行
）（

ノ
）

 

 

は
た

ら
く

人
が

気
を

つ
け

て
い

る
こ
と
 

p
.
70
～

71
 

【
配
時

1】
 

工
場
の
設
備
や
働
く
人
た
ち
の
服

装
に
着
目
し
，
衛
生
や
安
全
の
大

切
さ
を
捉
え
る
。
 

○
工
場
の
設
備
や
働
く
人
た
ち
の
服
装
な
ど
を
調
べ
，
工

場
で
働
く
人
た
ち
は
，
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
な
が
ら

し
ゅ
う
ま
い
を
つ
く
っ
て
い
る
か
話
し
合
う
。

 

◆
工
場
で
働
く
人
た
ち
は
，
特
に
衛
生
と
安
全
に
気
を
つ

け
て
し
ゅ
う
ま
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

 

①
工
場
の
施
設
や
働
く
人
の
服
装
に
つ
い
て
，
気
づ
い
た

こ
と
を
発
表
し
合
う
。
 

②
工
場
で
働
く
人
が
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
調
べ
る
。

 

③
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と
や
，
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。 

【
知
技

】
工
場
内
の
設
備
や
働
く
人
の
服
装
を
も

と
に
，
安
全
や
衛
生
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
る
。（

ノ
）

 

工
場

で
は

た
ら

く
人
た
ち
 

p
.
72
～

73
 

【
配
時

1】
 

 

工
場
の
製
造
以
外
の
部
門
で
働
く

人
に
着
目
し
，
互
い
に
協
力
し
て

い
る
こ
と
を
捉
え
る
。
 

 

○
し
ゅ
う
ま
い
製
造
以
外
の
仕
事
や
，
仕
事
別
の
労
働
時

間
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
，
工
場
内
に
お
け
る
分
業
と
協
力

に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
工
場
で
は
し
ゅ
う
ま
い
製
造
以
外
に
も
関
係
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
，
仕
事
に
よ
っ
て
働
く
時
間
を
ず
ら

す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
。

 

①
工
場
に
は
，
製
造
の
他
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
の

か
調
べ
る
。
 

②
工
場
で
働
く
人
の
協
力
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

③
工
場
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
話
し
合
う
。 

【
知
技

】
工
場
に
は
，
し
ゅ
う
ま
い
製
造
の
他
に

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
す
る
人
が
お
り
，
互
い
に
協

力
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
。（

ノ
）

 

 

製
品

は
ど

こ

へ
，

原
料

は
ど

こ
か
ら
 

p
.
74
～

75
 

【
配
時

1】
 

 

製
品
と
そ
の
原
料
に
着
目
し
，
製

品
の
配
送
先
や
原
料
の
産
地
の
広

が
り
を
捉
え
，
国
内
外
の
他
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
捉
え
る
。
 

○
し
ゅ
う
ま
い
の
配
送
先
や
原
料
の
産
地
，
輸
送
の
た
め

の
工
夫
に
つ
い
て
調
べ
，
話
し
合
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
は
高
速
道
路
な
ど
を
利
用
し

て
配
送
さ
れ
た
り
，
し
ゅ
う
ま
い
の
原
料
が
国
内
外
の
さ

ま
ざ
な
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
り
す
る
こ
と
。

 

①
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
は
，
ど
こ
へ
運
ば
る
の
か
調

べ
，
発
表
す
る
。
 

②
製
品
の
原
料
は
，
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
の
か
調
べ
，

発
表
す
る
。
 

③
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
，
他
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
話
し
合
う
。
 

【
知
技

】
し
ゅ
う
ま
い
の
配
送
先
や
原
料
の
産
地

に
つ
い
て
調
べ
，
分
布
図
や
資
料
な
ど
を
も
と
に

読
み
取
っ
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）
 

学
習

問
題
 

 
工
場
の
仕
事

に
は
ど
の
よ

う
な

く
ふ

う
が

あ
り

，
わ

た
し

た
ち

の
く

ら
し
と
 

ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ

る
の

だ
ろ

う
。
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〈
ま
と
め
る
〉

 

地
い

き
と

と
も

に
歩

む
も

の
づ

く
り
 

p
.
76
～

77
 

【
配
時

1】
 

学
習

内
容

と
学

び
方

を
ふ

り
返

り
，
工
場
の
仕
事
と
地
域
の
関
わ

り
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
し
，
ノ
ー

ト
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

○
工
場
の
ご
み
を
少
な
く
す
る
工
夫
や
，
し
ゅ
う
ま
い
づ

く
り
が
始
ま
っ
た
経
緯
を
調
べ
，
工
場
と
地
域
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
話
し
合
い
，
学
習
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆
工
場
の
人
た
ち
は
，
環
境
へ
の
配
慮
や
ま
ち
の
歴
史
を

大
切
に
し
て
，
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
。

 

 

①
工
場
の
ご
み
を
少
な
く
す
る
工
夫
や
，
し
ゅ
う
ま
い
づ

く
り
が
始
ま
っ
た
経
緯
を
調
べ
，
わ
か
っ
た
こ
と
を
発
表

す
る
。
 

②
工
場
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
発
表
す
る
。 

③
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
，
工
場
と
地
域
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

 

【
思
判

表
】
工
場
の
仕
事
と
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
ノ
ー
ト
に
表
現

し
て
い
る
。（

ノ
）

 

【
態
】
学
習
問
題
に
も
と
づ
い
て
生
産
の
仕
事
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
の
学
び
方
を
ふ

り
返
っ
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）

 

●
地
域
の
産
業
の
様
子
を
，
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
活
動
，
地
図
帳
な
ど
の
資
料
を
通
し
て
，
必
要
な
情
報
を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 

●
地
域
の
産
業
の
特
色
や
意
味
，
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
考
え
る
力
や
，
考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
力
を
養
う
。

 

●
学
習
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
た
め
に
，
地
域
の
産
業
の
様
子
に
つ
い
て
意
欲
的
に
調
べ
，
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
に
つ
い
て
粘
り
強
く
考
え
た
り
，
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
表
現
し
よ
う
し
た
り
す
る
主

体
的
な
学
習
態
度
を
養
う
。

 

 

７
．「

発
見

 
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と
２
 
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」【

３
ｈ
】
学
習
活
動
と
評
価

 

（
１
）
単
元
に
つ
い
て

 

・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
報
告
会
に
参
加
し
，
羅
臼
町
の
魅
力
に
つ
い
て
改
め
て
気
づ
く
。

 

・
来
年
度
，
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
場
で
自
分
た
ち
が
羅
臼
の
魅
力
に
つ
い
て
発
表
す
る
た
め
の
見
通
し
を
も
つ
機
会
と
す
る
。

 

 

（
２
）
 単

元
の
目
標

 

・
羅
臼
町
に
つ
い
て
の
現
状
を
知
り
，
地
域
の
自
然
の
豊
か
さ
や
課
題
を
探
究
し
た
り
，
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
，
羅
臼
町
の
環
境
を
守
る
た
め
に
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
む
。

 

 

（
３
）
 評

価
基
準
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（
３
）
 評

価
基
準

 

 

（
４
）
 活

動
計
画

 

 
 

る
た
め
の
見
通
し
を
も
つ
機
会
と
す
る
。

 

 

（
５
）
 
単
元
の
目
標

 

       

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

〇
羅
臼
町
の
自
然
や
環
境
及
び
海
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
を
通
し
て
，
そ
れ
ら
の
環
境
が
人
間
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
，
次
年
度
，
そ
の
探
究
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
。

 

〇
羅
臼
町
の
自
然
や
環
境
と
日
常
生
活
と
の
関
連
性
を
探
究

し
た
り
，
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り

し
な
が
ら
表
現
す
る
。

 

〇
羅
臼
町
の
自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
，
広
め
よ
う
と
す
る
。

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
～
３

 
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会
に
行
こ
う
！

 

・
羅
臼
町
の
自
然
や
環
境
と
日
常
生
活
と
の
関
連
性
を
探
究
し
た
り
，
守
る
た

め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
し
，
来
年
度
の
見
通
し
を
も
つ
。

 

・
羅
臼
町
の
自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

 

【
知
識
・
技
能
】

 

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
発
表
を
通
し
て
，
自
分
た
ち
の
住
む
町
に
は
，
豊
か
な
自
然
や
の
よ
さ
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。

 

８
．「

発
見

 
羅
臼
の
良
い
と
こ
す
ご
い
こ
と
２
 
２
年
生
に
伝
え
よ
う
」【

４
ｈ
】
学
習
活
動
と
評
価

 

（
１
）
単
元
に
つ
い
て

 

・
一
年
間
の
総
合
的
な
学
習
の
学
び
か
ら
、
２
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
決
定
し
，
発
信
す
る
。

 

 

（
２
）
 単

元
の
目
標

 

・
一
年
間
で
学
習
し
た
こ
と
を
ま
と
め
，
自
分
の
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
，
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

 

（
３
）
 評

価
基
準

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
～
２

 
伝
え
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
！

 

・
学
習
し
た
こ
と
か
ら
、
２
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
決
定
し
，
わ
か
り
や
す

く
伝
え
ら
れ
る
内
容
を
考
え
た
り
見
直
し
た
り
す
る
。

 

・
招
待
状
を
作
る
。

 

・「
魚
」「

仕
事
」「

人
々
の
思
い
」
な
ど
，
様
々
な
視
点
に
気
づ
け
る
よ
う
に
す
る
。

 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】

 

身
近
な
海
や
海
に
関
わ
っ
て
働
く
人
々
，
生
活
す
る
人
々
に
つ
い
て
考
え
，
表
現
し
て

い
る
。

 

３
～
４

 
発
表
会
を
し
よ
う
！

 

・
２
年
生
に
伝
え
よ
う
！

 

 

【
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
】

 

一
年
間
を
通
し
て
学
び
深
め
た
こ
と
を
ま
と
め
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
，

広
め
よ
う
と
す
る
。
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R
２
資
料

 
 

4
年
生

 
知
床
学
（
海
洋
教
育
）
の
概
要

 

１
．
4
年
生
の
目
標

 
総

括
 

 
羅
臼
の
海
産
物
や
知
床
の
自
然
の
魅
力
に
つ
い
て
体
験
的
・
探
究
的
活
動
を
通
し
て
，
地
域
の
自
然
の
豊
か
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
，
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
抱
い
た
り
、
羅
臼
の

魅
力
を
発
信
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
む
。

 

    ２
．

構
成

と
教
科
と
の
関
連
 

        
 

            

【
１
２
月
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会
（
海
洋
教
育
成
果
発
表
会
）

 】
３
ｈ

 
 
総
合
の
学
習
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
、
発
表
会
す
る
。

 
関
連
教
科

 
総
合

 
・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
・
ロ
ー
マ
字
の
読
み
書
き
と
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方

 
・
ネ
ッ
ト
使
用
・
写
真
撮
影
時
の
注
意
（

H
P
「
ネ
ッ
ト
社
会
の
歩
き
方
」）

 

【
５
～
１
２
月

 羅
臼
の
い
い
と
こ
再
発
見
！
】
２
２

h
 

自
分
た
ち
の
経
験
や
，
羅
臼
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
々
と
の
出
会
い
を
通
し
て
，
自
ら
課
題
を
設
定
し
，
深
め
て
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
決
め
る
。
課
題
設
定
後
は
，
調
査
，
分
析
，
解
決
，
発
表
の
流
れ
で
，
学
習
の
ま

と
め
を
お
こ
な
う
。
自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
き
ち
ん
と
知
り
，
地
域
の
一
員
と
し
て
の
気
づ
き
を
促
し
た
い
。

 
 ・
外
部
講
師
に
よ
る
出
前
授
業

 
【

H
28

実
績
：
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
長
谷
川
さ
ん
，
ケ
ミ
ク
ル
代
表
芦
崎
さ
ん
，
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
後
藤
さ
ん
，
英
嶺
山
登
山
道
開
拓
に
携
わ
っ
た
宮
腰
さ
ん
，
ら
う
す
凪
代
表
遠
嶋
さ
ん
】

 
【

H
29

実
績
：
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
長
谷
川
さ
ん
，
ケ
ミ
ク
ル
代
表
芦
崎
さ
ん
，
英
嶺
山
登
山
道
開
拓
に
携
わ
っ
た
宮
腰
さ
ん
，
ら
う
す
リ
ン
ク
ル
代
表
後
藤
さ
ん
，
酪
農
家
稗
田
さ
ん
】

 
・「

し
れ
と
こ
羅
臼
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
」
事
業
へ
の
参
加

 
・
観
光
船
乗
船
（
３
月
）

 
（
１
時
間
程
度
，
冬
の
海
や
流
氷
，
冬
の
動
物
な
ど
を
観
察
す
る
）

 
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会
で
の
発
表
（
１
２
月
）

 
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

 

〇
羅
臼
の
魅
力
を
改
め
て
調
べ
る
中
で
、
知
床
の
自
然
と
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
・
技
）。

 

〇
世
界
遺
産
知
床
の
海
や
山
に
つ
い
て
体
験
的
・
探
究
的
活
動
を
通
し
，
学
習
し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
自
分
の
思
い
を
取
り
入
れ
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（

思
・
判
・
表
）

 

〇
羅
臼
で
働
く
人
々
の
仕
事
の
様
子
や
世
界
遺
産
知
床
の
自
然
を
知
り
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
広
め
よ
う
と
す
る
。
（
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）

 

〇
学
ん
だ
こ
と
を
…

 

国
語
：「

メ
モ
の
取
り
方
を
く
ふ
う
し
聞
こ
う
」

 
 
 
を
意
識
し
て
取
材
す
る
。

 
国
語
：「

写
真
を
も
と
に
話
そ
う
」

 
 
 
 
 
 
 
 
を
意
識
し
て
プ
レ
ゼ
ン
を
つ
く
る
。

 
社
会
：「

健
康
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
」

 
な
ど

 

【
８
月
 
浄
水
場
・
ゴ
ミ
処
理
場
見
学

 】
４
ｈ

 
羅
臼
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、
ご
み
や
汚
水
を
ど
の
よ
う

に
し
て
き
れ
い
に
し
て
い
る
の
か
学
ぶ
。

 
 社
会
「
健
康
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
」
か
ら

 

【
７
月
 
こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
参
加
 

 】
３
ｈ

 
羅
臼
の
名
産
で
あ
る
昆
布
の
魅
力
や
漁
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 
 【

１
０
月

 
こ
ん
ぶ
学
習
 

 】
２
ｈ

 
羅
臼
の
名
産
で
あ
る
昆
布
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
き
、
羅
臼
昆
布
の
魅
力
に
つ

い
て
学
ぶ
。

 
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、（

下
記
参
照
）

 

【
１
１
月
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
訪
問
 

 】
３
ｈ

 
羅
臼
の
自
然
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
、
羅
臼
の
魅
力
に
つ
い

て
取
材
す
る
。

 
 

【
２
月
海
上
保
安
庁
巡
視
船
見
学
 

 】
３
ｈ

 
羅
臼
の
海
で

,私
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
働
く
海
上
保
安
の

仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 
社
会
「
自
然
災
害
に
そ
な
え
る
く
ら
し
」

 
社
会
３
年
「
地
い
き
の
安
全
を
守
る
」

 
 

【
３
月
 
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
見
学
 

 】
３
ｈ

 
海
の
上
か
ら
見
る
羅
臼
の
魅
力
を
体
験
し
す
る
。

 
出
前
授
業
や
外
部
講
師
に
つ
い
て
は
、（

下
記
参
照
）
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大
単
元
「
羅
臼
の
い
い
と
こ
再
発
見
！
」（

２
２
ｈ
）

 

(1
) 
単
元
に
つ
い
て

 

 
・
羅
臼
の
名
産
で
あ
る
昆
布
の
魅
力
や
漁
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

 
・
羅
臼
の
自
然
を
守
る
た
め
に
，
ご
み
や
汚
水
を
ど
の
よ
う
に
し
て
き
れ
い
に
し
て
い
る
の
か
学
ぶ
。

 

 
・
羅
臼
の
名
産
で
あ
る
昆
布
に
つ
い
て
，
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
き
，
羅
臼
昆
布
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

 
・
羅
臼
の
自
然
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
，
羅
臼
の
魅
力
に
つ
い
て
取
材
す
る
。

 

 
・
羅
臼
の
海
で
，
私
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
働
く
海
上
保
安
の
仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

 
・
海
の
上
か
ら
見
る
羅
臼
の
魅
力
を
体
験
す
る
。

 

 

  
・
自
分
た
ち
の
経
験
や
，
羅
臼
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
々
と
の
出
会
い
を
通
し
て
，
自
ら
課
題
を
設
定
し
，
深
め
て
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
決
め
る
。

 

 
・
課
題
設
定
後
，
調
査
，
分
析
，
解
決
，
発
表
の
流
れ
で
，
学
習
の
ま
と
め
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
・
自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
き
ち
ん
と
知
り
，
地
域
の
一
員
と
し
て
の
気
づ
き
を
促
す
。

 

 (2
)活

動
の
目
標

 

・
資
料
か
ら
羅
臼
町
の
観
光
な
ど
に
関
す
る
課
題
を
見
つ
け
，
自
ら
設
定
し
，
深
め
て
調
べ
た
い
テ
ー
マ
を
決
め
る
。

 

・
「

調
査
」
「
ま
と
め
」
「
報
告
」
の
仕
方
を
学
び
，

そ
の
能
力
を
養
う
。
 

 
・
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
，
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で
発
表
す
る
。

 

・
羅

臼
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
そ
の
良
さ
に
気
づ
く

こ
と
で
，
郷
土
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
，
地
域
の
一
員
と
し
て
，
地
域
活
性
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。

 

 (3
)活

動
の
評
価
基
準

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現
力

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

・
羅
臼
の
魅
力
を
改
め
て
調
べ
る
中
で
，
知
床
の
自
然
と
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 

・
世
界
遺
産
知
床
の
海
や
山
に
つ
い
て
体
験
的
・
探
究

的
活
動
を
通
し
，
学
習
し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と

を
自
分
の
思
い
を
取
り
入
れ
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
羅
臼
で
働
く
人
々
の
仕
事
の
様
子
や
世
界
遺
産
知
床
の
自

然
を
知
り
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
広
め
よ

う
と
す
る
。
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
を
通
し
て
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活
動
計
画

 

 
児
童
の
活
動

 
活
動
内
容

 

１
次

 

課
題
設
定

 

⑨
 

羅
臼
の
良
さ
を
調
べ
よ
う
③

 

・
活
動
の
計
画
を
立
て
活
動
の
見
通
し
を
持
つ
。

 

・
観
光
客
の
入
り
込
み
数
の
グ
ラ
フ
か
ら
誰
に
何
を
聞
き
た
い
か
を
考
え
る

 

・
町
民
の
考
え
る
羅
数
の
良
さ
や
観
光
客
が
見
る
羅
臼
の
魅
力
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り
，

分
析
し
，
く
わ
し
く
調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る
流
れ
を
確
認
す
る
。

 

・
観
光
客
の
入
り
込
み
数

(年
推
移
と
月
推
移

)の
グ
ラ
フ
の
用
意

 

【
思
・
判
・
表
】
観
光
客
入
り
込
み
数
の
グ
ラ
フ
か
ら
観
光
客
の
実
情
を
と
ら
え
，
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
を
考
え
て
い
る
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
え
よ
う
③

 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
摺
り
合
わ
せ
，
ど
こ
で
実
施
す
る
か
を
決
め
る
。

 

・
実
施
の
仕
方
と
約
束
を
確
認
し
，
聞
き
取
り
の
計
画
と
練
習
を
す
る
。

 

・
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
に
い
く
。

 

【
知
・
技
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
や
協
力
し
て
聞
き
取
り
を
進
め
る
こ
と
を
理
解
し
，
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方
を
練
習
し
て
い
る
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
に
行
こ
う
③

 

・
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
守
る
。

 

・
は
き
は
き
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 

・
観
光
客
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

【
知
・
技
】
場
面
や
相
手
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
遣
い
や
話
し
方
が
で
き
る
。

 

 

2
次

 

課
題
分
析

 

④
 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
課
題
を
見
つ
け
よ
う
④

 

・
観
光
客
の
求
め
る
情
報
を
く
わ
し
く
調
べ
伝
え
た
い
。
 

・
町
民
の
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
を
く
わ
し
く
調
べ
て
観
光
客
に
伝
え
た
い
 

・
環
境
を
守
る
た
め
に
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
 
…
な
ど

 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
は
担
任
が
行
っ
て
も
い
い
。
 

【
学
・
人
】
情
報
の
分
析
の
仕
方
が
分
か
り
，
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
伝
え
た
い
羅
臼

の
魅
力
に
つ
い
て
調
べ
る
テ
ー
マ
を
考
え
て
い
る
。
 

3
次

 

課
題
解
決

 

⑨
 

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
に
向
け
て
準
備
し
よ
う
⑨

 

・
デ
ジ
カ
メ
，
パ
ワ
ポ

 

・
グ
ル
ー
プ
分
け
，
調
べ
方
，
ま
と
め
方

 

・
発
表
の
仕
方

 

・
個
人
の
目
標
も
持
っ
て
本
番
へ

 

・
国
語
 学

習
指
導
要
領
の
「
話
す
聞
く
」
に
則
し
て
話
し
合
い
や
発
表
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

・
国
語
「
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
発
表
し
よ
う
」「

分
担
し
て
図
鑑
を
作
ろ
う
」「

よ
り
良
い

話
し
合
い
の
仕
方
」
等
を
生
か
す
。
 

【
学
・
人
】
課
題
把
握
の
た
め
に
積
極
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
，
集
め
た
情
報
を
話

し
合
っ
て
分
析
し
，
決
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
友
達
と
協
力
し
て
調
べ
て
い

る
。

 

【
学
・
人
】
友
達
と
協
力
し
て
羅
臼
の
よ
さ
を
ま
と
め
発
信
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

 

【
知
・
技
】
場
面
や
相
手
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
遣
い
や
話
し
方
が
で
き
る
。
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こ
ん
ぶ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
よ
う
③

 

・
昆
布
の
魅
力
や
漁
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

・
昆
布
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
，
学
ん
だ
こ
と
を
メ
モ
す
る
。
 

【
知
・
技
】
昆
布
の
魅
力
や
漁
の
仕
方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
ん
ぶ
の
こ
と
を
学
ぼ
う
②

 

・
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
昆
布
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

・
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
話
か
ら
羅
臼
昆
布
の
魅
力
を
知
る
。
 

【
知
・
技
】
昆
布
の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
こ
う
③

 

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
羅
臼
の
自
然
の
こ
と
に
つ
い
て
取
材
す
る
。

 

・
羅
臼
の
自
然
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
取
材
す
る
。
 

【
知
・
技
】
場
面
や
相
手
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
遣
い
や
話
し
方
が
で
き
る
。

 

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
を
見
学
し
よ
う
③

 

・
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
に
乗
船
し
て
冬
の
海
や
流
氷
，
冬
の
動
物
な
ど
を
観
察
す
る
。

 

・
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
に
乗
船
し
て
冬
の
海
や
流
氷
，
冬
の
動
物
な
ど
を
観
察
す
る
。

 

【
知
・
技
】
羅
臼
の
冬
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
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社
会

科
の
単

元
か
ら

移
行

 

大
単

元
名
：

5
 

健
康

な
く
ら

し
と

ま
ち

づ
く

り
 

小
単
元

2
 

水
は
ど

こ
か
ら

 
配

当
時

間
 

1
1
時

間
 

（
４

時
間
）

 

教
科

書
 

3・
4
下

 

P
6
0
～

7
3
 

 目
 

 
標
 

 ●
水
を
供
給
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
，
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
活
動
，
地
図
帳
や
各
種
の
具
体
的
資
料
を
通
し
て
，
必
要
な
情
報
を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 

●
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
仕
組
み
や
人
々
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
，
そ
れ
ら
が
果
た
す
役
割
を
考
え
，
水
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
選
択
・
判
断
す
る
力
，
考
え
た
こ
と
や
選
択
・
判
断
し
た
こ
と

を
表
現
す
る
力
を
養
う
。
 

●
水
の
供
給
や
使
い
方
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
学
習
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
学
習
し
た
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
思
考
や
理
解
を
通
し
て
，
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と

愛
情
，
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
。
 

評
価

規
準
 

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
水
道
を
供
給
す
る
事
業
は
，
安
全
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
，
地
域
の
人
々
の
健
康
な
生
活
の
維
持
と
向
上
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
水
道
を
供
給
す
る
事
業
に
つ
い
て
，
関
連
施
設
や
事
業
所
を
見
学
し
た
り
，
地

図
や
関
係
機
関
が
作
成
し
た
資
料
な
ど
で
調
べ
た
り
し
て
，
県
の
白
地
図
や
図

表
な
ど
に
ま
と
め
て
い
る
。

 

・
水
道
の
供
給
の
仕
組
み
や
経
路
，
県
内
外
の
人
々
の
協
力
な
ど
に

着
目
し
て
，
飲
料
水
の
供
給
の
た
め
の
事
業
の
様
子
を
捉
え
，
そ

れ
ら
の
事
業
が
果
た
す
役
割
を
考
え
，
表
現
し
て
い
る
。

 

・
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
水
を
大
切
な
資
源
と
し
て
捉
え
，
節

水
な
ど
に
向
け
て
，
自
分
た
ち
が
協
力
で
き
る
こ
と
な
ど
を
考
え

た
り
選
択
・
判
断
し
た
り
す
る
な
ど
，
資
源
の
有
効
利
用
に
関
心

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

・
水
道
を
供
給
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
，
予
想
や
学
習
計
画
を
立
て

た
り
，
見
直
し
た
り
し
て
，
主
体
的
に
学
習
問
題
を
追
究
し
，
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

小
単

元
名
：

2
 

水
は

ど
こ
か

ら
 

【
配

当
 

４
時

間
】
 

【
態
】
＝
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

，【
知
技
】
＝
知
識
・
技
能

，【
思
判
表
】
＝
思
考
・
判
断
・
表
現

 

（
発
）
＝
発
言
・
発
表

，（
行
）
＝
行
動
観
察

，（
ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品

，（
テ
）
＝
テ
ス
ト
 

ペ
ー

ジ
 

本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/
評
価
方
法

 

浄
水

場
を

見
学

し
て
調
べ
よ
う

 

P
6
4～

6
5 

【
配
時

4】
 

浄
水
場
を
見
学
し
て
，
そ
の

仕
組

み
や

そ
こ

で
働

く
人

の
仕
事
を
調
べ
，
浄
水
場
の

役
割

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

○
浄
水
場
の
様
子
や
仕
組
み
に
つ
い
て
，
浄
水
場
で
働
く
人
か
ら
話
を
聞

い
た
り
，
図
解
を
見
た
り
し
て
調
べ
る
。

 

◆
浄
水
場
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
，
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
が
安
定
的

に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

①
浄
水
場
の
様
子
や
仕
組
み
を
調
べ
る
。

 

②
浄
水
場
で
働
く
人
の
仕
事
を
調
べ
る
。

 

③
浄
水
場
の
役
割
を
ま
と
め
る
。

 

【
知
技

】
浄
水
場
の
仕
組
み
や
そ
こ
で
働
く
人
の
仕
事

の
工
夫
を
捉
え
，
浄
水
場
の
役
割
を
理
解
し
て
い
る
。

（
発
）（

ノ
）
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(1
)小

単
元
名
：
「
海
上
保
安
庁
の
仕
事
を
調
べ
よ
う
」（

配
当
時
間
：
３
ｈ
）

 

(2
)単

元
に
つ
い
て

 

 
 

 
・
社
会
科
で
学
習
す
る
警
察
や
消
防
の
仕
事
を
調
べ
る
活
動
を
生
か
し
て
調
べ
，
国
語
の
学
習
に
生
か
す
活
動
。

 

・
漁
業
の
町
，
世
界
自
然
遺
産
の
町
羅
臼
町
な
ら
で
は
の
海
上
保
安
庁
の
仕
事
を
調
べ
た
り
，
入
山
者
を
遭
難
か
ら
守
る
仕
事
を
調
べ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
地
域
へ
の
理
解
を
深

め
る
取
組
。

 

・
国
語
「
課
題
に
沿
っ
て
報
告
文
を
書
こ
う
」
に
つ
な
げ
る
。

 

(3
)単

元
の
目
標

 
 

・
観
光
客
な
ど
の
入
山
者
を
遭
難
か
ら
守
る
仕
組
み
や
，
海
上
で
の
事
件
や
事
故
に
備
え
る
組
織
と
し
て
の
海
上
保
安
庁
の
仕
事
の
様
子
が
分
か
り
，
羅
臼
の
漁
業
や
観
光
と
関
連
づ
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

課
題
設
定
能
力

 
情
報
収
集
･分

析
能
力

 
思
考
・
判
断
・
表
現
 

知
識
・
理
解
 

・
海
上
保
安
庁
の
仕
事
に
関
心
を
持
ち
，
意
欲

的
に
調
べ
，
羅
臼
町
の
漁
業
を
関
連
づ
け

な
が
ら
調
べ
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

 

・
入
山
者
の
遭
難
か
ら
守
る
仕
組
み
に
関
心

を
持
ち
，
意
欲
的
に
調
べ
，
観
光
産
業
と
関

連
づ
け
な
が
ら
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

・
資
料
か
ら
海
上
や
山
で
も
事
件
や
事
故

が
あ
る
こ
と
を
知
り
，
そ
の
実
情
を
的

確
に
捉
え
て
い
る
。
 

・
海
や
山
で
の
事
件
や
事
故
へ
の
備
え
や

対
応
を
羅
臼
町
の
漁
業
や
観
光
産
業
と

を
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

各
機
関
や
組
織
，
施
設
や
設
備
の
意
味
や

役
割
が
わ
か
り
，
海
や
山
で
の
事
件
や
事

故
へ
備
え
る
の
に
関
係
機
関
が
協
力
・
連

携
し
な
が
ら
海
や
山
で
の
安
全
を
守
っ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

単
元
名
「
安
全
な
海
や
山
で
の
活
動
を
守
る
」

 

関
連

 
児
童
の
活
動

 
教
師
の
関
わ
り

 

1
次

 

社
会

 

①
②

 

「
安
全
な
暮
ら
し
と
町
づ
く
り
」
警
察
や
消
防
の
仕
事
に
つ
い
て
調
べ
る
活
動

 

・
事
件
・
事
故
の
な
い
町
を
め
ざ
し
て

 

・
災
害
か
ら
町
を
守
る
た
め
に

 

 

2
次

 

総
合

 

③
 

海
や
山
で
の
事
件
，
事
故
は
誰
が
守
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
①

 

・
ど
ん
な
事
件
や
事
故
が
あ
る
か
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
調
べ
，
そ
れ
ら
に
対
応
す
る

機
関
や
仕
組
み
の
へ
関
心
を
高
め
る
。

 

・
海
で
の
事
件
や
事
故
の
件
数
な
ど
の
資
料
に
着
目
し
実
情
を
と
ら
え
る
。

 

・
事
故
や
事
故
が
起
き
た
と
き
の
対
応
と
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
調

べ
る
計
画
を
立
て
る

 

・
新
聞
記
事
な
ど
の
用
意
。
知
っ
て
い
る
こ
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
学
習
へ
の
関
心
を

高
め
る
。

 

・
海
で
の
事
件
や
事
故
の
件
数
な
ど
の
資
料
。

 

【
思
・
判
・
表
】
警
察
や
消
防
以
外
で
も
安
全
を
守
る
機
関
や
組
織
が
あ
る
こ
と
を
知
り
，

羅
臼
町
の
漁
業
や
観
光
産
業
と
関
連
づ
け
て
調
べ
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

 

事
件
や
事
故
の
な
い
海
を
め
ざ
し
て
②

 

・
羅
臼
で
の
海
の
事
件
や
事
故
の
あ
ら
ま
し
を
聞
き
，
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

・
海
上
保
安
庁
へ
の
取
材

 

・
消
防
，
環
境
省
，
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
，
中
心
に
な
る
機
関
を
取
材
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か
を
調
べ
る
。

 

・
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 

・
で
き
る
だ
け

1
日
で
回
れ
る
よ
う
に
計
画
す
る
。

 

【
知
・
技
】
各
機
関
や
組
織
，
施
設
や
設
備
の
意
味
や
役
割
が
わ
か
り
，
海
や
山
で
の

事
件
や
事
故
へ
備
え
る
の
に
関
係
機
関
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
海
や
山
で

の
安
全
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

事
件
や
事
故
の
な
い
山
を
め
ざ
し
て
②

 

・
山
で
の
事
件
や
事
故
の
あ
ら
ま
し
を
聞
き
，
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
を
調

べ
る
。

 

・
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

学
習
課
題
を
解
決
し
よ
う
①

 

・
社
会
科
で
の
学
習
を
生
か
し
て
ノ
ー
ト
を
整
理
す
る
。

 

・
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

 

・
友
達
や
他
の
人
の
話
を
聞
く
。

 

・
漁
業
や
観
光
産
業
と
の
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
る
。

 

・
国
語
「
課
題
沿
っ
て
報
告
文
を
書
こ
う
」
に
つ
な
げ
る
工
夫
。

 

メ
モ
を
読
み
合
い
。

 

【
思
・
判
・
表
】
海
や
山
で
の
事
件
や
事
故
へ
の
備
え
や
対
応
を
羅
臼
町
の
漁
業
や
観

光
産
業
と
関
連
づ
け
て
考
え
て
い
る
。

 

3
次

 

国
語

 

④
 

報
告
文
を
書
こ
う

 

・
調
べ
た
こ
と
を
書
き
表
す
活
動
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７
．
｢ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会
（
海
洋
教
育
成
果
発
表
会
）
｣学

習
活
動
と
評
価
 

(1
)単

元
に
つ
い
て

 

・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で
発
表
す
る
。
 

・
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
，
次
の
学
年
に
紹
介
す
る
こ
と
で
，
自
身
の
成
長
を
自
覚
し
た
り
，
次
の
学
年
が
見
通
し
を
持
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

・
国
語
「
筋
道
を
立
て
て
紹
介
し
よ
う
」
｢調

べ
た
こ
と
を
報
告
し
よ
う
｣「

話
し
合
っ
て
み
ん
な
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
」
と
の
関
連
を
持
た
せ
る
。
 

(2
)単

元
の
目
標

 
 

・
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
，
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で
発
表
す
る
。

 

・
学
習
し
て
き
た
こ
と
の
発
表
の
仕
方
が
分
か
り
，
今
後
の
学
習
に
生
か
す
。

 

(3
)評

価
規
準

 

知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現
力
等
 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
 

・
次
の
学
年
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
発
表
を
す
る
こ
と
を
理
解

し
，
み
ん
な
で
協
力
し
て
発
表
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

・
学
習
を
振
り
返
り
自
分
自
身
の
成
長
に
気
づ
き
，
次
の
学
年

へ
の
展
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
計
画
に
も
と
づ
い
て
準
備
を
進
め
，
よ
り
よ
り
発
表
に
す

る
た
め
に
友
達
同
士
で
工
夫
し
た
り
，
ア
ド
バ
イ
ス
し
あ

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
聞
き
や
す
い
，
分
か
り
や
す
い
発
表
に
す
る
た
め
の
技
能

を
身
に
つ
け
る
。
 

・
質
問
に
対
す
る
受
け
答
え
が
で
き
る
。
 

(4
)活

動
計
画

 

    
 

発
表
・
展
望

 

③
 

発
表
し
よ
う
③

 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
，
発
表
を
す
る
。

 

・
国
語
 学

習
指
導
要
領
の
「
話
す
聞
く
」
に
則
し
て
指
導
す
る
 

【
学
・
人
】
羅
臼
の
よ
さ
に
気
づ
き
，
地
域
の
一
員
と
し
て
，
地
域
活
性
に
関
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
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【
９
月

 
社
会

 
水
産
業
の
さ
か
ん
な
地
域
】

５
h

 
社
会
よ
り
５
ｈ
移
行

 
 

ふ
る
さ
と
探
検
隊
よ
り
２
ｈ
移
行

 
日
本
の
水
産
業
に
つ
い
て
学
び
、
羅
臼
の
水
産

が
雍
と
比
べ
な
が
ら
調
べ
る
。

 
・
羅
臼
の
せ
り
見
学

 
・
ホ
タ
テ
・
昆
布
の
養
殖
業
の
見
学
 
な
ど

 

【
８
月

 
ふ
る
さ
と
探
検
隊
】
１
０

h
 

 
羅
臼
の
自
慢
で
き
る
こ
と
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を

「
町
じ
ま
ん
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
す
る
。
ポ
ス
タ
ー
に

書
く
活
動
は
国
語
の
学
習
で
行
う
。

 
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
役
場
へ
電
話
し
聞
く
な
ど

し
て
調
べ
る
。

 

【
７
月

 
国
語
「
町
じ
ま
ん
」
を
す
い
せ
ん
し
よ
う
】

１
h

 
国
語
よ
り
１
ｈ

 
移
行

 
 
羅
臼
町
の
自
慢
で
き
る
こ
と
を
４
年
生
で
学
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
考
え
、
話
し
合
う
。

 
・
羅
臼
の
自
慢
を
話
し
合
う
。

 
 【

8
月

 
国
語
：
白
神
山
地
か
ら
の
提
言
】
２

h
 

国
語
よ
り
２
ｈ
移
行

 
 
白
神
山
地
の
提
言
を
読
み
、
白
神
山
地
と
同
じ
世

界
遺
産
で
あ
る
知
床
の
自
然
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
た
文
章
を
書
く
。

 
・
調
べ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
に
ま
と
め

る
。

 

【
１
０
月
 
さ
け
学
習

 
】
４
ｈ

 
さ
け
フ
レ
ー
ク
づ
く
り
や
サ
ケ
漁
の
様
子
な
ど

を
学
び
、
羅
臼
の
漁
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
。

 
・
サ
ケ
の
さ
ば
き
方
を
実
際
に
見
た
り
、
さ
け
フ

レ
ー
ク
づ
く
り
を
体
験
し
て
り
す
る
。

 
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

 
※
羅
臼
漁
協
と
の
連
携

 
  

【
１
２
月
 
社
会
 
森
林
と
と
も
に
生
き
る
】
４

h
 

【
 
１
月
 
社
会
 
環
境
と
と
も
に
生
き
る
】
２
ｈ

 
  
羅
臼
の
豊
か
な
水
産
資
源
は
知
床
の
山
々
が
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
山
の
自
然
と
海
の
自
然
の
繋

が
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
。

 
・
社
会
の
学
習
を
通
し
山
と
海
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

理
解
す
る
。

 
・
北
九
州
市
の
取
り
組
み
を
知
り
、
羅
臼
の
自
然
を
守

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
。

 
 

R
２
資
料

 
 

5
年
生

 
知
床
学
（
海
洋
教
育
）
の
概
要

 

１
．
5
年
生
の
目
標
（

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
や
能
力
）

 

    ２
．

構
成
と
教
科
と
の
関
連
 

                      

〇
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
，
未
来
の
羅
臼
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
す
る
た
め
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。【

知
・
技
】

 

〇
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
物
に
ま
と
め
，
相
手
に
分
か
り
や
す
く
発
表
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
思
・
判
・
表
】

 

〇
自
分
が
羅
臼
町
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
，
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。【

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】

 

 

道
徳
：
自
然
愛
護

 

羅
臼
を
よ
い
よ
く

す
る
た
め
に
～
意
見
文

 
１
３
ｈ
 

羅
臼
の
水
産
業
を
学
ぼ
う
！
 
１
１
ｈ
 

羅
臼
の
自
然
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か

 
６
ｈ
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大
単
元
：
羅
臼
の
水
産
業
を
学
ぼ
う
！

 

【
社
会
】
水
産
業
の
さ
か
ん
な
地
域
 
【
配
当
５
時
間
】
 
【
総
合
よ
り
６
時
間
】

 

※
「
水
産
業
の
さ
か
ん
な
地
域
」
か
，

P
1

0
2
～

1
0

7
の
各
内
容
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
学
習

 

【
態
】
＝
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
，【

知
技
】
＝
知
識
・
技
能
，【

思
判
表
】
＝
思
考
・
判
断
・
表
現

 

（
発
）
＝
発
言
・
発
表
，（

行
）
＝
行
動
観
察
，（

ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品
，（

テ
）
＝
テ
ス
ト

 

  

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
水
産
物
の
種
類
や
分
布
，
生
産
の
工
程
，
人
々
の
協
力
関
係
，
技
術
の

向
上
，
輸
送
，
価
格
や
費
用
，
生
産
量
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
，
地
図
帳

や
統
計
な
ど
で
調
べ
て
，
必
要
な
情
報
を
集
め
，
読
み
取
り
，
水
産
業
の

概
要
や
水
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
工
夫
や
努
力
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
調
べ
た
こ
と
を
文
や
表
な
ど
に
ま
と
め
，
水
産
業
は
自
然
条
件
を
生
か

し
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
，
水
産
業
に
関
わ
る
人
々
は
生
産
性
や
品

質
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
た
り
輸
送
方
法
や
販
売
方
法
を
工
夫
し
た
り

し
て
，
良
質
な
食
料
を
消
費
地
に
届
け
る
な
ど
，
食
料
生
産
を
支
え
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
水
産
物
の
種
類
や
分
布
，
生
産
の
工
程
，
人
々
の
協
力
関
係
，
技

術
の
向
上
，
輸
送
，
価
格
や
費
用
，
生
産
量
の
変
化
な
ど
に
着
目

し
て
，
問
い
を
見
い
だ
し
，
水
産
業
の
概
要
や
水
産
業
に
関
わ
る

人
々
の
工
夫
や
努
力
に
つ
い
て
考
え
表
現
し
て
い
る
。

 

・
水
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
様
々
な
工
夫
や
努
力
を
総
合
し
て
，
そ

れ
ら
の
人
々
の
働
き
を
考
え
た
り
，
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
こ

れ
か
ら
の
水
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
て
，
適
切
に
表

現
し
て
い
る
。

 

 

・
我
が
国
の
水
産
業
に
つ
い
て
，
予
想

や
学
習
計
画
を
立
て
た
り
，
見
直
し

た
り
し
て
，
主
体
的
に
学
習
問
題
を

追
究
し
，
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

 

・
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
こ
れ
か
ら

の
水
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

 

 

  ペ
ー
ジ

 
本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/評
価
方
法

 

鹿
児
島
県
・
長
島

の
ぶ
り
養
殖

 

P
9

0
～

9
1
 

【
配
時
１
】

 

鹿
児
島
県
長
島
町
の
，
自

然
条
件
を
生
か
し
た
ぶ
り

養
殖
の
様
子
に
着
目
し

て
，
品
質
や
安
全
性
の
高

い
魚
を
安
定
し
て
出
荷
す

る
た
め
の
工
夫
や
努
力
を

捉
え
る
。

 

○
鹿
児
島
県
長
島
町
の
ぶ
り
養
殖
に
つ
い
て
複

数
の
資
料
か
ら
調
べ
，
養
殖
業
の
特
色
や
働
く
人

た
ち
の
工
夫
・
努
力
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

◆
長
島
町
で
は
，
ぶ
り
が
育
ち
や
す
い
温
暖
な

海
，
い
け
す
の
設
置
に
適
し
た
入
り
江
な
ど
の
自

然
条
件
を
生
か
し
た
養
殖
業
が
さ
か
ん
で
あ
る
こ

と
。
養
殖
業
は
，
計
画
的
に
魚
を
育
て
て
出
荷
で

①
地
図
や
写
真
な
ど
か
ら
，
鹿
児
島
県
長
島
町

の
位
置
や
漁
港
の
様
子
，
ぶ
り
の
養
殖
と
自
然

条
件
と
の
関
係
を
読
み
取
り
，
ノ
ー
ト
な
ど
に

整
理
す
る
。

 

②
ぶ
り
の
養
殖
の
作
業
の
流
れ
や
，
作
業
の
中

で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
資
料
か
ら

読
み
取
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
や
工
夫
の
意
味

【
知
技
】
ぶ
り
を
育
て
る
う
え
で
必

要
な
環
境
や
設
備
，
作
業
に
つ
い
て

資
料
か
ら
的
確
に
読
み
取
り
，
養
殖

業
の
特
色
や
仕
事
上
の
工
夫
や
努
力

に
つ
い
て
捉
え
て
い
る
。（

発
）

（
ノ
）
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き
る
こ
と
。

 
に
つ
い
て
考
え
，
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す
る
。

 

③
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
，
ぶ
り
の
養
殖
と
さ

ん
ま
漁
と
で
似
て
い
る
点
，
違
う
点
を
考
え
，

話
し
合
う
。

 

水
産
業
の
変
化
と

課
題

 

P
9

2
～

9
3
 

【
配
時

１
】

 

水
産
業
を
取
り
巻
く
変
化

に
着
目
し
て
，
安
定
し
た

漁
を
す
る
こ
と
の
難
し

さ
，
水
産
物
生
産
量
の
減

少
や
外
国
と
の
関
係
に
よ

る
漁
の
制
限
と
い
っ
た
日

本
の
水
産
業
の
課
題
に
つ

い
て
捉
え
る
。

 

○
漁
業
生
産
量
の
変
化
，
北
方
領
土
と
根
室
の

水
産
業
の
関
係
な
ど
，
水
産
業
の
現
状
に
つ
い

て
複
数
の
資
料
か
ら
調
べ
，
日
本
の
水
産
業
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

◆
日
本
の
水
産
業
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
，
漁

獲
量
の
変
動
や
全
体
の
生
産
量
の
減
少
，
外
国

と
の
関
係
に
よ
る
漁
の
制
限
な
ど
が
あ
る
こ

と
。

 

①
養
殖
ぶ
り
と
天
然
さ
ん
ま
の
生
産
量
の
変
化

を
比
べ
て
，
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
合
う
。

 

②
さ
ん
ま
の
漁
獲
に
関
す
る
資
料
や
新
聞
記
事

を
読
み
取
り
，
さ
ん
ま
の
漁
獲
量
が
不
安
定
な

理
由
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

③
日
本
の
漁
業
生
産
量
と
水
産
物
輸
入
量
の
変

化
の
グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
，
変
化
の
理
由
を
予

想
す
る
。

 

④
日
本
の
水
産
業
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
，
こ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
や
，
北
方
領
土
と

根
室
の
水
産
業
に
関
す
る
資
料
を
根
拠
に
し
て

考
え
，
話
し
合
う
。

 

【
知
技
】
複
数
の
資
料
を
比
べ
た
り

関
連
づ
け
た
り
し
て
読
み
取
り
，
日

本
の
水
産
業
の
現
状
を
お
お
ま
か
に

把
握
し
，
安
定
的
に
水
産
業
を
営
む

う
え
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ

と
を
捉
え
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）

 

世
界

の
国

々
と

の

関
わ
り
の
中
で

 

P
9

4
～

9
5
 

【
配
時
１
】

 

水
産
業
に
お
け
る
世
界
の

国
々
と
の
つ
な
が
り
に
着

目
し
て
，
安
定
し
た
水
産

業
を
続
け
る
た
め
に
は
，

世
界
全
体
で
水
産
資
源
の

管
理
に
取
り
組
む
こ
と
，

世
界
の
消
費
者
も
相
手
に

し
な
が
ら
生
産
・
出
荷
を

進
め
る
こ
と
な
ど
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
。

 

○
世
界
の
水
産
業
の
現
状
を
複
数
の
資
料
か
ら

調
べ
，
安
定
し
た
水
産
業
を
続
け
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
考
え
る
。

 

◆
水
産
資
源
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
，
世
界
の

国
々
の
間
で
，
漁
獲
量
の
制
限
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
，

2
0

0
海
里
水
域
の
漁
場
制
限
を
設

け
た
り
し
て
い
る
こ
と
。
一
方
で
，
よ
り
多
く
の

消
費
者
に
水
産
物
を
届
け
る
た
め
，
輸
出
も
進
め

て
い
る
こ
と
。

 

①
前
時
に
考
え
た
水
産
業
の
課
題
を
振
り
返
り
，

日
本
と
世
界
の
国
々
が
安
定
し
た
水
産
業
を
続

け
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
資
料
か

ら
読
み
取
り
，
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す
る
。

 

②
世
界
の
水
産
物
消
費
量
の
増
加
に
伴
っ
て
，
水

産
業
に
関
わ
る
人
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
，
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
資
料
か
ら
読
み
取

り
，
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す
る
。

 

③
整
理
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
安
定
し
た
水
産
業

を
続
け
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
て
話
し

合
う
。

 

【
知
技
】
資
料
を
的
確
に
読
み
取
り
，

安
定
し
た
水
産
業
を
続
け
る
た
め
に

は
世
界
の
国
々
へ
の
働
き
か
け
が
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
捉
え

て
い
る
。（

発
）（

ノ
）
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持
続

可
能

な
水

産

業
を
め
ざ
し
て

 

P
9

6
～

9
7
 

【
配
時
１
】

 

水
産
業
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
新
し
い
技
術
や

人
々
の
取
り
組
み
に
着
目

し
て
，
人
々
が
持
続
可
能

な
水
産
業
に
取
り
組
む
意

味
に
つ
い
て
捉
え
る
。

 

○
国
内
の
水
産
業
の
新
た
な
取
り
組
み
，
計
画
的

な
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
複
数
の
資
料
か
ら

調
べ
，
安
定
し
た
水
産
業
を
続
け
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
考
え
る
。

 

◆
安
定
し
た
水
産
業
を
続
け
る
た
め
に
，
水
産
業

に
関
わ
る
人
た
ち
は
海
の
環
境
や
水
産
資
源
を

守
り
な
が
ら
，
様
々
な
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て

い
る
こ
と
。

 

①
日
本
各
地
の
育
て
る
漁
業
，
新
た
な
漁
業
技
術

の
研
究
・
導
入
に
つ
い
て
資
料
か
ら
調
べ
，
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
意
味
を
考
え
て
ノ
ー
ト
な

ど
に
整
理
す
る
。

 

②
水
産
資
源
を
計
画
的
に
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
資
料
か
ら
調
べ
，
そ
の
取
り
組
み
の
意
味
を

考
え
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す
る
。

 

③
国
内
の
水
産
物
の
消
費
を
増
や
す
取
り
組
み

に
つ
い
て
資
料
か
ら
調
べ
，
そ
の
取
り
組
み
の
意

味
を
考
え
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す
る
。

 

④
整
理
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
安
定
し
た
水
産
業

を
続
け
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
て
話
し

合
う
。

 

【
知
技
】
水
産
業
に
関
わ
る
人
た
ち

は
，
安
定
し
た
生
産
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
，
水
産
資
源
の
管
理
や
水
産
物
の

販
売
促
進
に
お
い
て
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
捉
え
て
い

る
。
（
発
）（

ノ
）

 

知
床
学
５
時
間

 

せ
り
見
学
や
ホ
タ
テ
の
養

殖
業
の
様
子
を
見
学
す
る

中
で
、
羅
臼
の
水
産
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 

〇
せ
り
見
学
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
業
の
様
子
を
見

学
し
、
羅
臼
の
こ
れ
か
ら
の
漁
業
に
つ
い
て
、
自

分
の
考
え
を
も
つ
。

 

①
 
セ
リ
の
見
学
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
に
密
接
に
関
わ
る
水
産
業
に
つ
い
て

関
心
を
深
め
る
。

 

②
 
ホ
タ
テ
の
養
殖
業
の
様
子
を
見
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
羅
臼
の
持
続
可
能
な
水
産
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
。

 

【
知
技
】
羅
臼
の
水
産
業
に
関
わ
る
人

た
ち
は
，
安
定
し
た
生
産
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
，
水
産
資
源
の
管
理
や
水
産

物
の
販
売
促
進
に
お
い
て
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
捉
え

て
い
る
。（

発
）

 

＜
ま
と
め
る
＞

 

P
9

8
～

9
9
 

【
配
時
２
】

 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
整
理

し
て
，
水
産
業
に
関
わ
る

人
々
の
働
き
，
変
化
や
課

題
に
対
応
す
る
人
々
の
工

夫
や
努
力
に
つ
い
て
理
解

し
，
こ
れ
か
ら
の
水
産
業

に
つ
い
て
考
え
る
。

 

○
水
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
工
夫
や
努
力
に
つ

い
て
カ
ー
ド
に
整
理
・
分
類
し
て
，
こ
れ
か
ら
の

水
産
業
に
関
す
る
各
自
の
考
え
を
発
表
し
合
う
。

 

◆
水
産
業
に
関
わ
る
人
た
ち
は
，
安
全
で
質
の
高

い
水
産
物
を
よ
り
多
く
の
消
費
者
に
届
け
る
た

め
に
，
様
々
な
工
夫
や
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ

と
。
水
産
資
源
の
管
理
に
も
配
慮
し
て
，
安
定
し

た
生
産
を
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
。

 

①
水
産
業
に
関
わ
る
人
々
が
進
め
る
工
夫
や
努

力
に
つ
い
て
，
各
自
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
カ

ー
ド
に
書
く
。

 

②
カ
ー
ド
を
整
理
・
分
類
し
，
共
通
点
を
探
し
な

が
ら
，
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
（
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
）
を
考
え
て
話
し
合
う
。

 

③
安
全
で
質
の
高
い
水
産
物
を
こ
れ
か
ら
も
生

産
し
続
け
る
た
め
に
，
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
話

し
合
い
，
自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
整
理
す
る
。

 

【
思
判
表
】
水
産
業
に
関
わ
る
様
々
な

人
々
の
工
夫
や
努
力
に
つ
い
て
整
理

し
た
こ
と
を
総
合
し
て
，
品
質
や
安
全

性
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
，
様
々
な
変

化
や
課
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
考
え
，
適
切
に
表
現
し

て
い
る
。（

ノ
）（

テ
）

 

 【
態
】
今
ま
で
学
習
し
た
こ
と
を
生
か

し
，
安
全
で
質
の
高
い
水
産
物
を
こ
れ

か
ら
も
生
産
し
続
け
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
に
つ
い
て
，
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）
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大
単
元
：
羅
臼
の
自
然
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
？

 
社
会
：
森
林
と
と
も
に
生
き
る
よ
り
４
時
間
移
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
環
境
と
と
も
に
生
き
る
よ
り
２
時
間
移
行

 

 ●
森
林
は
，
そ
の
育
成
や
保
護
に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
様
々
な
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
，
国
土
の
保
全
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
地
図
帳
や

統
計
な
ど
の
各
種
の
基
礎
的
資
料
を
通
し
て
，
情
報
を
適
切
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 

●
森
林
資
源
が
果
た
す
役
割
を
多
角
的
に
考
え
る
力
，
森
林
保
全
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
考
え
た
こ
と
や
選
択
・
判

断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
も
と
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

 

●
国
土
の
森
林
資
源
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
学
習
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
学
習
し
た
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態

度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
角
的
に
思
考
や
理
解
を
通
し
て
，
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
我
が
国
の
将
来
を
担
う
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
。

 

 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
森
林
資
源
の
分
布
や
働
き
な
ど
に
つ
い
て
，
地
図
帳
や
統

計
な
ど
で
調
べ
た
り
し
て
，
必
要
な
情
報
を
集
め
，
読
み

取
り
，
国
土
の
環
境
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
調
べ
た
こ
と
を
文
や
図
表
な
ど
に
ま
と
め
，
森
林
は
，
そ

の
育
成
や
保
護
に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
様
々
な
工
夫
と

努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
，
国
土
の
保
全
な
ど
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
森
林
資
源
の
分
布
や
働
き
な
ど
に
着
目
し
て
，
問
い
を
見

い
だ
し
，
国
土
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
表
現
し
て
い
る
。

 

・
森
林
の
育
成
や
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み
を
関
連
付
け
た

り
総
合
し
た
り
し
て
森
林
資
源
が
果
た
す
役
割
を
考
え
た

り
，
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
国
土
の
森
林
保
全
の
た

め
に
自
分
た
ち
に
協
力
で
き
そ
う
な
こ
と
を
選
択
・
判
断

し
た
り
し
て
，
適
切
に
表
現
し
て
い
る
。

 

・
国
土
の
森
林
資
源
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
予
想

や
学
習
計
画
を
立
て
，
主
体
的
に
学
習
問
題
を
追
究
し
，
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

・
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
国
土
の
森
林
保
全
の
た
め
に

自
分
た
ち
に
協
力
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
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小
単

元
名

：
２

 
森
林
と
と

も
に
生
き
る

 
【

配
当

６
時

間
】

う
ち

２
時

間
移

行
 

  【
態

】
＝
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
，【

知
技
】
＝
知
識
・
技
能
，【

思
判
表
】
＝
思
考
・
判
断
・
表
現
 

（
発

）
＝
発
言
・
発
表
，（

行
）
＝
行
動
観
察
，（

ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品
，（

テ
）
＝
テ
ス
ト

 

ペ
ー
ジ

 
本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/評
価
方
法

 

森
林
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
は

 

P
2

2
6
～

2
2

7
 

【
配
時
１
】

 

森
林
の
育
成
・
活
用
に
つ
な
が

る
様
々
な
取
り
組
み
や
，
森
林

と
生
活

と
の
結
び
つ
き
に
着

目
し
て
，
森
林
を
保
全
す
る
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て
捉
え
る
。

 

○
森
林
保
全
の
取
り
組
み
の
具
体
例
を
各
種

資
料
か
ら
読
み
取
り
，
考
え
た
こ
と
を
話
し
合

う
。
最
後
に
，
森
林
と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
，
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
考

え
る
。

 

◆
植
林
活
動
や
国
産
木
材
の
活
用
を
広
げ
る

製
品
の
開
発
な
ど
，
森
林
の
育
成
・
活
用
に
つ

な
が
る
活
動
が
，
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
。
森
林
の
保
全
は
，
国
土
や
地
球
の
環
境

保
全
，
生
活
や
産
業
の
安
定
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
。

 

①
様
々
な
立
場
の
人
々
に
よ
る
，
森
林
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
を
教
科
書
や
資
料
集

な
ど
か
ら
見
つ
け
，
ノ
ー
ト
な
ど
に
整
理
す

る
。

 

②
整
理
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
の
意
味
や
，
関
わ
る
人
た
ち
の
思

い
を
考
え
，
話
し
合
う
。

 

③
「
森
林
と
人
々
の
く
ら
し
と
の
つ
な
が

り
」
の
イ
ラ
ス
ト
に
当
て
は
め
な
が
ら
，
森

林
の
は
た
ら
き
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
，
話
し
合
う
。

 

【
知
技
】
森
林
の
育
成
・
活
用
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
に
様
々
な
立
場
の
人
々
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
，
生
活
や
産
業
の

様
々
な
場
面
で
森
林
と
の
つ
な
が
り
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
捉
え
て
い
る
。
（
発
）

（
ノ
）

 

＜
ま
と
め
る
＞

 

＜
つ
な
げ
る
＞

 

P
2

2
8
～

2
2

9
 

【
配
時
１
】

 

調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
，
森

林
に
は

様
々
な
は
た
ら
き
が

あ
り
，
人
々
の
生
活
と
深
く
結

び
つ
い

て
い
る
こ
と
を
理
解

し
，
森
林
を
守
る
た
め
に
自
分

た
ち
が

協
力
で
き
そ
う
な
こ

と
を
選
択
・
判
断
す
る
。

 

○
森
林
の
は
た
ら
き
や
森
林
を
守
る
人
々
の

取
り
組
み
を
図
な
ど
に
整
理
し
，
森
林
と
自

分
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
や
，
自
分
た
ち

に
協
力
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
る
。

 

◆
森
林
に
は
，
人
々
の
生
活
に
大
き
な
恩
恵
を

も
た
ら
す
様
々
な
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
。
森

林
資
源
を
未
来
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
，
国
土

に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

 

①
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り
，
森
林
の

は
た
ら
き
を
発
表
し
合
い
，
ノ
ー
ト
な
ど
に

整
理
す
る
。

 

②
森
林
が
人
々
の
生
活
に
も
た
ら
す
事
柄

と
，
人
々
が
森
林
を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
振
り
返
り
，
関
係
図
に
整
理

す
る
。

 

③
関
係
図
を
見
な
が
ら
，
森
林
と
自
分
た
ち

の
生
活
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る

か
考
え
，
話
し
合
う
。

 

④
森
林
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
，
こ
れ
か
ら

自
分
た
ち
が
協
力
で
き
そ
う
な
こ
と
を
複

数
見
つ
け
，
各
自
で
優
先
し
た
い
も
の
を
選

び
，
理
由
と
と
も
に
意
見
交
流
す
る
。

 

【
思
判
表
】
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
森

林
と
人
々
の
生
活
と
の
密
接
な
つ
な
が

り
を
捉
え
，
森
林
保
全
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
の
中
で
自
分
に
も
協
力
で
き
そ
う

な
こ
と
を
選
択
・
判
断
し
，
意
見
を
適
切

に
伝
え
合
っ
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）

 

 【
態
】
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
，

森
林
保
全
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
中

で
自
分
に
も
協
力
で
き
そ
う
な
こ
と
を

選
択
・
判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（

発
）

（
ノ
）
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社
会
：
環
境
と
共
に
生
き
る

 
２
時
間
以
降

 

 ●
関
係
機
関
や
地
域
の
人
々
の
様
々
な
努
力
に
よ
り
公
害
の
防
止
や
生
活
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
や
，
公
害
か
ら
国
土
の
環
境
や
国
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
と
と
も
に
，
写
真
や
年
表
な
ど
の
各
種
の
基
礎
的
資
料
を
通
し
て
，
情
報
を
適
切
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 

●
公
害
防
止
の
取
り
組
み
の
働
き
を
多
角
的
に
考
え
る
力
，
環
境
保
全
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
考
え
た
こ
と
や
選

択
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
も
と
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

 

●
国
土
の
環
境
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
学
習
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
学
習
し
た
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
と
と
も
に
，
多
角
的
な
思
考
や
理
解
を
通
し
て
，
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
我
が
国
の
将
来
を
担
う
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
養
う

 

 小
単
元
名
：
３

 
環
境
を
と
も
に
守
る
 
【
配
当
５
時
間
】

 

【
態
】
＝
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
，【

知
技
】
＝
知
識
・
技
能
，【

思
判
表
】
＝
思
考
・
判
断
・
表
現

 

（
発
）
＝
発
言
・
発
表
，（

行
）
＝
行
動
観
察
，（

ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品
，（

テ
）
＝
テ
ス
ト

 

        

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 

・
公
害
の
発
生
時
期
や
経
過
，
人
々
の
協
力
や
努
力
な
ど
に

つ
い
て
，
写
真
や
年
表
な
ど
で
調
べ
た
り
し
て
，
必
要
な

情
報
を
集
め
，
読
み
取
り
，
公
害
防
止
の
取
り
組
み
を
理

解
し
て
い
る
。

 

・
調
べ
た
こ
と
を
文
や
図
表
な
ど
に
ま
と
め
，
関
係
機
関
や

地
域
の
人
々
の
様
々
な
努
力
に
よ
り
公
害
の
防
止
や
生
活

環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も

に
，
公
害
か
ら
国
土
の
環
境
や
国
民
の
健
康
な
生
活
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
公
害
の
発
生
時
期
や
経
過
，
人
々
の
協
力
や
努
力
な
ど
に

着
目
し
て
，
問
い
を
見
い
だ
し
，
公
害
防
止
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
表
現
し
て
い
る
。

 

・
公
害
に
対
す
る
様
々
な
立
場
で
の
取
り
組
み
を
関
連
付
け

た
り
総
合
し
た
り
し
て
公
害
防
止
の
取
り
組
み
の
働
き
を

考
え
た
り
，
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
環
境
保
全
に
取

り
組
む
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
選
択
・
判
断
し
た
り
し

て
，
適
切
に
表
現
し
て
い
る
。

 

・
国
土
の
環
境
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
予
想
や
学

習
計
画
を
立
て
，
主
体
的
に
学
習
問
題
を
追
究
し
，
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

 

・
学
習
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
環
境
保
全
に
取
り
組
む
う
え

で
大
切
な
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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ペ
ー
ジ

 
本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/評
価
方
法

 

＜
ま
と
め
る
＞

 

＜
つ
な
げ
る
＞

 

P
2

3
8
～

2
3

9
 

【
配
時
１
】

 

調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
，
公

害
防
止

や
環
境
保
全
の
取
り

組
み
の
重
要
性
を
理
解
し
，
環

境
保
全

に
向
け
て
よ
り
多
く

の
人
が

行
動
す
る
た
め
に
大

切
だ
と
思
う
こ
と
を
選
択
・
判

断
す
る
。

 

○
公
害
防
止
や
環
境
改
善
の
取
り
組
み
を
関

連
図
な
ど
に
整
理
し
，
そ
こ
に
見
ら
れ
る
共

通
点
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
，
環
境
保
全

の
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
る
。

 

◆
公
害
を
発
生
さ
せ
ず
，
健
康
に
過
ご
せ
る
環

境
を
未
来
に
残
し
て
い
く
に
は
，
様
々
な
立
場

の
人
々
が
自
分
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

 

①
北
九
州
市
の
市
民
・
市
・
工
場
そ
れ
ぞ
れ

の
公
害
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
を
関

連
図
に
整
理
し
，
互
い
の
関
連
や
共
通
す
る

目
的
に
つ
い
て
，
考
え
た
こ
と
を
話
し
合

う
。

 

②
公
害
克
服
後
の
北
九
州
市
の
取
り
組
み

も
同
様
に
整
理
し
て
，
公
害
を
な
く
す
た
め

の
取
り
組
み
と
の
共
通
点
を
考
え
る
。

 

③
整
理
し
た
こ
と
を
も
と
に
，
環
境
を
守
る

た
め
に
自
分
た
ち
が
取
り
組
め
る
こ
と
は

あ
る
か
話
し
合
う
。

 

④
環
境
を
守
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の

人
が
関
わ
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
う
こ
と

を
複
数
見
つ
け
，
各
自
で
優
先
し
た
い
も
の

を
選
び
，
理
由
と
と
も
に
意
見
交
流
す
る
。

 

⑤
p

.4
~

5
を
参
考
に
，
こ
れ
ま
で
の
学
習
の

進
め
方
を
振
り
返
り
，
よ
り
確
か
な
問
題
解

決
の
た
め
の
学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
話

し
合
う
。

 

【
思
判
表
】
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
公

害
防
止
や
環
境
改
善
の
取
り
組
み
の
重

要
性
を
捉
え
，
環
境
を
守
る
た
め
に
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
，
環
境

保
全
に
よ
り
多
く
の
人
が
関
わ
る
た
め

に
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
選
択
・
判
断
し

た
り
し
て
，
意
見
を
適
切
に
伝
え
合
っ
て

い
る
。（

発
）（

ノ
）

 

 【
態
】
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
，

環
境
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
，
環
境
保
全
に
よ
り
多
く

の
人
が
関
わ
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
う

こ
と
を
選
択
・
判
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
。（

発
）
（
ノ
）

 

知
床
学
４
時
間

 

北
九
州

市
と
羅
臼
の
共
通
点

と
の
違

い
か
ら
羅
臼
町
は
ど

の
よ
う

に
自
然
を
守
っ
て
い

る
の
か
考
え
る
。

 

〇
羅
臼
で
も
今
後
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
公

害
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
ど
う
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
考
え
る
。

 

〇
羅
臼
で
も
今
後
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る

公
害
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
ど
う
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
考
え
る
。

 

〇
森
林
と
共
に
生
き
る
や
今
年
度
学
ん
だ

こ
と
を
も
と
に
、
羅
臼
町
の
自
然
守
り
方
を

改
め
て
ま
と
め
る
。

 

【
思
判
表
】
学
ん
だ
こ
と
を
整
理
し
、
羅

臼
で
公
害
被
害
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
。

 

（
発
）（

ノ
ー
ト
）
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【
津
波
学
習
】
６
ｈ
 
９
月

 
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
や
被
災
し
た
人
々
の
願
い
に
着
目
し
て
，

政
治
の
働
き
に
つ
い
て
学
習
問
題
を
つ
く
り
，
学
習
の
見
通
し
を
立
て

る
。
 

・
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
う
。

 

・
写
真
や
文
章
資
料
か
ら
被
害
の
状
況
を
調
べ
る
。

 

・
被
災
し
た
人
々
の
願
い
を
想
像
し
，
願
い
を
か
な
え
る
政
治
の
働
き

 
 
 

に
つ
い
て
学
習
問
題
を
つ
く
り
，
学
習
計
画
を
立
て
る
。

 

・
教
育
大
釧
路
校
の
学
生
に
よ
る
津
波
学
習
（
９
月
頃
）
 

 

R
２
資
料

 
 
６
年
生

 
知
床
学
（
海
洋
教
育
）
の
概
要

 

１
．
 
６

年
生
の
目

標
（
身

に
つ
け

さ
せ
た

い
資
質
や

能
力
）

 

   ２
．
 
構

成
と
教
科

と
の
関

連
 

   

                   

 

〇
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
，
未
来
の
羅
臼
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
す
る
た
め
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。【

知
・
技
】

 

〇
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
物
に
ま
と
め
，
相
手
に
分
か
り
や
す
く
発
表
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。【

思
・
判
・
表
】

 

〇
自
分
が
羅
臼
町
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
，
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。【

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】

 

【
地
球
の
問
題
・
羅
臼
の
問
題
】

2ｈ
 
４
月

 
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
主
に
よ
り

妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
主

体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。

 

・
人
は
地
球
か
ら
ど
の
よ
う
な
恵
み
を
受
け
て
い
る
か
，
地
球

の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
，
ま
た
，
人

の
暮
ら
し
が
地
球
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い

て
考
え
る
。

 

・
人
の
暮
ら
し
が
環
境
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
か

考
え
，
こ
れ
か
ら
の
学
び
に
見
通
し
を
持
つ
。

 

・
植
物
の
体
の
働
き
を
調
べ
る
た
め
に
，
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
種
子

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
た
ね
い
も
を
植
え
る
。

 

【
地
球
の
問
題
・
羅
臼
の
問
題
】
３

h
 
 
５
月

 
生
物
と
水
，
空
気
及
び
食
べ
物
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，

生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
，
実
験
な
ど

に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
主
に
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ

く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と

す
る
態
度
を
育
成
す
る
。

 

・
絵
や
写
真
を
見
て
，
生
物
は
他
の
生
物
や
周
り
の
環
境
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
か
考
え
，
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
問
題
を

見
い
だ
す
。

 

・
人
の
食
べ
物
の
元
は
何
か
を
調
べ
，
ま
と
め
る
。

(調
査
①

) 

・
ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
落
ち
葉
を
食
べ
る
様
子
や
水
中
の
小
さ
な
生
物
を
観
察

す
る
な
ど
し
て
，
自
然
の
中
で
の
動
物
の
食
べ
物
を
調
べ
る
。
(観

察
①
) 

・
観
察
結
果
を
基
に
，
生
物
の
食
べ
物
を
通
し
た
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，

ま
と
め
る
。

 

【
地
球
の
問
題
・
羅
臼
の
問
題
】
１
ｈ

 
７
月

 
地
球
環
境
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
調
べ
，
そ
の
解
決
に
向
け
て

の
国
際
協
力
の
必
要
性
や
，
持
続
可
能
な
社
会
を
目
ざ
す
こ
と
の
重
要

性
を
捉
え
る
。
 

・
世
界
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調

べ
る
。
 

・
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
，
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

【
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
～
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
】

 
 
 
 
 
 
 
 
８
～
２
月

 
地
球
環
境
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
や
羅
臼
の
現
状
を
調
べ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
羅
臼
町
を
持
続
可
能
な
町
に
し
て
い
く
た
め
に
今
、
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
環
境
や
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

 
・
羅
臼
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
る
・
調
べ
る
。

 
・
自
然
の
た
め
，
羅
臼
の
未
来
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

 
・
考
え
た
こ
と
を
、
羅
臼
町
に
提
案
す
る
。

 
例
：
観
光
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
。
ま
た
は
、
ス
イ
ー
ツ
を
つ
く
る
。

 
 
 
自
然
を
守
る
た
め
に

 
（
郷
土
資
料
館
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
羅
臼
漁
協
・
羅
臼
ダ
イ
ビ
ン
グ
企
画
・
羅
臼
町
役
場
観
光
課
と
連
携
）

 

理
科
：
生
き
物
の
く
ら
し
と
環
境
（
移
行
３
ｈ
）

 

理
科
：
地
球
と
私
た
ち
の
く
ら
し
 
（
移
行
２
ｈ
） 

社
会
：
地
球
の
環
境
と
と
も
に
生
き
る

 
（
移
行
１
ｈ
） 

【
地
球
の
問
題
・
羅
臼
の
問
題
】
 
８
月

 
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
調
査

な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
主
に
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，

主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。
 

・
資
料
写
真
を
見
て
，
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

・
人
は
空
気
や
水
な
ど
の
環
境
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
そ
の
結
果
，
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
調
べ
，
ま

と
め
る
。

(
活

動
①

)
 

 
 

 
 

な
ど
 

理
科
：
地
球
と
と
も
に
生
き
る

 
（
移
行
８
ｈ
）
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３
．「

地
球
の
問
題
・
羅
臼
の
問
題
」
関
係
の
活
動
と
評
価

 

理
科
の
単
元
か
ら
移
行

 

単
元
名

 
●
 地

球
と
私
た
ち
の
く
ら
し

 
教
科
書
の

 

ペ
ー
ジ

 
p.

6～
1
1 

配
当
時
数

 
2(

2)
時
間

 
学
習
時
期

 
4
月
上
旬

 
学
習
指
導
要
領
の
内
容

 
A

(1
)(

2
)(
4
)，

B
(3

)ア
(ウ

)イ
，

B
(4

)ア
(ウ

) 
 

 

単
元
の
目
標

 
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
主
に
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
主
体
的

に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。
 

単
元
の

 

観
点
別

 

評
価
規
準

 

思
考
・判

断
・表

現
 

・
人
と
環
境
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で
，
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
な
ど

し
て
問
題
解
決
し
て
い
る
。
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

 

・
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
，
粘
り
強
く
，
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
問
題
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
 

 

目
標

 
時
数

 
学
習
活
動

 
評
価
の
観
点
と
方
法

 

(1
)地
球
と
私
た
ち
の
く
ら
し

 
 

・
地
球
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
に
興
味
を
も
ち
，
人

が
地
球
か
ら
受
け
る
恵
み
や
地
球
の
変
化
に
よ
る
人
の
暮
ら

し
へ
の
影
響
，
人
の
暮
ら
し
が
地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
話
し
合
い
，
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
6～

10
 

1 
・
人
は
地
球
か
ら
ど
の
よ
う
な
恵
み
を
受
け
て
い
る
か
，
地

球
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
，
ま

た
，
人
の
暮
ら
し
が
地
球
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
 

 

・
人
の
暮
ら
し
が
環
境
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
か

を
，
空
気
，
水
，
大
地
の
観
点
で
考
え
，
こ
れ
か
ら
の
学
び
に

見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
11
 

1 
・
人
の
暮
ら
し
が
環
境
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
か

考
え
，
こ
れ
か
ら
の
学
び
に
見
通
し
を
持
つ
。

 

・
植
物
の
体
の
働
き
を
調
べ
る
た
め
に
，
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
種

子
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
た
ね
い
も
を
植
え
る
。

 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察
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理
科
の
単
元
か
ら
移
行

 

単
元
名

 
4 
生
き
物
の
く
ら
し
と
環
境

 
教
科
書
の

 

ペ
ー
ジ

 
p.

7
0～

8
5 

配
当
時
数

 
5(

6)
時
間

 
学
習
時
期

 
6
月
下
旬

 

～
7
月
中
旬

 
学
習
指
導
要
領
の
内
容

 
B

(3
)ア
（
ア
）（
イ
）イ

 

 

単
元
の
目
標

 

生
物
と
水
，
空
気
及
び
食
べ
物
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観

察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
主
に
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，

主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。
 

単
元
の

 

観
点
別

 

評
価
規
準

 

知
識
・技

能
 

・
生
物
は
，
水
及
び
空
気
を
通
し
て
周
囲
の
環
境
と
関
わ
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
 

・
生
物
の
間
に
は
，
食
う
食
わ
れ
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
 

・
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
の
目
的
に
応
じ
て
，
器
具
や
機
器
な
ど
を
選
択
し
て
，
正
し
く
扱
い
な
が
ら
調
べ
，

そ
れ
ら
の
過
程
や
得
ら
れ
た
結
果
を
適
切
に
記
録
し
て
い
る
。
 

思
考
・判

断
・表

現
 

・
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
，
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
し
，
表
現
す
る
な
ど
し
て
問

題
解
決
し
て
い
る
。
 

・
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
考
察
す
る
中
で
，
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
な
ど
し
て
問
題
解
決
し
て
い
る
。
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

 

・
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
，
粘
り
強
く
，
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
問
題
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

・
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
学
習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

 

目
標

 
時
数

 
学
習
活
動

 
評
価
の
観
点
と
方
法

 

(1
)食
べ
物
を
と
お
し
た
生
き
物
の
か
か
わ
り

 
★
他
教
科
と
の
関
連
：家

庭
 

・
絵
や
写
真
を
見
て
，
生
物
は
，
他
の
生
物
や
周
り
の
環
境
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
に
問
題
を
見
い
だ
し
，
食
べ
物

を
通
し
た
生
物
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
進
ん
で
人
の
食
べ
物

の
元
を
た
ど
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
70
～

73
 

1 
・
絵
や
写
真
を
見
て
，
生
物
は
他
の
生
物
や
周
り
の
環
境
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
考
え
，
生
物
と
環
境
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
問
題
を
見
い
だ
す
。

 

・
人
の
食
べ
物
の
元
は
何
か
を
調
べ
，
ま
と
め
る
。
(
調

査
①

)
 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察

 

  

・
自
然
の
中
で
の
生
物
ど
う
し
の
食
べ
物
を
通
し
た
関
わ
り
に

つ
い
て
調
べ
，
生
物
ど
う
し
は
，「

食
べ
る
」「

食
べ
ら
れ
る
」

2 
・
ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
落
ち
葉
を
食
べ
る
様
子
や
水
中
の
小
さ
な
生

物
を
観
察
す
る
な
ど
し
て
，
自
然
の
中
で
の
動
物
の
食
べ
物

［
知
技
］行

動
観
察
・
記
録

 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
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と
い
う
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

p.
74
～

77
 

を
調
べ
る
。

(
観

察
①

)
 

・
観
察
結
果
を
基
に
，
生
物
の
食
べ
物
を
通
し
た
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
，
ま
と
め
る
。

 

［
知
技
］発

言
・
記
録

 

(2
)生
き
物
と
空
気
と
の
か
か
わ
り

 
 

・
空
気
中
に
酸
素
を
出
し
て
い
る
物
は
何
か
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
植
物
が
酸
素
を
出
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

p.
78
～

80
 

1(
2)

 
・
空
気
中
に
酸
素
を
出
し
て
い
る
物
は
何
か
に
問
題
を
見
い

だ
し
，
植
物
が
酸
素
を
出
し
て
い
る
か
を
調
べ
，
ま
と
め

る
。

(実
験

①
) 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察

 

 

(3
)生
き
物
と
水
と
の
か
か
わ
り

 

・
生
物
と
水
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
生
物
と
食
べ
物
，
空
気
，
水
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
学
ん
だ

こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
81
～

85
 

1 
・
生
物
と
水
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
ま
と
め
る
。

 

・
地
球
を
め
ぐ
る
水
と
生
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

・
生
物
と
食
べ
物
，
空
気
，
水
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
学

ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
る
。

 

［
知
技
］発

言
・
記
録

 

 

       社
会

の
単
元

【
地
球

規
模
の

課
題

と
国

際
協

力
】

か
ら

１
部

以
降

 
１

ｈ
 

地
球
の
環
境
と
と
も
に
生

き
る

 

P
2
6
4
～

2
65

 

【
配
時

1】
 

地
球
環
境
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
調
べ
，
そ
の
解
決
に
向
け
て

の
国
際
協
力
の
必
要
性
や
，
持
続
可

能
な
社
会
を
目
ざ
す
こ
と
の
重
要

性
を
捉
え
る
。
 

○
地
球
環
境
を
守
り
な
が
ら
，
持
続
可
能
な
社
会
を

目
ざ
し
て
い
く
た
め
に
，
世
界
の
人
々
が
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

◆
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
は
，
世
界
各
国
が
協
力

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
，
持
続

可
能
な
社
会
を
目
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
。
 

①
世
界
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
調
べ

る
。
 

②
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
調
べ
る
。
 

③
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
，
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
 

【
知
技

】
環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
世
界
の
人
々
が
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
捉
え
て
い
る
。（

発
）（

ノ
）
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社
会

の
選
択

単
元
か

ら
移
行

 

 災
害

か
ら
わ

た
し
た

ち
を
守

る
政

治
 

【
配

当
-
時

間
】

 

※
「
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
政
治
」
か
「
災
害
か
ら
わ
た
し
た
ち
を
守
る
政
治
」
ま
た
は
「
雪
と
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
政
治
」
を
選
択

 

【
態
】
＝
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

，【
知
技
】
＝
知
識
・
技
能

，【
思
判
表
】
＝
思
考
・
判
断
・
表
現

 

（
発
）
＝
発
言
・
発
表

，（
行
）
＝
行
動
観
察

，（
ノ
）
＝
ノ
ー
ト
・
作
品

，（
テ
）
＝
テ
ス
ト

 

ペ
ー
ジ

 
本
時
の
ね
ら
い

 
○
主
な
学
習
活
動
／
◆
学
習
内
容

 
本
時
の
学
習
活
動

 
評
価
規
準

/
評
価
方
法

 

突
然
の
大
地
震
と
津
波

 

P
4
8
～

49
 

【
配
時
－
】 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
や
被

災
し
た
人
々
の
願
い
に
着
目
し
て
，

政
治
の
働
き
に
つ
い
て
学
習
問
題

を
つ
く
り
，
学
習
の
見
通
し
を
立
て

る
。
 

       

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
調
べ
，
被
災
者
の

願
い
を
想
像
し
，
願
い
を
か
な
え
る
政
治
の
働
き
に

つ
い
て
学
習
問
題
を
つ
く
り
，
学
習
計
画
を
立
て
る
。 

◆
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
，
東
北
地
方
を
中
心
と

し
た
地
域
の
人
々
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
。

 

      

①
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を

話
し
合
う
。
 

②
写
真
や
文
章
資
料
か
ら
被
害
の
状
況
を
調
べ

る
。
 

③
被
災
し
た
人
々
の
願
い
を
想
像
し
，
願
い
を
か

な
え
る
政
治
の
働
き
に
つ
い
て
学
習
問
題
を
つ
く

り
，
学
習
計
画
を
立
て
る
。
 

     

【
思
判
表
】
東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
，
疑
問

を
持
ち
，
被
災
し
た
人
々
の
願
い
を
か
な
え
る
政

治
の
働
き
に
つ
い
て
考
え
，
表
現
し
て
い
る
。

（
発
）（

ノ
）

 

【
態
】
災
害
発
生
時
の
政
治
の
働
き
つ
い
て
，
学

習
問
題
を
つ
く
り
，
予
想
や
学
習
計
画
を
立
て
主

体
的
に
追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（

行
）（

発
）
 

 

緊
急
の
支
援

 

P
5
0
～

51
 

【
配
時
－
】 

被
災
地
に
対
す
る
支
援
を
調
べ
，
災

害
で
被
害
を
受
け
た
国
民
の
生
活

を
守
る
政
治
の
働
き
を
捉
え
る
。

 

○
被
災
し
た
人
々
に
対
し
て
，
ど
の
よ
う
な
緊
急
の

支
援
が
行
わ
れ
た
の
か
，
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
し
く

み
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
か
を
調
べ
る
。

 

◆
被
災
し
た
人
々
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め
に
，
釜

石
市
は
国
や
県
，
他
の
市
町
村
に
支
援
を
要
請
し
，
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
が
協
力
し
な
が
ら
支
援
活
動
を
行
っ

た
こ
と
。
 

①
釜
石
市
が
受
け
た
被
害
を
調
べ
る
。

 

②
被
災
し
た
人
々
の
た
め
に
市
や
県
，
国
な
ど
が

行
っ
た
緊
急
支
援
を
調
べ
る
。

 

③
被
災
地
に
対
す
る
支
援
の
し
く
み
を
調
べ
る
。

 

④
人
々
の
願
い
と
政
治
の
働
き
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
話
し
合
う
。
 

【
知
技
】
被
災
地
に
対
す
る
支
援
を
調
べ
，
災
害

で
被
害
を
受
け
た
国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の

政
治
の
働
き
を
捉
え
て
い
る
。（

発
）
（
ノ
）
 

学
習

問
題

 
災

害
に
よ
っ

て
大
き

な
被
害

を
受
け

た
人
々

の
願
い

を
実
現

す
る
た

め
に

，
 

政
治

は
ど

の
よ
う

な
は
た

ら
き
を

し
て
い

る
の
だ

ろ
う
。
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復
興
に
向
け
て
動
き
出

す
 

P
5
2
～

53
 

【
配
時
－
】 

市
役
所
や
市
議
会
の
働
き
を
調
べ
，

復
興
を
進
め
る
た
め
の
政
治
の
働

き
を
捉
え
る
。
 

○
釜
石
市
で
行
わ
れ
て
き
た
復
興
へ
の
取
り
組
み
や

計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
調
べ
，
復
興
を
進
め
て
い
く

上
で
大
切
な
こ
と
を
考
え
る
。
 

◆
釜
石
市
で
は
住
民
の
意
見
を
生
か
し
な
が
ら
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
が
つ
く
ら
れ
，
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
取
り
組
み
は
，
法
律

や
条
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
，
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
。
 

①
港
の
改
修
，
仮
設
校
舎
の
建
設
な
ど
，
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
調
べ
る
。
 

②
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
作
ら
れ
る
ま
で

の
過
程
を
調
べ
る
。
 

③
復
興
を
進
め
る
た
め
に
国
が
整
え
た
制
度
を
調

べ
る
。
 

④
復
興
を
進
め
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を
考
え

る
。
 

【
知
技
】
市
役
所
や
市
議
会
の
働
き
を
調
べ
，
住

民
の
願
い
を
も
と
に
復
興
を
進
め
て
い
く
た
め

の
政
治
の
し
く
み
や
働
き
を
捉
え
て
い
る
。（

ノ
） 

命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

 

P
5
4
～

55
 

【
配
時
－
】 

釜
石
市
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
調
べ
，
国
や
県
，
市
に
よ
る
政

治
は
，
復
興
を
進
め
る
上
で
大
切
な

働
き
を
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
。
 

○
復
興
に
向
け
て
行
わ
れ
た
事
業
や
継
続
し
て
行
わ

れ
て
い
る
取
り
組
み
を
調
べ
，
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
，
話
し
合

う
。
 

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
，
国
・

県
・
市
に
よ
る
取
り
組
み
（
公
助
）
と
と
も
に
，
地
域

の
助
け
合
い
（
共
助
）
や
自
分
や
家
族
を
守
る
取
り
組

み
（
自
助
）
も
大
切
で
あ
る
こ
と
。
 

①
復
興
に
向
け
て
の
防
波
堤
再
建
や
高
台
移
転
な

ど
の
事
業
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

②
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
，
話
し
合
う
。

 

③
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
考
え
る
。
 

【
知
技
】
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め

の
取
り
組
み
を
調
べ
，
復
興
を
進
め
る
上
で
の
国

や
県
，
市
に
よ
る
政
治
の
働
き
を
捉
え
て
い
る
。

（
発
）（

ノ
）
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理
科

の
単
元

か
ら
移

行
 

単
元
名

 
11

 地
球
に
生
き
る

 
教
科
書
の

 

ペ
ー
ジ

 
p.

1
88
～

20
0 

配
当
時
数

 
8(

9)
時
間

 
学
習
時
期

 
2
月
下
旬

 

～
3
月
中
旬

 
学
習
指
導
要
領
の
内
容

 
B

(3
)ア
（
ウ
）イ

 

 

単
元
の
目
標

 

人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
調
査
な
ど
に
関
す

る
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
主
に
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
や
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
主
体
的
に
問
題
解
決
し

よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
。
 

単
元
の

 

観
点
別

 

評
価
規
準

 

知
識
・技

能
 

・
人
は
，
環
境
と
関
わ
り
，
工
夫
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
 

・
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
調
査
な
ど
の
目
的
に
応
じ
て
，
資
料
な
ど
を
選
択
し
て
調
べ
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
得

ら
れ
た
結
果
を
適
切
に
記
録
し
て
い
る
。
 

思
考
・判

断
・表

現
 

・
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
，
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
し
，
表
現

す
る
な
ど
し
て
問
題
解
決
し
て
い
る
。
 

・
人
の
生
活
と
環
境
に
つ
い
て
，
調
査
な
ど
を
行
い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
考
察
す
る
中
で
，
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
な
ど
し
て
問
題
解
決
し
て
い
る
。
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

 

・
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
，
粘
り
強
く
，
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
問
題
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
 

・
人
の
生
活
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
学
習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

 

目
標

 
時
数

 
学
習
活
動

 
評
価
の
観
点
と
方
法

 

(1
)人
と
環
境
と
の
か
か
わ
り

 
 

・
地
球
や
生
物
の
写
真
を
見
た
り
，
既
習
の
内
容
を
振
り
返
っ

た
り
し
な
が
ら
，
進
ん
で
地
球
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
え
，
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

p.
18

8～
18

9 

1
 

・
資
料
写
真
を
見
て
，
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え

る
。

 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察
 

・
人
は
，
空
気
や
水
，
他
の
生
物
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
そ
の

結
果
，
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
調
べ
，
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2
 

・
人
は
空
気
や
水
な
ど
の
環
境
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
そ
の

結
果
，
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
調
べ
，
ま

と
め
る
。

(
活

動
①

)
 

［
知
技
］行

動
観
察
・
記
録
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p.
19

0～
19

2 

(2
)環
境
を
守
る

 
★
他
教
科
と
の
関
連
：社

会
 

・
人
や
他
の
生
物
が
地
球
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
環
境
保
全

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
べ
，
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

p.
19

3～
19

4 

2
 

・
環
境
を
守
る
た
め
の
工
夫
や
努
力
に
つ
い
て
調
べ
，
ま
と
め

る
。

(
活

動
②

)
 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察
 

(3
)環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

 
★
他
教
科
と
の
関
連
：社

会
 

・
火
山
の
噴
火
や
地
震
，
台
風
や
洪
水
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
る

影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
べ
，
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
19

5～
19

7 

2
 

・
火
山
の
噴
火
や
地
震
，
台
風
や
洪
水
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
る

影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
べ
た
り

考
え
た
り
す
る
。

 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
 

［
知
技
］発

言
・
記
録
 

・
人
が
地
球
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
，
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
，
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
な
か
で
，
進
ん
で
実
行

し
て
い
こ
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

p.
19

8～
20

0 

1
(
2
) 

・
人
が
地
球
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
，
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
，
発
表
し
合
う
。

 

・
資
料
を
読
ん
で
，

S
D

G
s
に
つ
い
て
知
り
，
持
続
可
能
な
開
発

目
標
の
中
で
，
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
自
分
で
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
。

 

・
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

 

［
思
判
表
］
発
言
・記

録
 

［
態
度
］発

言
・
行
動
観
察
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４
．
｢よ

り
よ
い
町
づ
く
り
～
わ
た
し
た
ち
に
で
き
く
る
こ
と
｣学

習
活
動
と
評
価
 

(1
)単

元
に
つ
い
て

 

・
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
羅
臼
の
こ
と
や
地
球
の
未
来
を
考
え
，
町
の
た
め
，
地
球
環
境
の
た
め
に
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
く
。
 

・
国
語
「
図
に
表
し
て
考
え
よ
う
（
思
考
ツ
ー
ル
）
」
｢地

域
の
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
｣「

自
分
の
考
え
を
発
信
し
よ
う
（
意
見
文
）
」
と
の
関

連
を
持
た
せ
る
。
 

(2
)単

元
の
目
標

 
 

・
羅
臼
町
の
よ
さ
や
問
題
点
な
ど
現
状
を
知
り
，
そ
の
解
決
策
や
未
来
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
海
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が
ら
考
え
提
案
す
る
。（

総
括
目
標
）

 
 (3

)評
価
規
準

 

知
識
・
技
能
 

思
考
・
判
断
・
表
現
力
等
 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
 

〇
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
，
未
来

の
羅
臼
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
す
る
た
め
の
課
題

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

〇
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
物
に
ま
と
め
，
相
手

に
分
か
り
や
す
く
発
表
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通

し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

〇
自
分
が
羅
臼
町
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
生
き
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
，
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(4
)活

動
計
画

 

次
 

主
な
学
習
内
容

 
備
考

 

１
 

６
年
間
学
ん
で
き
た
知
床
学
（
海
洋
教
育
）
を
振
り
返
ろ
う
①

 

・
１
年
生
で
は
・
・
・

 

・
自
分
た
ち
と
今
年
度
各
学
年
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
取
り
組
む
予

定
の
こ
と
を
尋
ね
に
行
く
計
画
を
立
て
る
。

 

・
活
動
ご
と
の
ね
ら
い
も
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
、
自
身
の
成
長
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
し
、
誇
り

を
持
っ
て
発
表
ま
で
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

・
ど
ん
な
学
習
を
す
る
の
か
、
今
年
度
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
。（

全
道
発
表
会
）

 

・
今
ま
で
の
自
分
た
ち
の
写
真
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
す
る
。

 

【
知
・
技
】
自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
た
海
洋
学
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
後
の
学
習
の
見
通
し
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
。

 

１
～
３

 
説
明
会
の
準
備
を
し
よ
う
①

 

・【
国
語
 
図
に
表
し
て
考
え
よ
う
】
な
ど
の
学
習
を
生
か
し
、
思
考

ツ
ー
ル
を
使
用
し
な
が
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
考

え
る
。

 

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
，
ま
と
め
る
。

 

・
発
表
原
稿
を
つ
く
る
。

 

・
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
，
写
真
デ
ー
タ
の
用
意
。

 

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

 

 【
思
・
判
・
表
】
調
べ
た
と
こ
と
や
考
え
た
こ
と
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
プ
レ

ゼ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
 

発
表
会
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
よ
う
！

 

・
５
年
生
に
、
発
表
す
る
。

 

・
パ
ソ
コ
ン
・
移
動

TV
な
ど
 

【
思
・
判
・
表
】
調
べ
た
と
こ
と
や
考
え
た
こ
と
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

５
 

よ
り
良
い
町
に
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

 

・
羅
臼
の
現
状
を
交
流
す
る
。

 

・
現
状
か
ら
自
分
た
ち
が
解
決
で
き
そ
う
な
こ
と
絞
る
。

 

・
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
調
べ
、
ま
と
め
る
計
画
を
す
る
。

 

【
知
・
技
】
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
，
未
来
の
羅
臼
町
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て
提
案
す
る
た
め
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

６
～
１
１

 
提
案
す
る
準
備
を
し
よ
う
。

 

・
取
材
の
準
備
（
取
材
場
所
な
ど
）

 

・
図
や
表
な
ど
必
要
な
資
料
の
収
集

 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
決
め
る
。
 
 

 

・
取
材
・
作
業

 

取
材
場
所

 
郷
土
資
料
館
・ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・羅
臼
漁
協
・羅
臼
ダ
イ
ビ
ン
グ
企
画

 
羅
臼
町
役
場
観
光
課

 
 
 
な
ど

 

 

・
グ
ル
ー
プ
は
２
～
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
情
報
を
集
め
た
り
、
実
際
に
活
動
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

・
思
考
ツ
ー
ル
や
敬
語
の
学
習
と
関
連
付
け
指
導
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
取
材
の
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
を
と
ら
せ
る
な
ど
の
活
動
を
い
れ
る
と
よ
い
。

 

 【
思
・
判
・
表
】
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
物
に
ま
と
め
，
相
手
に
分
か
り
や
す
く
発
表

し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】

 

 
自
分
が
羅
臼
町
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
 

１
２

 
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
た
自
分
た
ち
の
意
見
を
提
案
し
よ
う
！

 

・
P

o
w

e
rP

o
in

t
を
使
用
し
た
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
を

使
い
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
意
見
を
提
案
す
る
。

 

 ・
学
習
の
ふ
り
か
え
り
を
す
る
。

 

・
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
方
や
役
場
職
員
な
ど
に
声
を
か
け
、
提
案
を
聞
い
て
も
ら
う
。
 

・
参
観
日
と
合
わ
せ
て
保
護
者
の
方
に
も
聞
い
て
も
ら
え
る
と
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
 

【
知
・
技
】
分
た
ち
の
地
域
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
，
未
来
の
羅
臼
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
提
案
す
る
た
め
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
思
・
判
・
表
】
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
物
に
ま
と
め
，
相
手
に
分
か
り
や
す
く
発
表

し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】

 

自
分
が
羅
臼
町
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
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オホーツク海地域 羅臼町立春松小学校１年生「知床学（海洋教育）」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「きせつといきものとなかよし２～あき・ふゆのいきものとなかよくなろ

う」 （１６時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

秋の自然を諸感覚を使って観察したり，自然物を使って遊んだり，遊びの楽しさを身近な人と伝え

合ったりすることを通して，秋の特徴や，春や夏との違いを見付け，それらを使って遊ぶ方法を考

えたり，遊びを楽しく工夫したりすることができ，秋の自然遊びの楽しさや，自然の面白さや不思

議さなどについて気付き，生活上必要な技能や習慣を身に付け，遊びや生活を楽しく創りだすこと

ができるようにする。 

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

①  秋の自然遊びの楽しさ

や，自然の面白さや不

思議さなどについて気

付き，生活上必要な技

能や習慣を身に付けて

いる。 

①  秋の特徴や，春や夏と

の違いを見付け，それ

らを使って遊ぶ方法を

考えたり，遊びを楽し

く工夫したりしている

。 

①  自然物を使って遊ぶも

のを作ったり，友達と

遊んだり，その楽しさ

を伝え合ったりして，

遊びや生活を楽しく創

り出そうとしている。 

 

４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

あきを見つけ

にいこう  

（３時間）  

○野原や公園で秋の自然を観

察したり、木の実や落ち葉を

集めたり、自然を利用して遊

んだりする。  

・夏に見かけた虫はどうなっ

ているかな。  

・落ち葉があったよ。  

 

①   

 

 

 

 

①   

 

①   

 

☆幼稚園と連携し

て、幼稚園時代

にどのような活

動をしたのか連

携をとる。  

 

かざってなに

いれよう  

（２時間）  

 

 

〇秋を見つける活動で集めた

宝物（木の実や落ち葉など）

をいれ箱を作ったり、作品を

見あったりする。  

・拾ったどんぐりを入れたい

な。  

・どんな飾りをつけようかな  

①  

 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

図工の学習と関

連付ける。  
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たからもので

あそぼう（６

時間）  

○集めた木の実や落ち葉の特

性を生かして、簡単な遊びを

楽しむ。  

・どんぐりごまをつくってみ

たいな。  

・まつぼっくりでけん玉を作

ろうかな。  

①  

 

 

 

①  

 

 

 

①  

 

 

 

生活科の教科書

や本を見て、お

もちゃの作り方

を参考にする。  

みんなでたの

しもう（５時

間）  

〇木の実や落ち葉を使って遊

んだ楽しさを身近な人につた

える活動をする。  

・おうちの人に、けん玉をや

てもらいたいな。  

・しょうたいじょうをつくっ

てみたいな。  

①  

 

①  

 

①  

 

☆保護者や園児

に協力してもら

う。  

絵や文などで、

単元を振りかえ

る。  

 

 

５ 本時の目標 

○箱の模様やつくった飾り、入れるものから感じたこと、想像したことから、表したいこ

とを見つけ、好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのよ

うに表すかについて考える。 

○楽しく箱を飾って入れ物をつくる学習活動に取り組み、作り出す喜びを味わうととも

に、形や色などにかかわり楽しい生活を創造しようとする。 

                       （４・５／１６時間） 

 

６ 評価規準 

・秋の特徴や，春や夏との違いを見付け，それらを使って遊ぶ方法を考えたり，遊びを楽しく工夫した

りしている。（思①） 

・自然物を使って遊ぶものを作ったり，友達と遊んだり，その楽しさを伝え合ったりして，遊びや生活

を楽しく創り出そうとしている。（主体的①） 

 

７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

１ ０

分 

 

〇何を入れたいか考えながら、楽しい入れ物を思い浮

かべる。 

・拾ったどんぐりや落ち葉を入れたいな。 

・木の実をたくさん入れられるように、箱の中に部屋

をたくさん作りたいな。 

☆  

 

 

 

〇入れるものに合う形や色を考えながら、飾り方を工

夫してつくる。 

※材料にあった接

着剤を使うように
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６ ０

分 

 

 

〇紙や身近材で試行錯誤しながら飾る。 

・運べるように、ひもをつけよう。 

・リボンをつけたいな。 

・落ち葉が入る大きさにしよう。 

指示をする。 

 

 

 

 

 

２０

分 

 

 

○自分や友だちの作品を見て、面白さや楽しさを感じ

取る。 

・いろいろな色の飾りをつけたんだね。 

・お花を入れるから、お花の飾りをつけたんだね。 

・飾る場所によって、材料を変えたんだね。 

※出来上がった作

品を見せ合いなが

ら交流させる。 

 

 

 

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 国語「 見つけたよ、いきもののひみつ 」 

  ○ 図工「 ちょきちょきかざり 」 
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オホーツク海地域 羅臼町立春松小学校２年生 「知床学（海洋教育）」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「目指せ 羅臼生き物はかせ」 （１５時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

生き物を育てる活動を通して，生き物を大切に育てるために必要なことを考え

たり，飼い方や育て方などの情報を本や図鑑などで調べたりすることができ，

生き物も自分と同じように成長し，生命をもっていることに気付き，生き物へ

の親しみをもって，それらの生命を大切に感じながら育てることができるよう

にする。  

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

①生き物も自分たちと

同じように成長し，

生命をもっているこ

とに気付き，生活上

必要な習慣や技能を

身に付けている。  

①生き物たちが住んで

いた環境から，飼育

環境や世話の仕方に

ついて考え，生き物

の生態や形態を自分

なりの表現方法で表

現している。  

①飼育している生き物

の生息環境や生態・

成長の様子などに関

心をもって関わり，

大切にしようとして

いる。  

 

４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

生き物を観察し

に行こう 

（２時間） 

〇校庭や公園へ出かけ，身の回

りで見つけた生き物をつかま

えたり，観察したりする。  

・オタマジャクシがいるよ。  

・メダカが泳いでいるね。  

〇生き物の生態や，すみか・エ

サなどについて気付いたこと

を話し合う。  

①  

 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物をかって

みよう 

（計画・準備  

：２時間）  

   ↓ 

その後も継続し

て飼育  

〇生き物に合ったすみかやエサ

を調べ，準備し，飼育する。  

・水槽の水は，毎日取り換えよ

う。  

・エサは，少なめが良いかな。  

〇『見つけた不思議』を，カー

ドに記録する。  

 

 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

①  
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もっと知りたい

な  

（３時間）  

〇図書館の本や図鑑で調べたり

，インタビューをしたりして

，『見つけた不思議』につい

て考える。  

・メダカはメスとオスを同じ水

槽に入れないと，たまごが生

まれないのだな。  

・オタマジャクシは，成長する

につれて，足が生えてくるん

だね。  

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

※他教科（国語・

理科等）との兼

ね合いから，イ

ンタビューは３

年生と６年生に

依頼する。  

 

 

 

生き物のことを

つたえ合おう  

（６時間）  

〇生き物について調べたことを

，「生き物クイズ」にして，

友達と紹介し合う。  

・メダカについて，知らなかっ

たことを知ることができた。  

・オタマジャクシとカエルは，

すみかが違うんだね。  

①  

 

①  

 

①  

 

※国語の学習と関

連付ける。  

何を感じたかな  

（２時間）  

〇生き物を育ててみて，思った

ことや感じたこと，自分自身

の成長などについてふりかえ

る。  

・生き物も自分と同じように大

切な生命をもっている。  

・他の生き物についても調べて

みようかな。  

〇生き物をその後どうするのか

話し合う。  

・このまま育ててみようかな。  

・自然にかえしてあげたほうが

良いのではないかな。  

①  ①  ①  ※道徳の学習と関

連付ける。  

 

５ 本時の目標 

  生き物の形態や生態に関心をもち，生き物たちが住んでいた環境から，飼育環境

や世話の仕方について考える。（３／１５時間） 

 

６ 評価規準 

 ・生き物たちが住んでいた環境から，飼育環境や世話の仕方について考えている。

（思・判・表①）  

・飼育している生き物の生息環境や生態・成長の様子などに関心をもって関わり，    

大切にしようとしている。（主体的①）  
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７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

10分 

 

 

 

〇生き物のすみかやエサについて話し合う。  

・どんなおうちが良いかな？  

・何を食べて育つのかな？  

・３年生が去年育てていたから，聞いてみたいな。  

※どんなところに

住んでいたかを

想起させる。  

※成長のために，

「すみか」と「

エサ」が必要に

なることを気付

かせる。  

 

 

30分 

 

 

〇飼い方について，図鑑や本を見たり，インタビュ

ーをしたりして調べる。  

・水は，毎日とりかえる必要があるね。  

・水の温度は，冷たすぎないほうがよいね。  

・専用のエサを買わなくてはいけないね。  

・水槽に，草を入れると良いんだね。  

 

〇調べた結果を共有する。  

 

 

☆司書の先生に，

図鑑や図書の選

定を事前に依頼

しておく。  

 

 

 

５分 

 

 

〇学習を振り返り，次時への見通しをもつ。  

・水槽と草をじゅんびしよう。  

・エサを先生に買っておいてもらおう。  

・ポスターを作って，みんなでお世話ができるよう

にしよう。  

・エサやりの担当を決めよう。  

※調べたことをも

とに，自分たち

で計画を立てて

いけるようにす

る。  

 

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 国語「生き物クイズを作ろう」 

 〇 国語「図書館で本を探そう」 

  ○ 生活「生き物はかせ」 

 〇 生活「稚魚放流式 （町の方と連絡調整が必要）」 
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オホーツク海地域 羅臼町立春松小学校３年生「知床学（海洋教育）」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「発見！羅臼の良いとこすごいこと」 （１４時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

●地域の産業の様子を，人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，

地図帳などの資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにす

る。 

●地域の産業の特色や意味，人々の生活との関連を考える力や，考えたことを表現する

力を養う。 

●学習問題を追究・解決するために，地域の産業の様子について意欲的に調べ，特色や

相互の関連，意味について粘り強く考えたり，調べたことや考えたことを表現しよう

したりする主体的な学習態度を養う。 

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

② ・生産の仕事の種類

や工場がある場所の

分布，仕事の工程な

どについて見学・調

査したり地図などで

調べたりして，必要

な情報を集め，読み

取り，生産に携わっ

ている人々の仕事の

様 子 を 理 解 し て い

る。 

③  ・調べたことをノー

トにまとめ，生産の

仕事は，地域の人々

の生活と密接な関わ

りをもって行われて

いることを理解して

いる。 

④ ・販売の仕事は，消費

者の多様な願いを踏

まえ売り上げを高め

るよう，工夫して行

われていることを理

解している。 

② ・生産の仕事の種類

や工場がある場所の

分布，仕事の工程な

どに着目して，問い

を見いだし，生産に

携わっている人々の

仕事の様子について

考え表現している。 

③  ・生産の仕事の種類

や工場がある場所の

分布，仕事の工程な

どと地いきのくらし

を比較・関連付けた

り，わかったことを

総合するなどして地

域の人々の生活との

関連を考えたり，学

習したことをもとに

社会への関わり方を

選択・判断したりし

て，適切に表現して

いる。 

④ ・消費者の願い，販売

の仕方，他地域や外

②  ・羅臼でつくられて

いるものに興味・関

心をもち，それにつ

いて意欲的に調べよ

うとしている。 

③  ・地域に見られる生

産の仕事について，

予想や学習計画を立

てたり，見直したり

して，主体的に学習

問題を追究し，解決

しようとしている。 

④  ・地域に見られる販

売や生産の仕事につ

いて，主体的に問題

解決しようとしてい

る。 
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⑤ ・生産の仕事は，地域

の人々の生活と密接

な関わりをもって行

われていることを理

解している。 

 

国との関わりなどに

着目して，販売に携

わっている人々の仕

事の様子を捉え，そ

れらの仕事に見られ

る工夫を考え，表現

している。 

⑤  ・仕事の種類や産地

の分布，仕事の工程

などに着目して，生

産に携わっている人

々の仕事の様子を捉

え，地域の人々の生

活との関連を考え，

表現している。 

 

 

４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

発見！  

羅臼のくらし  

 

 

（８時間）  

 

 

 

 

○ふるさと給食の食材から羅臼

の漁業に目を向ける。  

・サケやコンブ，イクラは有

名だね。  

・ふるさと給食には，お父さ

んやおじいちゃんが獲った魚

があるよ。  

・羅臼は，色々な魚がとれる

よね。  

②   

 

 

 

 

 

①   

 

 

 

 

 

②   

 

 

 

 

 

※給食献立表を

用意し，羅臼の

マークがついて

いるふるさと給

食を確認する。  

※インターネッ

トで市場の様子

やセリについて  

事前に調べる。  

〇羅臼でとれた魚について調

べるために市場見学。  

・羅臼では，たくさんの魚が

とれているね。  

・セリによって値段がつけら

れているね。  

・セリにかけられた魚は加工

場などに運ばれるね。  

・加工場に運ばれた魚はどう

なるのかな。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆羅臼漁協に依

頼文書送付  

※見学当日の市

場状況について

確認する。  
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〇市場で見学したことをもと

に，加工場の方に質問するこ

とを考えよう。  

 

 

 

③   

 

③   

 

④   

 

工場ではたら

く人と仕事  

（６時間）  

○水産加工場の方にインタビュ

ーし，市場から加工場に運ばれ

た魚がどのように売られるのか

教えてもらう。  

・３枚おろしにして冷凍し，  

お店に運ばれるね。  

・珍味に加工されるね。  

・全国に運ばれるね。  

〇羅臼の漁業についてまとめ

よう  

⑤   

 

 

 

 

 

 

 

③   

⑥   

 

 

 

③  ☆加工場での仕

事内容や魚がど

のように製品に

なるのか，加工

場の方に説明し

ていただく。  

※社会科の内容

とリンクさせる

。  

 

 

５ 本時の目標 

〇市場見学を通して，羅臼の海でとれた魚が，どのように売られていくのか理解を深める。 

                     （３・４／１４時間） 

６ 評価規準 

生産の仕事の種類や工場がある場所の分布，仕事の工程などと地いきのくらしを比較

・関連付けたり，わかったことを総合するなどして地域の人々の生活との関連を考え

たり，学習したことをもとに社会への関わり方を選択・判断したりして，適切に表現

している。（思考・判断・表現②） 

 

７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

15 

分 

〇市場の魚を見学し，羅臼でとれた魚の種類について

知る。 

・トラックで魚が運ばれてくることを知る。 

・運ばれてきた魚は，重さを量ったり，生産者の名前

が書かれた紙がはってあることを知る。 

☆市場の方にセリ

が行われる前の状

況について説明し

ていただく。  

 

 

 

10分 

 

 

〇セリや仲買人について知る。 

・仲買人は，番号の書かれた帽子をかぶっていること

を知る。 

〇質問タイム 

・魚の種類や羅臼で一番とれている魚の種類など。 
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４０

分 

 

 

○セリの様子を見学する。 

・たくさんの人が集まっているね。 

・真剣だね。 

・早口でよくわからない。 

・仲買人が買った魚に紙を貼っているね。 

・たくさんの種類の魚があるのに全部売れているね。 

 

※ 

 

 

 

 

１０

分 

〇質問タイム 

・売り上げはどのくらいなのか。 

・一番高く売れた魚は何か。 

・仲買人が買った魚は，どのように運ばれるのか。 

・買われた魚に貼っている紙は何か。 

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 国語「 取材して伝えよう 」 

  ○ 社会「 工場ではたらく人と仕事 」 

  

198



オホーツク海地域_羅臼町立春松小学校_4 年生_科目「海洋学」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「羅臼のいいとこ再発見！」 （13 時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

・・・羅臼の自然のことについての理解を深め，その良さに気づくことで，郷土を大  

切にしようとする心情を育てる。 

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

①羅臼の魅力を改めて調

べる中で，知床の自然

と自分たちの暮らしと

の関係性について理解

することができる。 

①世界遺産知床の自然や

動物について探究的活

動を通し，学習したこ

とや発見したことを自

分の思いを取り入れ表

現することができる。 

①知床の自然や動物のこ

とを知り，自分たちに

できることを考え，広

めようとする。 

 

４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 羅臼に住む生き

物にはなにがいる

だろう。 

（２時間） 

○羅臼でみられる動物や自然について

考える。 

〇自分が調べたいテーマを決める。 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※羅臼の自然の魅力を

観光客や羅臼に住んで

いる人に伝えるという

ことを意識させる。 

 自分の選んだテ

ーマについて調べ

よう。 

（５時間） 

○インターネッとや本を活用して自分

の決めたテーマについて調べる。 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調べたことをパ

ンフレットにまと

めよう。 

（３時間） 

○調べたことをパンフレットにまとめ

ていく。 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表に向けて練

習しよう。 

（２時間） 

〇聞き手に発表が伝わるように練習を

する。 

  ①   

調べたことを

発表しよう。  

（１時間）  

〇自分が調べたことを発表する。  

 

 

 

 

 

①  

 

※参観日で発表し

た。  

 

199



５ 本時の目標 

  ・・・・（1／13 時間） 

 

６ 評価規準 

  ・・・・羅臼の自然について考え，観光客や羅臼に住んでいる人たちに伝えたほうが   

よい魅力について友達の発表から理解を深めている。（知①） 

 

７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

5分 

〇羅臼の魅力にはなにがあるか考える。 

・自然 

〇本時の学習課題を知る。 

「羅臼の自然のみりょくを探そう」 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

〇各自でワークシートにどのような自然の魅力があるのか

を考え書く。 

・シカ 

・シャチが見られる。  

・ヒグマがいる。  

・オオワシも見られる。  

〇観光客に紹介したい羅臼の自然について考える。  

・シカは他でも見られると思う。  

・シャチは観光船でも見ることができるから紹介した

い。  

・ヒグマと出会ってしまった時の注意点を伝えたい。  

 

 

 

 

 

 

※観光客や羅臼に住ん

でいる人たちが知りた

いと思うのはどのよう

なものかということを

考えさせる。 

 

 

15分 

〇ワークシートに書いたことを発表し，交流する。 

・海の生き物のことを考えていたけど，空にいる生き物も

紹介できそうだ。 

・他の場所ではあんまり見ることができないけど，羅臼で

あればよく見ることができる動物がたくさんいるな。 

 

 

５分 

〇本時のまとめをする。 

〇次時での活動内容を確認する。 

・自分が調べていくテーマを考えたい。 

 

 

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 国語「『不思議ずかん』を作ろう」 

  ○ 総合的な学習の時間「プレゼンテーションの仕方を学ぼう」 
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オホーツク海地域 羅臼町立春松小学校５年生「知床学（海洋教育）」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「知床の自然を守る～意見文を書こう」 （１３時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

羅臼町の自然を守る取り組みや水産業の現状を知り、羅臼町の自然を守るため

に自分たちができることを考え、意見文にまとめることができる。  

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

⑥  水産物の種類や分布

，生産の工程，人々

の協力関係，技術の

向上，輸送，価格や

費用，生産量の変化

などについて，地図

帳や統計などで調べ

て，必要な情報を集

め，読み取り，水産

業の概要や水産業に

関わる人々の工夫や

努力を理解している

。 

⑦  調べたことを文や表

などにまとめ，水産

業は自然条件を生か

して営まれているこ

とや，水産業に関わ

る人々は生産性や品

質を高めるよう努力

したり輸送方法や販

売方法を工夫したり

して，良質な食料を

消費地に届けるなど

，食料生産を支えて

いることを理解して

いる。 

⑧  羅臼の自然について

理解を深めている。 

⑥  水産物の種類や分布

，生産の工程，人々

の協力関係，技術の

向上，輸送，価格や

費用，生産量の変化

などに着目して，問

いを見いだし，水産

業の概要や水産業に

関わる人々の工夫や

努力について考え表

現している。 

⑦  水産業に関わる人々

の様々な工夫や努力

を総合して，それら

の人々の働きを考え

たり，学習したこと

をもとにこれからの

水産業の発展につい

て考えたりして，適

切に表現している。 

⑧  羅臼の自然について

理解を深め，自分の

考えを持っている。 

⑤  我が国の水産業につ

いて，予想や学習計

画を立てたり，見直

したりして，主体的

に学習問題を追究し

，解決しようとして

いる。 

⑥  学習したことをもと

にこれからの水産業

の発展について考え

ようとしている。 

⑦  羅臼の自然について

理解したことをまと

めようとしている。 
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４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

水産業のさか

んな地域  

（５時間）  

○日本の水産業の課題や工夫

や努力を調べる。  

・日本全体で漁獲量が減って

いるんだね。  

・農業と一緒で働き手も少な

くなっているよ。  

・養殖は安定して収穫できる

んだね。  

④   

⑤   

 

 

 

 

②   

②  

 

 

 

 

 

⑦   

⑧   

 

 

 

 

※水産試験場の

方に  地域の海

に住んで  いる

生き物の説明  

をしていただく

。  

 

 

くま学習  

（３時間）  

 

 

 

〇知床の自然の現状について

知る。  

 ・くまが人里に現れる原因

は人間が悪いんだね。  

 ・不法投棄があるなんて知

らなかった。  

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ビジターセン

ターや役場の方

に羅臼町の自然

やクマについて

説明していただ

く。  

さけ学習  

２時間  

○漁業組合の方に羅臼町の漁

業の現状について教えてもら

う。  

・やはり、漁獲量が減ってき

ているんだね。  

・養殖漁業も始めているんだ

。  

⑨   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆漁業組合の方

に、羅臼の現状

について説明し

ていただく。  

 

 

 

意見文を書こ

う。  

（３時間）  

〇羅臼町の自然を守るために

自分たちの意見をまとめよう

。  

・白神山地のように人が入れ

ない場所を増やさないといけ

ない。なぜなら・・・  

 

 

③  

 

③  

 

国語「白神山地

の提言」で書い

た意見文を参考

に学習を進める

。  
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５ 本時の目標 

〇ビジターセンターでは、知床の自然を守るためにどのような取り組みをしているのか話

を聞き、理解を深める。 

〇クマ学習を通し、クマを守る取り組みやクマと共存するために必要なことについて理解

を深める。                       （６・７／１３時間） 

６ 評価規準 

  羅臼町のクマや自然について理解を深めている。（知識・技能③） 

 

７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

３ ０

分 

 

 

 

ビジターセンターの方々からお話を聞き、ビジターセ

ンターがどのような活動をしているのか、クマが人里

に現れる理由について知る。 

○クマの生態について知る。 

〇クマの食べ物や性格について知る。 

・肉以外にもたくさんの物を食べているんだな。 

☆ビジターセンタ

ーや役場の方に羅

臼町の自然やクマ

について説明して

いただく。  

 

 

 

５ ０

分 

 

 

〇実際のクマの骨や毛皮,糞を見て理解を深める。 

・クマの食べているものは色々あるね。 

・クマが人間の生活圏に入ってくるのは、人のせいだ

ったのか。 

〇質問タイム 

・植林などはしていないんだね。 

・観光客への呼びかけなどもしているんだね。 

 

 

 

 

 

 

 

１０

分 

 

 

学習を振り返ろう 

○学習を振り返り、新たな課題に気付 

・クマを守るためにも人が入れない場所をしっかり作

らなければいけないと思う。 

・羅臼の自然を守るためには、もっと、羅臼のことや

クマのことを知ってもらわないといけないと思う。 

※今回学んだこと

を基に、自分の意

見を簡単にまとめ

る。 

 

 

 

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 国語「 白神山地からの提言 」 

     「 町じまんを紹介しよう 」 

  ○ 社会「 水産業のさかんな地域 」 
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オホーツク海地域羅臼町立春松小学校６年生「知床学（海洋教育）」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「羅臼町を津波から守る～プレゼンを作ろう」 （１８時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

東日本大震災の事例をもとに、津波から羅臼を守るために自分たちができることを考

え、町に提案するプレゼンにまとめることができる。 

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

①  東日本大震災の死

因が津波によるも

のだということを

理解している。  

②  津波の種類につい

て知り、羅臼町と

津波の密接な関係

について理解を深

めている。  

①  自治体の職員の方

から話を伺うため

に、自分が尋ねた

いことを、敬意を

表す言い方を用い

て原稿にまとめ、

表現している。  

②  羅臼町、他自治体

の取り組みから有

効な津波対策を見

出し、適切に表現

している。  

③  津波対策について

理解を深め、自分

の考えをもってい

る。  

①  自治体の取り組み

について伺ったこ

とから羅臼町の津

波対策に結びつけ

て考えようとして

いる。  

②  学習したことをも

とにこれからの羅

臼町の対策につい

て考えようとして

いる。  
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４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

災害から私たち

を守る 

（２時間） 

〇東日本大震災の被害につい

て知る。  

・地震で亡くなる人よりも津

波が原因でなくなっている人

の方が多い。  

・津波が来ても泳げば逃げら

れると思っていたけど、黒い

津波は簡単に逃げられないこ

とがわかった。  

①  

 

 

 

 

 

 

 

☆震災を経験した

方から当時の状

況について話を

伺う。  

津波学習  

（２時間）  

〇津波がどのように起こるか

知る。  

・羅臼町にも津波はくるのだ

ね。  

・地震の波と風の波では全然

ちがう。  

②  

 

 

 

 

 

 

☆北海道教育大学

釧路校の方に津

波発生実験を行

っていただく。  

敬意を表す言

い方  

（３時間） 

〇敬意を表すいい方を知り、

各自治体の対策を伺う。  

・町全体で避難訓練をしてい

るのだね。  

・羅臼町はやってないことだ

ね。  

 ①  ①  ☆東日本大震災で

被災した自治体

の職員に津波対

策について電話

で話を伺う。  

地域の防災につ

いて話し合おう 

（５時間）  

〇津波がきたときどうしたら

命を守れるか調べ、パネルデ

ィスカッションを通して話し

あう。  

・日頃の備えが大切。  

・防潮堤を作ったらいいと思

う。  

・ハザードマップを見直さな

ければならない。  

 

 

②  

 

 

 

 

 

学習してきたこ

とを発表しよう 

（６時間） 

〇津波から羅臼町を守るため

に、町へ提案するプレゼンを

作ろう。  

・津波が来るまでの時間をか

せぐために防潮堤を作る。  

・避難誘導の看板を作る。  

 ③  ②  ※パワーポイン

トにまとめる。  

☆羅臼町役場職員

の方にプレゼン

を聞いていただ

く。  
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５ 本時の目標 

 〇津波の仕組みやその被害について理解し、自らの命を守るために自分で判断し、行動

できる力を育てる。（３・４／１８時間） 

 

６ 評価規準 

津波の種類について知り、羅臼町と津波の密接な関係について理解を深めている。（知②） 

 

７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

20分 

 

 

 

〇津波の種類やどのように発生するか知る。 

・押し波と引き波がある。 

・プレートがずれることによって地震が起きる。 

 

☆北海道教育大学

釧路校の方に津波

の説明を行ってい

ただく。  

 

 

60分 

 

 

○津波発生実験から、津波について理解を深める。 

・地震の波と風の波では全然ちがう。  

・国後島は守ってくれず、羅臼町にも津波はくるの

だね。  

〇地震と津波に関する寸劇を見る。  

〇質問タイム  

 

☆北海道教育大学

釧路校の方に津波

発生実験を行って

いただく  

 

 

 

10分 

 

 

学習を振り返ろう 

○学習を振り返り、新たな課題に気付く 

・海、川から遠く、高いところになるべく早く逃げな

ければいけない。 

・親にも津波の危険性を伝えたい。  

※今回学んだこと

をもとに、自分の

意見を簡単にまと

める。  

 

 

８ 他教科等との関連 

 ○ 理科「変わり続ける大地」 

  ○ 総合的な学習の時間「学習してきたことを発表しよう」 

 〇 国語「地域の防災について話し合おう」、「敬意を表す言い方」 

 〇 社会「災害から私たちを守る」 
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の
分

析
4

・
近

似
値

と
有

効
数

字
1

１
章

正
負

の
数

・
乗

法
と

除
法

10
・

章
の

問
題

演
習

1
・

文
字

式
の

利
用

6
・
１
次
方
程
式
の
利
用

3
・

章
の

問
題

演
習

1
・
比
例
と
反
比
例
の
利
用

2
・

基
本

の
作

図
8

・
立
体
の
見
方
と
調
べ
方

9
・

章
の

問
題

演
習

1
・

累
積

度
数

6
・

章
の

問
題

演
習

1

・
正

負
の

数
4

２
章

文
字

と
式

・
章

の
問

題
演

習
1

４
章

比
例

と
反

比
例

・
章

の
問

題
演

習
1

・
お

う
ぎ

形
3

・
立
体
の
体
積
と
表
面
積

2
７
章
資
料
の
分
析
と
活
用

・
資

料
の

活
用

2
・

１
年

生
の

総
復

習
6

・
加

法
と

減
法

6
・

文
字

を
使

っ
た

式
6

３
章

方
程

式
・

関
数

3
５

章
平

面
図

形
・

章
の

問
題

演
習

1
・

資
料

の
分

析
2

・
文

字
式

の
計

算
3

・
方
程
式
と
そ
の
解
き
方

2
・

比
例

8
・

図
形

の
移

動
4

６
章

空
間

図
形

・
反

比
例

1
・

い
ろ

い
ろ

な
立

体
2

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
物

質
の

区
別

7
気

体
の

性
質

4
水

溶
液

の
性

質
2
物
質
の
状
態
変
化

1
根
茎
葉
と
水
の
ゆ
く
え

6
葉

と
日

光
5

光
の

性
質

6
音

の
性

質
1

力
の

は
た

ら
き

2
火

山
活

動
と

火
成

岩
5

地
震

と
大

地
の

変
化

7
大

地
の

歴
史

と
地

層
6

気
体

の
性

質
2

水
溶

液
の

性
質

5
物

質
の

状
態

変
化

7
生

物
観

察
4

植
物

の
仲

間
5

音
の

性
質

3
力

の
は

た
ら

き
11

火
山

活
動

と
火

成
岩

7
地

震
と

大
地

の
変

化
1

花
の
作
り
と
は
た
ら
き

4
光

の
性

質
2

9
9

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

7
6

ク
マ

学
習

3
ク

ル
ー

ジ
ン

グ
体

験
6

セ
リ

見
学

4
ま

と
め

学
習

5
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
発

表
会

3
地

震
と

大
地

の
変

化
2

人
々

の
生

活
と

環
境

2
　

　
調

理
体

験
4

ま
と

め
発

表
6

　
　

　
　

友
達
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
く

3

　
P
r
o
g
r
a
m
 
7

2

　
　

　
　

　
　

L
e
t
'
s
 
s
t
a
r
t

3
P
r
o
g
r
a
m
 
２

1
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

1
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
 
1

7
P
U
4

1
P
r
o
g
r
a
m
 
６

2
P
r
o
g
r
a
m
 
8

8
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
　

２
8

P
U
9

1
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
 
3

8
P
r
o
g
r
a
m
 
1
1

8
英

語
の

し
く

み
④

3

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
3

単
語

・
文

の
書

き
方

1
曜

日
と

天
気

1
P
U
3

1
英

語
の

し
く

み
①

1
W
W
3

1
P
U
7

2
P
r
o
g
r
a
m
 
9

8
英

語
の

し
く

み
③

1
P
U
1
1

2
復

習
5

c
l
a
s
s
r
o
o
m
 
E
n
g
l
i
s
h

1
数

の
言

い
方

2
P
U
2

1
P
r
o
g
r
a
m
 
5

4
P
r
o
g
r
a
m
 
６

6
P
r
o
g
r
a
m
 
7

6
P
U
8

2
P
r
o
g
r
a
m
 
1
0

8
英

語
の

し
く

み
④

2

P
r
o
g
r
a
m
 
２

5
P
r
o
g
r
a
m
 
３

8
P
r
o
g
r
a
m
 
４

8
P
U
5

2
P
U
1
0

2

M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
 
1

1
P
U
6

2

英
語

の
し

く
み

②
1

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
4

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1
歌
唱
「
夏
の
思
い
出
」

4
歌
唱
「
夏
の
思
い
出
」

1
鑑

賞
「

魔
王

」
4

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

3
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

4
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

4
鑑

賞
「

モ
ル

ダ
ウ

」
3

器
楽

「
リ

コ
ー

ダ
ー

」
4

創
作
「
旋
律
を
工
夫
し
て
表
現
し
て
み
よ
う
」

3
鑑

賞
「

六
段

の
調

」
4

歌
唱

「
卒

業
式

歌
」

3

校
歌

練
習

3
歌

唱
「

赤
と

ん
ぼ

」
3

鑑
賞

「
魔

法
使

い
の

弟
子

」
1

4
4

4
4

3
4

4
4

4
3

4
3

見
て
感
じ
て
、

描
く

4
見

て
感

じ
て

描
く

1
美

し
い

構
成

と
装

飾
4

美
し

い
構

成
と

装
飾

4
楽

し
く

伝
え

る
文

字
の

デ
ザ

イ
ン

3
楽

し
く

伝
え

る
文

字
の

デ
ザ

イ
ン

2
伝
統
の
中
の
動
物
た
ち

2
暮
ら
し
に
息
づ
く
木
の
命

4
暮
ら
し
に
息
づ
く
木
の
命

4
身

近
な

も
の

を
立

体
で

表
そ

う
3

身
近

な
も

の
を

立
体

で
表

そ
う

4
身

近
な

も
の

を
立

体
で

表
そ

う
3

色
彩

の
学

習
3

伝
統
の
中
の
動
物
た
ち

2
暮
ら
し
に
息
づ
く
木
の
命

2

4
4

4
4

3
4

4
4

4
3

4
3

体
ほ

ぐ
し

運
動

4
ダ

ン
ス

6
陸

上
競

技
7

陸
上

競
技

6
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
4

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

4
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
6

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

3
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
7

跳
び

箱
5

柔
道

6
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
6

体
力
を
高
め
る

運
動

5
保

健
2

保
健

2
水

泳
3

水
泳

2
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
4

保
健

2
マ

ッ
ト

運
動

9
跳

び
箱

2
保

健
1

保
健

2

体
育

理
論

1

保

健
3

体
育

理
論

1
体

育
理

論
1

体
育

理
論

1

9
9

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

9
6

も
の
づ
く
り
の
進
め
方

3
材

料
に

つ
い

て
3

材
料

に
つ

い
て

3
木

材
に

よ
る

制
作

1
木

材
に

よ
る

制
作

1
木

材
に

よ
る

制
作

1
木

材
に

よ
る

制
作

1
木

材
に

よ
る

制
作

1
金

属
・

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
制

作
3

金
属

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

よ
る

制
作

1
金

属
・

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
制

作
1

金
属

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

よ
る

制
作

1

わ
た
し
の
成
長
と
家
族

3
わ
た
し
た
ち
と
家
族
・
家
族
と
地
域

3
健

康
と

食
生

活
3

作
品

制
作

2
作

品
制

作
1

作
品

制
作

3
作

品
制

作
2

作
品

制
作

3
作

品
制

作
1

作
品

制
作

2
作

品
制

作
1

食
品

の
保

存
と

選
択

3
食

品
の

保
存

と
選

択
2

調
理

を
し

よ
う

4
調

理
を

し
よ

う
3

調
理

を
し

よ
う

4
調

理
を

し
よ

う
3

地
域

の
食

材
と

食
文

化
2

地
域

の
食

材
と

食
文

化
3

地
域

の
食

材
と

食
文

化
2

6
6

6
6

4
8

6
8

6
4

6
4

合
計

時
数

1
0
1
5

7
0

1
3
7

社
会

1
0
3

数
学

4
5

美
術

4
5

保
健

体
育

1
0
5

1
4
0

理
科

1
0
3

技
術

・
家

庭

2
月

3
月

道
徳

3
5

3
5

総
合

的
な

学
習

の
時

間
1
9

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

1
3
8

海
洋

学
4
0

8
月

教 科特 別 活 動

月
4
月

5
月

6
月

7
月

月
4
月

5
月

6
月

7
月

1
月

2
月

9
月

1
0
月

1
1
月

青
字
　
移
行
前
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

羅
臼

町
立

知
床

未
来

中
学

校
令

和
２

年
度

【
中

１
】

　
年

　
間

　
指

　
導

　
計

　
画

　
単

　
元

　
一

　
覧

　
表

5
2

学
校

行
事

学
級

活
動

音
楽

英
語

3
月

国
語

1
2
月

207



3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

3
5

合
計

時
数

入
学
式

1
体
育
祭

14
宿
泊
学
習

10
２
学
期
始
業
式

1
学
校
祭

18
２
学
期
終
業
式

1
３
学
期
始
業
式

1
卒
業
式
準
備

2

新
入
生
歓
迎
会

1
避
難
訓
練

1
１
学
期
終
業
式

1
発
育
測
定

1
避
難
訓
練

1
発
育
測
定

1
卒
業
式

4

発
育
測
定

2
修
了
式
・
離
任
式

1

新
入
生
歓
迎
会

2

発
育
測
定

1 7
0

1
5

1
1

2
0

1
9

0
1

2
0

7
学
級
開
き

1
体
育
祭
組
織

1
学
習
計
画

1
学
級
の
振
り
返
り

1
２
学
期
個
人
目
標

1
学
習
計
画

1
学
校
祭
に
向
け
て

1
学
級
組
織

1
生
活
を
振
り
返
っ
て

1
新
年
の
誓
い

1
学
習
計
画

1
１
年
間
の
反
省

1

学
級
組
織
つ
く
り

1
体
育
祭
の
心
得

1
宿
泊
研
修
に
向
け
て

1
２
学
期
反
省

1
当
番
活
動
を
見
直
す

1
家
庭
学
習
の
す
す
め

1
学
校
祭
組
織

1
生
徒
総
会
議
案
書
審
議

1
２
学
期
の
反
省

1
３
学
期
の
目
標

1
３
年
生
を
送
る
会
取
り
組
み

2
２
年
生
に
向
け
て

1

学
級
目
標

1
学
習
計
画

1
夏
休
み
に
向
け
て

1
学
習
反
省

1
学
校
祭
反
省

1
学
習
計
画

1

個
人
目
標

1
生
徒
総
会
議
案
書
審
議

1
学
校
生
活
の
向
上

1
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

1

4
4

2
3

2
4

3
4

2
2

3
2

あ
い
さ
つ

1
私
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

1
ゴ
ー
ル

1
渡
良
瀬
川
の
鉱
毒

1
許
さ
な
い
心

1
心
で
い
た
だ
く
伝
統
の
味

1
み
ん
な
で
と
ん
だ
！

1
六
千
人
の
命
の
ピ
ザ

1
人
間
の
強
さ
・
気
高
さ

1
心
に
寄
り
添
う

1
妹
に

1
ご
め
ん
ね
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

1

ぱ
な
し
の
女
王

1
あ
の
子
の
ラ
ン
ド
セ
ル

1
左
手
で
つ
か
ん
だ
音
楽

1
私
は
十
四
歳

1
決
ま
り
を
守
る
社
会

1
田
老
の
生
徒
が
伝
え
た
も
の

1
震
災
の
中
で

1
赤
土
の
中
の
真
実

1
本
当
の
私

1
奇
跡
の
一
週
間

1
三
つ
の
命
に
つ
い
て
考
え
る

1
冬
の
使
者
「
マ
ガ
ン
」

1

住
み
よ
い
社
会

1
ど
ん
な
こ
と
で
も
で
も
相
談
し
合
え
る
仲
間
に

1
遠
足
で
学
ん
だ
こ
と

1
祭
り
の
夜

1
な
み
だ

1
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

1
今
度
は
私
の
番
だ

1
大
切
な
も
の
は
何
？

1
愛

1

四
十
七
年
に
感
謝
を
こ
め
て

1
夜

は
人

間
以

外
の

も
の

の
時

間
1

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

交
通
安
全
教
室

1
生
態
系
学
習

 
情
報
モ
ラ
ル
教
室

1
職
場
体
験
学
習

24
ま
と
め
学
習

10
中
高
合
同
講
演
会

2
薬
物
乱
用
防
止
教
室

1
生
と
性
の
学
習

2
生
と
性
の
学
習

2
生
と
性
の
学
習

2

宿
泊
学
習

6
ま
と
め
学
習
発
表

3
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会

　
食
育

2

道
東
の
自
然
と
環
境

　

1
0

0
7

2
4

1
0

5
0

1
4

2
2

虹
の
足

2
方
言
と
共
通
語

2
日
本
の
花
火
の
楽
し
み

5
ま
ち
が
い
や
す
い
漢
字

1
活
用
の
な
い
自
立
語

2
夏
の
葬
列

6
敦
盛
の
最
期
－
平
家
物
語
－

3
敬
語

2
意
見
文
を
読
み
合
う

4
類
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語
・
同
音
語

2
四

コ
マ

漫
画

か
ら

意
見

文
を

書
く

5
走
れ
メ
ロ
ス

8

タ
オ
ル

6
日
本
の
花
火
の
楽
し
み

4
新
聞
の
投
書
記
事
を
書
く

5
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

2
漢
字
の
成
り
立
ち

1
写
真
か
ら
物
語
を
創
作
す
る

4
随
筆
の
味
わ
い
－
枕
草
子
・
徒
然
草
－

3
坊
っ
ち
ゃ
ん

3
活
用
の
あ
る
自
立
語

3
レ
モ
ン
哀
歌

2
付
属
語
の
い
ろ
い
ろ

2

質
問
す
る
力
を
つ
け
る

　
点
画
の
連
続
と
省
略
１

2
学
習
を
生
か
し
て
書
く
－
行
書
の
特
徴
－

2
夢
を
跳
ぶ

4
近
代
の
短
歌

3
漢
字
の
多
義
性

1
二
千
五
百
年
前
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
孔
子
の
言
葉
－

3
水
の
山
　
富
士
山

3
学
ぶ
力

5
書
き
初
め
を
書
く

4
同
音
の
漢
字

1

図
表
を
用
い
て
提
案
す
る

　
点
画
の
連
続
と
省
略
２

2
物
語
を
読
み
解
く
ー
メ
デ
ィ
ア
の
解
釈
－

3
行
書
に
調
和
す
る
仮
名
「
い
ろ
は
歌
」

1
書
く
速
さ
を
意
識
し
て
書
く
『
走
れ
メ
ロ
ス
」

2
お
礼
の
手
紙
を
書
く

3
ガ
イ
ア
の
知
性

5
役
割
を
決
め
て
討
論
す
る

4

点
画
の
省
略
と
筆
順
の
変
化

2
行
書
と
仮
名
の
調
和
「
喜
び
の
声
」

2
文
字
の
大
き
さ
と
配
列

1
学

習
を

生
か

し
て

書
く

－
行

書
と

仮
名

の
調

和
と

配
列

－
2

話
を
聞
い
て
自
分
の
考
え
と
比
べ
る

3

さ
ま
ざ
ま
な
書
く
場
面

1
1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
経
済
の
成
長
と
幕
政
の
改
革

6
日
本
の
地
域
構
成

5
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
姿

8
近
代
世
界
の
確
立
と
ア
ジ
ア

5
開
国
と
幕
府
政
治
の
終
わ
り

1
九
州
地
方

2
中
部
地
方

5
明

治
維

新
と

立
憲

国
家

へ
の

歩
み

4
近
代
の
産
業
と
文
化
の
発
展

2
東
北
地
方

5
北
海
道
地
方

5
身
近
な
地
域
の
調
査

6

学
習
の
ま
と
め
と
表
現

2
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
姿

4
近
代
世
界
の
確
立
ア
ジ
ア

1
開
国
と
幕
府
政
治
の
終
わ
り

4
学
習
の
ま
と
め
と
表
現

2
中
国
四
国
地
方

5
明
治
維
新
と
立
憲
国
家
の
へ
の
歩
み

4
激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
と
日
清
・
日
露
戦
争

6
学
習
の
ま
と
め
と
表
現

2
北
海
道
地
方

1
身
近
な
地
域
の
調
査

4

日
本
の
地
域
構
成

1
九
州
地
方

3
近
畿
地
方

5
近
代
の
産
業
と
文
化
の
発
展

2
関
東
地
方

5

2
7

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

9
6

1
章
式
の
計
算

・
文
字
式
の
利
用

5
・

連
立

方
程

式
と

そ
の

解
き

方
5

・
連
立
方
程
式
の
利
用

1
・
1
次
関
数

6
・
1次

関
数
と
方
程
式

6
4
章
平
行
と
合
同

・
平
行
線
と
角

2
・
三
角
形

6
・
平
行
四
辺
形

6
・
平
行
四
辺
形

2
・
確
率

2

・
式
の
計
算

9
・
章
の
問
題
演
習

1
・
連
立
方
程
式
の
利
用

4
・
章
の
問
題
演
習

1
1
次
関
数
の
利
用

5
・
説
明
の
し
く
み

3
・
合
同
な
図
形

7
・
平
行
四
辺
形

3
・
章
の
問
題
演
習

1
・
章
の
問
題
演
習

1

2章
連
立
方
程
式
　

3
3
章
1
次
関
数

・
章
の
問
題
演
習

1
・
平
行
線
と
角

6
・
章
の
問
題
演
習

1
6
章
確
率

７
章
デ
ー
タ
の
比
較

・
1
次
関
数

7
5章

三
角
形
と
四
角
形

・
確
率

6
・
四
分
位
範
囲
と
箱
ひ
げ
図

2

・
三
角
形

2
・
章
の
問
題
演
習

1

9
9

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

9
6

生
物
の
細
胞
と
個
体

6
動
物
の
生
命
維
持
の
し
く
み

9
動
物
の
生
命
維
持
の
し
く
み
2

動
物
の
な
か
ま

2
分
解
と
化
合

2
物
質
の
成
り
立
ち

2
化
学
変
化
と
物
資
の
質
量

2
空
気
中
の
水
の
変
化

1
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象

4
電
流
と
電
圧

8
電
流
と
電
圧

9
電
流
と
磁
界

8

動
物
の
行
動
の
し
く
み

6
動
物
の
な
か
ま

10
生
物
の
変
遷

4
物
質
の
成
り
立
ち

6
酸
化
と
還
元

10
空
気
中
の
水
の
変
化

10
天
気
の
変
化

10
静
電
気
と
電
流

5
電
流
と
磁
界

3

分
解
と
化
合

6
化
学
変
化
と
物
質
の
質
量

4
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象

5
電
流
と
電
圧

3

1
2

9
1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
動
物
の
生
命
維
持
の
し
く
み

3
生
態
系
学
習

3
道
東
の
自
然
と
環
境

8
図
表
を
用
い
て
提
案
す
る

3
質
問
す
る
力
を
つ
け
る

1
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会

3
P
r
o
g
r
a
m
1
1

2
北
海
道
地
方

2

ま
と
め
学
習
発
表

3

P
r
o
g
r
a
m
1

9
P
r
o
g
r
a
m
2

8
P
O
W
E
R
-
U
P
3

2
P
r
o
g
r
a
m
4

8
P
r
o
g
r
a
m
5

5
P
r
o
g
r
a
m
6

7
P
r
o
g
r
a
m
7

2
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
5

1
P
r
o
g
r
a
m
1
0

5
P
r
o
g
r
a
m
1
1

2
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
6

7
P
r
o
g
r
a
m
1
2

4

P
O
W
E
R
-
U
P
1

2
P
O
W
E
R
-
U
P
2

2
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
4

9
P
r
o
g
r
a
m
5

4
P
O
W
E
R
-
U
P
4

2
P
O
W
E
R
-
U
P
5

2
P
O
W
E
R
-
U
P
6

2
P
r
o
g
r
a
m
9

9
P
O
W
E
R
-
U
P
8

2
P
O
W
E
R
-
U
P
9

2
P
r
o
g
r
a
m
1
2

5
Ex
te
ns
iv
e 
Re
ad
in
g

4

P
r
o
g
r
a
m
2

1
P
r
o
g
r
a
m
3

2
P
r
o
g
r
a
m
4

1
P
r
o
g
r
a
m
6

1
P
r
o
g
r
a
m
7

7
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
5

8
P
O
W
E
R
-
U
P
7

2
P
r
o
g
r
a
m
1
1

5
M
y
 
P
r
o
j
e
c
t
6

2

P
r
o
g
r
a
m
1
0

4

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1
歌
唱
「
浜
辺
の
歌
」

3
歌
唱
「
花
の
街
」

2
鑑
賞
「
小
フ
ー
ガ
ト
短
調
」

3
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

2
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

4
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習

3
鑑
賞
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」

2
器
楽
「
リ
コ
ー
ダ
ー
」

3
器
楽
「
リ
コ
ー
ダ
ー
」

2
器
楽
「
リ
コ
ー
ダ
ー
」

1
卒
業
式
歌
練
習

2

創
作

「
リ

ズ
ム

曲
を

つ
く

ろ
う

」
2

歌
唱
「
早
春
賦
」

1
鑑
賞
「
展
覧
会
の
絵
」

2
卒
業
式
歌
練
習

2

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

心
で
と
ら
え
た
イ
メ
ー
ジ

3
心
で
と
ら
え
た
イ
メ
ー
ジ

3
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

よ
う

3
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

よ
う

3
名
画
の
魅
力
に
迫
る

2
し
ぐ
さ
で
語
る
動
物
た
ち

4
し
ぐ
さ
で
語
る
動
物
た
ち

3
し
ぐ
さ
で
語
る
動
物
た
ち

2
手
づ
く
り
を
味
わ
う
喜
び

3
手
づ
く
り
を
味
わ
う
喜
び

2
新
鮮
な
視
点
で
と
ら
え
よ
う

3
新
鮮
な
視
点
で
と
ら
え
よ
う

2

手
づ
く
り
を
味
わ
う
喜
び

2

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

体
ほ
ぐ
し
運
動

4
ダ
ン
ス

6
陸
上
競
技

5
陸
上
競
技

6
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

4
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

4
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

6
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

7
跳
び
箱

5
柔
道

6
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

6

体
力
を
高
め
る
運
動

5
保
健

2
保
健

4
保
健

2
保
健

2
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

4
保
健

3
マ
ッ
ト
運
動

9
跳
び
箱

2
保
健

1
保
健

2

体
育
理
論

1
体
育
理
論

1
保
健

3
体
育
理
論

1

体
育
理
論

1

9
9

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

9
6

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

2
私
た
ち
の
生
活
と
生
物
育
成

1
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

1
生
物
育
成

3
動
力
の
利
用

1
動
力
の
利
用

1
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
実
際

1
動
物
の
飼
育

2
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
実
際

1
水
産
生
物
の
栽
培

1
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
実
際

3
水
産
生
物
の
栽
培

2

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

1
実
習

2
作
品
制
作

2
布
を
用
い
た
物
の
制
作

3
作
物
栽
培

1
作
品
制
作

3
作
品
制
作

2
作
品
制
作

2
作
品
制
作

2
作
品
制
作

1
商
品
の
選
択
と
購
入

1
よ

り
よ

い
消

費
生

活
の

た
め

に
1

日
常
着
の
活
用

1
日
常
着
の
手
入
れ

3
環
境
に
配
慮
し
た
衣
生
活

3
布
を
用
い
た
物
の
制
作

2
布
を
用
い
た
物
の
制
作

4
安
全
な
住
ま
い

3
安
全
な
住
ま
い

4
快
適
な
住
ま
い

家
庭
生
活
と
消
費

1
よ

り
よ

い
消

費
生

活
の

た
め

に
2

環
境
に
配
慮
し
た
生
活

1

日
常
着
の
着
用

2
商
品
の
選
択
と
購
入

1

6
6

6
6

4
8

6
8

6
4

6
4

合
計

時
数

10
15
　

羅
臼

町
立

知
床

未
来

中
学

校
令

和
２

年
度

【
中
２
】
　
年
　
間
　
指
　
導
　
計
　
画
　
単
　
元
　
一
　
覧
　
表

学
級
活
動

3
5

7月
8月

3月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

月
4月

5月
6月

特 別 活 動

学
校
行
事

1
3
8

道
徳

3
5

総
合
的
な

学
習
の
時
間

5
6

教 科

国
語

1
3
6

社
会

1
0
3

数
学

1
0
5

理
科

6
4

1
3
7

海
洋
学

2
5

音
楽

3
5

英
語

美
術

3
5

保
健
体
育

1
0
5

技
術
・
家
庭

7
0

月
4月

5月
6月

7月

青
字
　
移
行
前
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

1月
2月

3月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

208



3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

3
5

合
計

時
数

１
学
期
始
業
式

1
体
育
祭

14
１
学
期
終
業
式

1
２
学
期
始
業
式

1
学
校
祭

18
２
学
期
終
業
式

1
３
学
期
始
業
式

1
卒
業
式

4

入
学
式
準
備

1
避
難
訓
練

1
発
育
測
定

1
避
難
訓
練

1
発
育
測
定

1

入
学
式

2
修
学
旅
行

14

新
入
生
歓
迎
会

2

発
育
測
定

1 7
0

15
1

16
0

19
0

1
2

0
4

学
級
開
き

1
体
育
祭
組
織

1
学
習
計
画

1
学
級
の
振
り
返
り

1
２
学
期
個
人
目
標

1
学
習
計
画

1
学
校
祭
に
向
け
て

1
学
級
組
織

1
生
活
を
振
り
返
っ
て

1
新
年
の
誓
い

1
学
習
計
画

1
１
年
間
の
反
省

1

学
級
組
織
つ
く
り

1
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
は

1
体
育
祭
反
省

1
２
学
期
反
省

1
当
番
活
動
を
見
直
す

1
家
庭
学
習
の
す
す
め

1
学
校
祭
組
織

1
生

徒
総

会
議

案
書

審
議

1
２
学
期
の
反
省

1
３
学
期
の
目
標

1
進
路
に
向
け
て

2
卒
業
に
あ
た
っ
て

1

学
級
目
標

1
学
習
計
画

1
夏
休
み
に
向
け
て

1
学
習
反
省

1
学
校
祭
反
省

1
学
習
計
画

1

個
人
目
標

1
生

徒
総

会
議

案
書

審
議

1
学
校
生
活
の
向
上

1
進
路
へ
の
心
得

1

4
4

2
3

2
4

3
4

2
2

3
2

背
番
号
１
５
が
歩
ん
だ
道

1
無
実
の
罪

1
ぼ
く
に
も
こ
ん
な
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

1
背
筋
を
の
ば
し
て

1
ス
マ
ホ
に
夢
中
！

1
く

ち
び

る
に

歌
を

も
て

1
缶
コ
ー
ヒ
ー

1
加
山
さ
ん
の
願
い

1
伝

え
た

い
こ

と
が

あ
る

1
し
あ
わ
せ

1
受
け
つ
が
れ
る
思
い

1
そ
の
こ

1

言
葉
お
し
み

1
あ
る
日
の
午
後
か
ら

1
一
冊
の
漫
画
雑
誌

1
花
火
と
灯
ろ
う
流
し

1
あ
な
た
は
す
ご
い
力
で
う
ま
れ
て
き
た

1
人
間
の
命
と
は

1
や
り
と
り
を
や
っ
て
み
よ
う

1
埴
生
の
宿

1
よ
み
が
え
れ
日
本
海

1
お
た
が
い
の
ち
が
い
を
認
め
合
お
う

1
湖
の
伝
説

1
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

1

島
唄

の
心

を
伝

え
た

い
1

い
じ
め
か
ら
目
を
そ
む
け
な
い

1
早
朝
の
ド
リ
ブ
ル

1
私
を
支
え
て
く
れ
た
言
葉

1
ハ
ッ
チ
を
開
け
て
知
ら
な
い
世
界
へ

1
高
く
遠
い
夢

1
合
格
通
知

1
社
会
か
ら
の
無
言
の
賞
賛
を
感
じ
る
感
性

1
そ
の
子
の
世
界
、
私
の
世
界

1

好
き

な
仕

事
か

安
定

か
1

足
袋
の
季
節

1

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

交
通
安
全
教
室

1
ク
マ
学
習

　
情
報
モ
ラ
ル
教
室

1
上
級
学
校
訪
問

10
P
R
活
動
ま
と
め
・発

表
　

中
高
合
同
講
演
会

2
薬
物
乱
用
防
止
教
室

1
生
と
性
の
学
習

2
生
と
性
の
学
習

2
生
と
性
の
学
習

2

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
羅
臼
町
PR

　
上
級
学
校
訪
問
ま
と
め
・
発
表

9
羅
臼
高
校
体
験
入
学

3
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会

　
食
育

2
職
業
調
べ
学
習

3
職
業
調
べ
学
習

3

ま
と
め
学
習
発
表

2

1
0

0
1

10
9

7
0

1
4

5
5

春
に

1
広
告
を
批
評
す
る

3
話
を
聞
い
て
自
分
の
表
現
に
生
か
す

3
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ

1
文
化
と
し
て
の
科
学
技
術

6
図
表
な
ど
の
資
料
か
ら
文
章
を
書
く

4
和
歌
の
調
べ

4
最
後
の
一
句

2
初
恋

1
「

対
話

力
」

と
は

何
か

1
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
話
し
合
う

4
自
分
自
身
に

1

一
言
で
ま
と
め
一
言
か
ら
広
げ
る

1
呉
音
・
漢
音
・
唐
音

1
熟
字
訓

1
活
用
の
な
い
付
属
語

2
敬
語

1
和

歌
の

鑑
賞

文
を

書
く

3
異
字
同
訓

1
自

己
P
R
文

を
読

み
合

う
2

バ
ー

ス
デ

イ
・

ガ
ー

ル
2

自
分

の
作

品
集

を
作

る
4

言
葉
で
つ
か
ん
だ
世
界
一

1

立
っ
て
く
る
春

2
「
新
し
い
博
物
学
」
の
時
代

5
和

語
・

漢
語

・
外

来
語

1
歴
史
は
失
わ
れ
た
過
去
か

3
活
用
の
あ
る
付
属
語

2
風
景
と
心
情
―
漢
詩
を
味
わ
う
―

2
近
代
の
俳
句

2
ス
ピ
ー
チ
で
学
び
を
振
り
返
る

　
書
き
初
め
を
書
く

3
花
を
贈
る

1
四
季
の
た
よ
り
　
喜

1

私
3

無
言
館
の
青
春

2
行
書
と
仮
名
の
調
和
「
旅
立
ち
の
朝
」

3
旅
へ
の
思
い
―
芭
蕉
と
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

3
故
郷

7
四
字
熟
語

1
四
季
の
た
よ
り
　
涼

1

点
画
の
変
化
と
連
続
「
創
造
」

2
情
報
を
編
集
す
る
し
か
け

2
学
習
を
生
か
し
て
書
く
―
配
列
―
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

2
多
様
な
表
現
に
よ
る
文
字

1
四
季
の
た
よ
り
　
深

1

三
年
間
の
学
習
の
成
果
を
生
か
そ
う

2
四
季
の
た
よ
り
　
静

1
9

9
9

9
6

1
2

9
1
2

7
6

9
6

身
近
な
地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
学
習

5
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

3
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
敗
戦

3
世

界
の

多
極

化
と

日
本

3
現
代
に
つ
な
が
る
伝
統
と
文
化

2
民
主
主
義
が
支
え
る
日
本
国
憲
法

1
私
た
ち
の
平
和
主
義

1
司

法
権

の
独

立
と

裁
判

4
生
産
の
し
く
み
と
企
業
、
金
融

3
労
働
と
社
会
保
障

1
国
際
社
会
と
国
家

2
総
復
習

8

第
一
次
世
界
大
戦
と
民
族
独
立
の
動
き

6
恐
慌
か
ら
戦
争
へ

6
学

習
の

ま
と

め
と

表
現

2
冷
戦
の
終
結
と
こ
れ
か
ら
の
日
本

4
私
た
ち
が
作
る
こ
れ
か
ら
の
社
会

3
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権

10
政
治
と
は
何
だ
ろ
う

1
地
方
自
治
と
住
民
の
参
加

4
財
政
と
政
府
の
役
割

4
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
の
課
題

3
国
際
社
会
が
抱
え
る
課
題

6

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

1
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
敗
戦

3
日

本
の

民
主

化
と

冷
戦

6
学

習
の

ま
と

め
と

表
現

2
な

ぜ
憲

法
を

学
ぶ

の
か

1
私
た
ち
の
平
和
主
義

1
民
主
主
義
と
日
本
の
政
治

9
循
環
す
る
経
済

1
社
会
の
中
で
働
く
と
い
う
こ
と

1
国
際
社
会
の
理
想
と
現
実

1
持
続
可
能
な
未
来
へ

4

世
界

の
多

極
化

と
日

本
1

今
を
生
き
る
と
い
う
こ
と

1
民
主
主
義
が
支
え
る
日
本
国
憲
法

2
司

法
権

の
独

立
と

裁
判

1
消

費
社

会
と

市
場

経
済

3
労
働
と
社
会
保
障

4
国
際
社
会
と
国
家

4

私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会

2
生
産
の
し
く
み
と
企
業
、
金
融

2

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
4

1
2

8
1
2

8
1章

多
項
式

・
因
数
分
解

2
・
根
号
を
ふ
く
む
式
の
計
算

9
・

2
次

方
程

式
と

そ
の

解
き

方
8

・
2
次
方
程
式
の
利
用

1
4章

関
数
ｙ
＝
ax
2

・
相
似
な
図
形

8
・
平
行
線
と
比

5
・
円
周
角
の
定
理
の
利
用

2
・
三
平
方
の
定
理
の
利
用

7
8
章
標
本
調
査

・
3
年
間
の
総
復
習

8

・
多
項
式
の
計
算

8
・
式
の
計
算
の
利
用

3
・
章
の
問
題
演
習

1
・
2
次
方
程
式
の
利
用

4
・
章
の
問
題
演
習

1
・
関
数
y＝

ax
2

11
・
平
行
線
と
比

4
・
相
似
な
図
形
の
面
積
と
体
積

4
・
章
の
問
題
演
習

1
・
章
の
問
題
演
習

1
・
標
本
調
査

2

・
因
数
分
解

4
・
章
の
問
題
演
習

1
3章

2次
方
程
式
　

・
い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
利
用

3
・
章
の
問
題
演
習

1
7
章
三
平
方
の
定
理

・
標
本
調
査
の
利
用

3

2章
平
方
根

・
2
次

方
程

式
と

そ
の

解
き

方
2

・
章
の
問
題
演
習

1
6章

円
・
三
平
方
の
定
理

5
・
章
の
問
題
演
習

1

・
平
方
根

6
5章

相
似
な
図
形

・
円
周
角
の
定
理

6
・
三
平
方
の
定
理
の
利
用

4
・
3
年
間
の
総
復
習

6

・
相
似
な
図
形

1
1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
水
溶
液
と
イ
オ
ン

8
電
池
と
イ
オ
ン

2
生
物
の
成
長

3
遺
伝
の
規
則
性

8
力
の
法
則

5
力
と
運
動

9
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

4
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
そ
の
利
用

4
太
陽
と
月

6
生
物
と
環
境

7
人
間
の
環
境

4
科
学
・
技
術
の
発
展

5

電
池
と
イ
オ
ン

4
酸
・
ア
ル
カ
リ
と
イ
オ
ン

10
生
物
の
殖
え
方

9
力
の
法
則

4
力
と
運
動

3
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

7
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
り
変
わ
り

6
天
体
の
１
日
の
動
き

6
太
陽
系
と
宇
宙
の
広
が
り

6
人
間
の
環
境

1
自
然
の
恵
み
と
災
害

6
環
境
の
保
全

3

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
そ
の
利
用

2
天
体
の
１
年
の
動
き

6

1
2

1
2

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
0

8
Pr

og
ra

m2
2

3
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

8
羅
臼
町
PR

2
P
R
活

動
ま

と
め

・
発

表
9
ま
と
め
学
習
発
表

2
消

費
社

会
と

市
場

経
済

2
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
発
表
会

3
自
然
の
恵
み
と
災
害

2

ス
ピ
ー
チ
で
学
び
を
振
り
返
る

2

Pr
og
ra
m1

10
Pr

og
ra

m2
8

Pr
og

ra
m3

8
My
 P
ro
je
ct
7

8
Pr
og
ra
m4

6
Pr
og
ra
m5

10
Pr
og
ra
m6

6
My
 P
ro
je
ct
8

4
P
r
o
g
r
a
m
8

10
P
r
o
g
r
a
m
9

8
P
ro

gr
am

9
2

S
p
e
c
i
a
l
 
P
r
o
j
e
c
t

2

PO
WE
R-
UP
1

2
Pr

og
ra

m3
2

PO
WE

R-
UP

2
2

Pr
og
ra
m4

4
PO
WE
R-
UP
3

2
PO
WE
R-
UP
4

2
My
 P
ro
je
ct
8

6
Pr
og
ra
m7

10
P
O
W
E
R
-
U
P
6

2
P
O

W
E
R

-
U

P
7

2
Ex
te
ns
iv
e 
Re
ad
in
g

6

My
 P

ro
je

ct
7

2
Pr
og
ra
m6

4
PO
WE
R-
UP
5

2
S
pe

c
ia

l 
P

ro
je

c
t

8

1
2

1
0

1
2

1
2

8
1
6

1
2

1
6

1
2

8
1
2

8
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

1
歌
唱
「
花
」

3
歌
唱
「
花
」

2
鑑
賞
「
ボ
レ
ロ
」

3
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

練
習

2
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

練
習

4
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

練
習

3
鑑
賞
「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」

3
器
楽
「
筝
」

3
器
楽
「
筝
」

2
鑑
賞
「
能
「
羽
衣
」
キ
リ
か
ら
」

1
卒
業
式
歌
練
習

2

創
作

「
楽

し
い

リ
ズ

ム
曲

を
作

っ
て

み
よ

う
」

2
指
揮
を
し
て
み
よ
う

1
鑑
賞
「
ア
ラ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」

1
卒
業
式
歌
練
習

2

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

私
と
の
対
話

3
私
と
の
対
話

3
私
と
の
対
話

3
私
と
の
対
話

3
ゲ
ル
ニ
カ
は
語
る

1
イ
メ
ー
ジ
を
形
で
表
現
し
よ
う

4
イ
メ
ー
ジ
を
形
で
表
現
し
よ
う

3
イ
メ
ー
ジ
を
形
で
表
現
し
よ
う

4
暮
ら
し
を
心
地
よ
く
す
る
デ
ザ
イ
ン

3
暮
ら
し
を
心
地
よ
く
す
る
デ
ザ
イ
ン

2
暮
ら
し
を
心
地
よ
く
す
る
デ
ザ
イ
ン

3
暮
ら
し
を
心
地
よ
く
す
る
デ
ザ
イ
ン

2

イ
メ
ー
ジ
を
形
で
表
現
し
よ
う

1

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

体
ほ
ぐ
し
運
動

4
ダ
ン
ス

6
陸
上
競
技

5
陸
上
競
技

6
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

4
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

4
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

6
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

7
跳
び
箱

6
卓
球

5
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

6

体
力
を
高
め
る
運
動

5
保
健

2
保
健

4
保
健

2
保
健

2
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

4
保
健

3
マ
ッ
ト
運
動

9
跳
び
箱

2
　

　
保
健

3

体
育
理
論

1
体
育
理
論

1
保
健

3
体
育
理
論

1

体
育
理
論

1

9
9

9
9

6
1
2

9
1
2

9
6

9
6

情
報

と
私

た
ち

の
生

活
1

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

2
作
品
制
作

1
作
品
制
作

2
作
品
制
作

1
作
品
制
作

1
情
報
モ
ラ
ル
と
知
的
財
産

1
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報
処
理

1
デ
ィ
ジ
タ
ル
作
品
の
設
計
と
制
作

2
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
測
・
制
御

1

幼
児
の
生
活
と
遊
び

2
幼
児
の
体
の
発
達

1
子
供
の
成
長
と
家
族
の
役
割

2
子
供
の
成
長
と
地
域

1
幼
児
の
遊
び
と
発
達

1
幼

児
の

遊
び

を
支

え
る

1
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い

2
情
報
モ
ラ
ル
と
知
的
財
産

1
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い

2
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い

1
中

学
生

と
の

か
か

わ
り

1
こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
と
家
族
と
の
関
係

1

幼
児
と
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

1
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い

2

3
3

3
3

2
4

3
4

3
2

3
2

合
計

時
数

1
0
1
5

羅
臼
町
立
知
床
未
来
中
学
校

令
和
２
年
度

【
中

３
】

　
年

　
間

　
指

　
導

　
計

　
画

　
単

　
元

　
一

　
覧

　
表

学
級
活
動

3
5

7
月

8
月

3
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

月
4
月

5
月

6
月

特 別 活 動

学
校
行
事

1
3
8

道
徳

3
5

総
合
的
な

学
習
の
時
間

4
3

教 科

国
語

1
0
3

社
会

1
3
8

数
学

1
4
0

理
科

6
5

1
3
8

海
洋
学

3
5

音
楽

3
5

英
語

美
術

3
5

保
健
体
育

1
0
5

技
術
・
家
庭

3
5

月
4
月

5
月

6
月

7
月

1
月

2
月

3
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

ク
マ
学
習
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オホーツク地域羅臼町知床未来中学校_１年生_科目「海洋学」学習指導案 No.1 

 

１ 単元名  「ヒカリゴケの観察」 （１時間） 

 

２ 単元のねらい（目標） 

・・・ 

 

３ 評価規準 

 観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評 

価 

規 

準 

 

①・・・を理解する。 

 ・・・をしている。 

② 

 

③ 

 

①・・・を決めている

。 ・・見いだしてい

る。 

② 

 

③ 

 

①・・・関わろうとし

 ている。 

 ・・取り組んでいる

。 

② 

③ 

 

 

４ 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動 ・児童生徒の反応 

 

知 

 

思 

 

態 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 海の生き物を調

べ、何を食べてど

のような場所にい

るかなどについて

話し合おう（２時

間） 

○海の生き物の生態や形態の特徴を 

調べる。 

・どんな生き物が住んでいるのかな。 

・近くの海には、どんな種類の貝や 

魚がとれるのかな。 

・こんな生き物を育てたいな。 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※水産試験場の方に

 地域の海に住んで

 いる生き物の説明

 をしていただく。 

 

 

 生き物を捕まえ

よう 

（３時間） 

 

 

 

○海に行って磯採集をし、捕まえた 

生き物を観察する 

・海岸の生き物をどうやって捕まえ 

ようか。 

・岩場、浅瀬、干潟などに住む生き 

物にはどのような特徴があるかな。 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆海岸までの移動手

 段の確保 

☆漁協等関係機関へ

 の連絡 

☆安全のための軍手

 等の事前準備 

 

５ 本時の目標 

  ヒカリゴケの発行について学ぶ（１／３時間） 

 

６ 評価規準 

  ヒカリゴケを採取し顕微鏡で観察をしている。（知②） 
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７ 本時の展開 

配時 

 

○学習活動  ・児童生徒の反応 

 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

 

 

10分 

 

 

 

北海道遺産のヒカリゴケの歴史についてスライドで確認 羅臼に住んでいてもヒ

カリゴケを見たことの

ない生徒がおおいので

地元に目を向けるよう

に促す 

 

 

30分 

 

 

ヒカリゴケを水槽から採取し顕微鏡でのぞく  

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

ヒカリゴケは自ら発行しているのではなく，光を反射しているこ

とを理解させるとともに地元の北海道遺産などに目を向ける。 

 

 

 

 

 

 

８ 他教科等との関連 

 〇 国語「文学史」 武田泰淳について確認 

 〇 社会 太平洋戦争時におきた食人事件の背景を確認 

 ○ 理科「    」 

  ○ 知床学「ルサ川の生態観察」の代替授業 次年度以降も 1 年生で実施 
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【
食
育

 
流
し
そ
う
め
ん
】

 

○
季
節
感
を
味
わ
い
な
が
ら
食
べ
る
。

 

・
め
ん
つ
ゆ
に
昆
布
の
粉
末
を
入
れ
昆
布
の

風
味
を
楽
し
む
。

 

「
幼
児
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
様
々
な
体
験
を
通
し
、
感
じ
た
り
、
気
付
い
た
り
、
わ
か
っ
た
り
幼
児
な
り
の
学
び
の
中
で
地
域
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
」

 

【
ね
ら
い
】
 

 
 
昨
年
度
は
地
域
の
産
業
を
通
し
た
学
び
の
場
を
多
く
取
り
入
れ
、
幼
児
の
地
元
へ
の
愛
着
や
産
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
際
に
、
身
近
に
あ
る
環
境
の
実
態
（
海
や
浜
の
汚
れ
）
に
疑
問
を
持
つ
姿

 

が
見
ら
れ
た
。
今
年
度
は
身
近
に
あ
る
環
境
へ
幼
児
な
り
に
課
題
を
も
つ
姿
に
重
点
を
置
き
、
自
分
達
の
住
む
町
の
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
活
動
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
る
。
 

 ○
時
期

 
 
 
５
月
～
３
月
 

 
5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

10
月
 

11
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

 
                    

 

【
町
探
検
（
漁
港
）】

 

 ○
地
元
で
獲
れ
た
魚
の
名
前
や
水
産
業
に
つ

い
て
知
る
。

 

・
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
自
分
な
り
の

言
葉
で
表
現
し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね

た
り
す
る
。

 

・
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
を
好
き
に
な
る
。

 

【
河
川
敷
で
遊
ぼ
う
】

 

 ○
河
川
敷
に
繰
り
返
し
行
く
こ
と
で
、

季
節
を
感
じ
る
。
発
見
を
楽
し
む
。

 

・
身
近
に
あ
る
自
然
物
を
使
っ
て
工
夫

し
て
遊
ぶ
。

 

 

【
ク
リ
ー
ン
作
戦
】

 

 ○
自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を

整
え
て
い
く
。

 

・
地
域
の
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
に
興
味
を
も
つ
。

 

【
避
難
訓
練
（
地
震
体
験
よ
り
）】

 

 ○
津
波
が
起
き
る
仕
組
み
を
知
り
、

海
の
違
う
一
面
に
興
味
を
も
つ
。
 

・
実
験
を
通
し
て
、
海
は
時
に
は
怖

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自

分
の
身
を
守
る
大
切
さ
を
実
感

す
る
。

 

  

【
更
生
保
護
女
性
会
と
の
交
流
】

 

 ○
地
域
の
人
に
親
し
み
を
も
つ
。

 

・
羅
臼
の
町
の
事
や
活
動
に
つ
い
て
知
り
、

興
味
、
関
心
を
も
つ
。

 

【
羅
臼
を
知
ろ
う
】

 

 ○
５
年
生
が
計
画
し
た
活
動
に
参
加

し
、
興
味
を
も
つ

 

・
興
味
関
心
を
も
ち
な
が
ら
、
羅
臼
に

つ
い
て
知
識
を
高
め
て
い
く
。

 

 

【
熊
学
習
】

 

○
自
然
の
生
き
物
に
つ

い
て
興
味
や
関
心
を

も
つ
。

 

・
熊
と
共
生
す
る
気
持
ち

を
持
ち
生
活
す
る
。

 

【
散
歩
活
動
】

 

○
羅
臼
の
町
を
探
検
し
、
興
味
関

心
を
も
つ
。

 

・
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
い
ろ
い

ろ
な
気
付
き
や
発
見
を
喜
ぶ
。

 

体
験
的
な

活
動
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海
洋
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

 
指
導
計
画

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
羅
臼
町
立
春
松
幼
園

 

【
実
践
の
ね
ら
い
】

 

 
 
・
身
近
に
あ
る
自
然
、
自
分
た
ち
の
大
好
き
な
遊
び
場
（
前
浜
）
を
大
切
に
し
、
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
ち
自
分
な
り
に
考
え
、
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
遊
び

を
通
し
て
、
幼
児
が
ど
の
よ
う
に
好
奇
心
や
探
求
心
を
も
ち
、
問
題
解
決
を
す
る
力
が
育
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

 
 
・
地
域
や
人
、
も
の
、
こ
と
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
産
業
や
自
然
に
つ
い
て
学
び
、
羅
臼
昆
布
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
知
識
を
深
め
、
地
域
へ
の
愛
情
を
深
め
る
。

 

 ◇
実
施
期
間

 
４
月
～

1
1
月
（
教
育
時
間
内
）

 

 ◇
主
な
内
容

 

 
 
（
１
）
前
浜
に
出
向
き
、
浜
遊
び
を
し
な
が
ら
海
藻
を
拾
っ
た
り
、
石
や
流
木
で
遊
び
、
自
分
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
身
近
に
感
じ
る
。

 

 
 
（
２
）
前
浜
に
ゴ
ミ
が
流
れ
て
き
た
経
緯
や
問
題
に
気
付
き
、
身
近
な
環
境
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
き
れ
い
に
な
る
の
か
を
考
え
、
問
題
意
識
を
も
つ
。

 

 
 
（
３
）
地
域
と
つ
な
が
る
中
で
昆
布
番
屋
見
学
を
し
、
自
分
た
ち
で
昆
布
を
拾
い
、
干
し
、
食
べ
る
経
験
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
産
業
に
興
味
を
も
つ
。

 

  
４
月

 
５
月

 
６
月

 
７
月

 
８
月

 
９
月

 
１
０
月

 
１
１
月

 
１
２
月

 
１
月

 
２
月

 
３
月

 

 主 体 的 な 遊 び の 中 で 行 わ れ る 活 動
 

 

 

前
浜
遊
び

 
・
海
藻
探
し

 
・
シ
ー
グ
ラ
ス
探
し

 
・
海
に
触
れ
る

 
・
ゴ
ミ
拾
い

 

「
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
運
動
！
」

 
・
前
浜
の
ゴ
ミ
拾
い
・
分
別

 
・
看
板
作
り

 

地
域

 地
域
と
つ
な
が
る

 
・
昆
布
番
屋
見
学

 
・
昆
布
干
し
体
験

 

 

海
へ
の
興
味
関
心

 

 

環
境
の
持
続
性

 

「
Ｎ
Ｏ
レ
ジ
袋
」
の
取
組

 

・ブ
ログ

・掲
示物

での
発信

 

問
題
発
見
解
決
す
る
力

 

・
羅
臼
町
役
場

 

・
吉
田
漁
業
（
昆
布
場
）

 

郷
土
愛
を
深
め
る
 

地
元
の
価
値
を
高
め
る

 
・
昆
布
を
食
べ
よ
う

 
・
昆
布
ひ
れ
か
り
体
験

 

C
S
の
協
力

 

昆
布
が
製
品
（
商
品
）

に
な
る
過
程
を
知
る

 
（
家
族
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

 

未
来
を
想
像
し
、
問
題
発
見
解
決
す
る
力
 

外
部
関
係
機
関
と
の
連
携

 
 
・
前
浜
の
ゴ
ミ
拾
い
・
分
別

 
 
・
ポ
ス
タ
ー
作
り

 

「
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
運
動
！
」

 
・
町
内
に
掲
示
、
呼
び
か
け

 
・
ポ
ス
タ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り

 

 

保
護
者
・
役
場
生
活
環
境
課

 

環
境
の
持
続
性

 

身
近
に
あ
る
自
然
、

場
所
を
大
切
に

 
・
裏
山
、
水
路
の

 
ゴ
ミ
拾
い

 

環
境
保
全
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令和 2 年度 「知床学 羅臼こんぶってすごいね！」 
羅臼町立春松幼稚園 

 

 

 

 

    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践のねらい】 

地域や人、もの、こととつながり、地域の産業や自然について学び、羅臼昆布の素晴らしさを知り知識

を深め、地域への愛情を深める 

地 域 

この昆布たべられるかな？ 

色が変わったー！！ 

羅臼町名産の「天然羅臼昆布」！！ 

海遊びで見つけ持ち帰り、幼稚園で茹でてサ

ラダにして食べました。最初は茶だったのに、

緑いろになったことに驚いていました。 

ほんのり磯の香りと、独特の昆布の香りがい

りまじり、羅臼の夏の匂いを感じました。 

昆布番屋見学 

 初めて昆布が製品になるまでの過程を見学し、昆布は

捨てるところがなくすべて製品になることを学びまし

た。「昆布の根っこ（頭）は漢方という薬に使われるんだ

ってー」「これ、頭なの？」と興味深々でした。 

こうやって、干していたよね？ 

見学の帰り道、また海に寄り、昆布を拾い番屋で見てきた通りに

園庭にビニールシートを敷いて、天日干しをしました。しかし・・・

石原での天日干しとは違い、うまく日が入らないこと、乾燥がで

きないこと、湿りがとれないことで苦戦し、昆布を製品にするま

ですごく時間がかかり大変だということを実感しました。 

後日、昆布漁を営んでいる保護者の方が来園し、昆布が

製品になるまでのお話を聞き、実際に「ひれかり体験」

を行いました。ヒレをはさみで整えながら、袋詰めを

し、家族へプレゼントしました。とても貴重な体験と高

級品の昆布を提供して頂き、地域の愛を感じました。 

つながる 

このヒラヒラを切っていきますよー 
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令和 2 年度 「知床学 羅臼こんぶってすごいね！」 
羅臼町立春松幼稚園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践のねらい】 

身近にある自然、自分たちの大好きな遊び場（前浜）を大切にし、守ろうとする気持ちを自分なりに考

え、好奇心や探求心をもち問題解決をする力を育んでいく。 

どこからこのゴミはくるのかな？  

拾っても拾っても、 

減らないねー 

大好きな前浜にも、行くたびにゴミが・・・ 

このゴミはどこからきているのか？どのようにしたら前

浜がきれいになるのか話し合い、昨年度の 5歳児が作っ

た看板を思い出した。 

看板が壊れているから 

新しいものを作ろう！！ 

役場生活環境課 

 4 歳児の時に海上保安員の方のお話や、紙芝居「うみがめマリンの大冒険」か

ら海に興味をもち、ゴミを捨てると生き物が苦しむことを知った。 

ゴミ拾いを続け、役場生活環境課の吉田さんとゴミの分別を行った。「誰がポイ捨

てをしているのですか？」と質問すると、羅臼の浜にあるゴミは羅臼の人が多い

のかもしれないと聞き、「前、船でお父さんがタバコを吸っていたから『海に投げ

ないんだよ』って怒ったの」と家庭での話をする幼児もいた。 

最後に吉田さんから「みんながお父さんに注意してくれたように、皆に教えてあ

げることと、自分たちも捨てないことが大事だね」と話を終えた。 

自分たちで看板を作って浜に立て、海の生き物やゴミ問題に関する

絵本をたくさん見て「海洋プラスチック問題」について関心を高め

た。 

漁師さんや外国の人に見えるよ

うに、海に向けて立てようよー 

という意見もでました。 

吉田さんからのアドバイスを頂き、「たくさ

んの人に伝えるため」ポスターを作ること

になった。iPad で海のゴミに関するポスタ

ーをいろいろ見て調べ、「みんなでへらそう

プラスチック」と書いた。人がたくさん来る

場所に貼りたいと地域へ発信していった。 

幼児の活動を実際に目にした保護者が幼児の思いを応援するために

休日に親子でポスターを地域の施設等へ掲示のお願いをしてくれ

た。自分たちの行動が大人の心を動かす経験をすると共に保護者と

活動することで、幼児の意識もさらに高まり、今後も忘れない心に

残る経験となったように感じた。 215


